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ピット内から単独出土している。高杯の杯部

と脚部をそれぞれ 3段に成形している異形高

杯で、めずらしい形態である。

滑石製模造品 (古墳時代)

古墳時代中期の典型的な 4段成形の高杯。完

形品で遺存状態が良いため器面調整のミガキ

の稜がはっきり観察できる。

ピット66出土高杯 (古墳時代)

カラー図版 1



第42号住居址出土土師器 (古墳時代)

第63号土坑 出土土器 (平安時代 )

▲>A地区の2基の土坑からほぼ完形の土器
のセットが出土している。土坑はいずれも、

穴の規模や形態から墓と推定されるので、こ

れらは副葬品と考えられる。

▲古墳時代中期の土器セット。小型丸底甘が残

る一方、杯の出現が認められる。高杯には、

稜脚と直線開脚の 2種類が出土している。

第93号土坑出土土器 (平安時代)

カラー図版 2



松本市街地の東南に位置する中山地区は、多 くの埋蔵文化財が残されている地域 と

して以前から知られております。この度、中山地区県営ほ場整備事業が山影遺跡を含む

一帯で実施されることになりました。そこで、松本市は長野県松本地方事務所 より委託

を受け、松本市教育委員会が発掘調査を実施して遺跡の記録保存を図ることにな りま

した。

発掘調査は市教育委員会によって組織された調査団により、平成 3年 8月 から12月

にかけて行われました。炎天下の夏から厳寒期の冬にかけての長期にわたった発掘調

査は、参加者の皆さまの並々ならぬご尽力により無事遂行することができました。

その結果、縄文・古墳・平安時代の住居址44軒をはじめ、縄文から中世にわたる遺構

と、該期の遺物を多数発見することができました。そして、これらの成果は松本市の委

託を受けた0松本市教育文化振興財団によってまとめられ、この度本書が刊行される

ことになりました。今後、本書が郷土の歴史を解明していく史料 として有効に活用され

ることを願っております。

なお、開発事業に先立って行われる発掘調査は、記録保存 ということで遺跡の破壊を

前提 とする側面があることも事実であります。私たちの生活が豊かになるための開発

と、それによって失われていく歴史財産 とい う矛盾のなかで、文化財の保護に携わる者

の苦悩は絶えません。本書を通して、文化財保護へのご理解を深めて頂ければ、このう

えなく幸いに存じます。

最後になりましたが、苛酷な状況のなか発掘作業にご協力頂いた参加者の皆さま、ま

た調査にあた りまして多大なご理解を頂いた中山土地改良区、地元関係者の皆さまに

心から厚 く御礼申し上げます。

平成 5年 3月

松本市教育委員会 教育長 守 屋 立 秋



例   言

1.本書は平成 3年 8月 17日 から12月 2日 にかけて行われた、松本市大字中山4083番地一帯に所在

する山影遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2。 本調査は平成 3年度県営ほ場整備事業に伴 う発掘調査であり、松本市が長野県松本地方事務所

より委託を受け、松本市教育委員会が行ったものである。

3.本書の作成は松本市より委託を受けた0松本市教育文化振興財団が行った。

4。 本書の執筆は、第 1章 三事務局、第 2章第 2節 :太田守夫、第 3章第 3節 1.(1):島 田哲男(

(幼 :新谷和孝、 2.(1):直 井雅尚、 3.(1):竹 内靖長、その他の項目を関沢 聡が担当した。

5。 本書作成にあたっての作業分担と協力者は次の通 りである。

遺物復原 三五十嵐周子、内田和子、大角けさ子、村松恵美子、横山真理

遺物実測 :久根下三枝子、竹原久子、竹原 学、松尾明恵、横山真理、吉澤克彦、関沢 聡

遺物 トレース :久根下三枝子、竹原久子、土橋久美子、松尾明恵、横山真理、中村朝香

遺構図整理・一覧表作成 三石合英子、林 和子

遺構図 トレース :開嶋八重子

図版作成 :五十嵐周子、小松正子、竹原 学、林 和子、平出貴史、 ミン・オン・ トゥイー

写真撮影 :宮嶋洋一 (遺物)、 関沢 聡 (遺構)

6。 出土遺物の整理にあたっては、田中正二郎・平林 彰・望月 映氏より多大なご教示、ご協力

を頂いた。

7。 本書の中で使用した遺構名の省略語は次の通 りである。

竪穴式住居址→住、掘立柱建物址→建、土坑→土、ビット→P

使用例 第 4号住居址→ 4住、第 3号建物址→ 3建、第 2号土坑→ 2土、ビット1→ Pl(た

だし、住居址に伴 うピツトの場合は Pl)

8。 本書の中で使用した遺構の細部表現は次の通 りである。

9.本調査に関する出土遺物及び測量・実測図類は松本市教育委員会が保管している。
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第 1章 調査経過

第 1節 文書記録

平成 2年 9月 12日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、松本地方

事務所、松本市教育委員会。

10月 15日  平成 3年度補助事業計画書提出。

平成 3年 5月 1日  平成 3年度県営ほ場整備事業中山地区山影遺跡埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約締

結。

7月 1日  山影遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知提出。

9月 19日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、松本地方

事務所、松本市教育委員会。

10月 2日  平成 4年度補助事業計画書提出。

10月 9日  平成 3年度国宝 0重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)内定。

10月 15日  平成 3年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

11月 1日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

11月 20日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

12月 27日  平成 3年度国宝 0重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

平成 4年 1月 6日  山影遺跡埋蔵文化財拾得届及び同保管証提出。

山影遺跡発掘調査終了届 (通知)提出。

1月 13日  平成 3年度県営ほ場整備事業中山地区山影遺跡埋蔵文化財包蔵地発掘調査変更委託契約

締結。

1月 23日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。

1月 27日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)計画変更承認申請書提出。

平成 3年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)計画変更承認申請書提出。

3月 12日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。

平成 3年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)変更交付決定通知。

3月 31日  平成 3年度文化財保護事業補助金 (県費)確定通知。

平成 3年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)確定通知。

5月 27日  平成 4年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

7月 9日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)内定。

7月 17日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

9月 7日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。

9月 11日  平成 4年度文化財保護事業計画変更承認申請書提出。

9月 17日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。

9月 24日  平成 4年度国宝 0重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

12月 10日  平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)計画変更承認申請書提出。

平成 4年度国宝 0重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)計画変更承認申請書提出。

平成 5年 3月 12日 平成 4年度文化財保護事業補助金 (県費)変更交付決定通知。
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第 2節 調査体制

【平成 3年度】発掘調査

調 査 団 長 三松村好雄 (教育長)

調査担当者 :関沢 聡、高桑俊雄、今村 克、伊丹早苗 (社会教育課)

発掘参加者 :青木雅志、赤羽 章、赤羽包子、石合孝光、日井秀明、大久保要三、大谷光枝、窪田

由美、黒木 清、小岩井美代子、小島茂富、小松弓子、坂口文代、下里末子、瀬川長

広、高橋登喜雄、竹渕由里、田村福美、土屋信一、鶴川 登、殿村与三吉、中島新嗣、

中村安雄、林 和子、古屋基治、丸山久司、丸山隆香、三沢元太郎、道浦久美子、真々

部まさ子、南山久子、村松恵美子、村山正人、甕 國成、百瀬 侍、百瀬正美、百瀬

義友、矢島利保、米山禎興

指 導 者 :太田守夫、中島経夫

事 務 局 :荒井 寛 (社会教育課長)、 田口 勝 (課長補佐)、 熊谷康治 (課係長)、 直井雅尚 (主

事)、 関沢 聡 (主事)、 木下 守 (主事)、 竹内靖長 (主事)、 久保田剛 (事務員)、 荒

井由美 (嘱託)、 山岸弥生 (嘱託)

【平成 4年度】報告書作成

担 当 者 :関沢 聡 (松本市立考古博物館)

指 導 者 :太田守夫

整理参加者 :大角けさ子、開嶋八重子、上條尚美、倉科祥恵、高山一恵、竹平悦子、堤加代子、中

村朝香、町田庄司、丸山恵子、水野桂子、村山牧枝、横山博通、横山小夜子、横山隆

志、横山真理、六川由美子、和田和哉

事 務 局 :島村昌代 (社会教育課長)、 田口 勝 (課長補佐)、 窪田雅之 (主任)

松本市教育文化振興財団事務局 :深沢 豊 (事務局長)、 牟祀 弘 (局次長)、 青木孝文 (次長補佐)

松本市立考古博物館 :神澤昌二郎 (館長)、 直井雅尚 (主任)、 関沢 聡 (主任)、 久保田 剛 (主事)、

荒井由美 (嘱託)、 藤原美智子 (嘱託)
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地理的環境

山影遺跡は松本市大字中山に所在する。中山地区は松本市の南東部に位置し、地形的には鉢伏山

地東側斜面と中山丘陵からなる(第 1図参照)。 この地区は市街地から比較的近距離にあるが、地形

的な制約から産業形態は農業経営が中心である。近年は、今回の調査の事業原因でもある県営ほ場

整備事業が進められている。また、最近では中山台住宅団地の造成、県道拡張整備等が行われて、

中山地区は変貌しつつあるといえる。

本遺跡は県道官村・六道・松本線と、東側を走る東部農道 (市道)の合流地点から約150m北東に

位置する。具体的には、県道沿いにある松本平農協中山支所の南側を東へ折れて東部農道に突き当

たった地点が山影遺跡の西端にあたる。県営ほ場整備はこの農道の東側畑地で実施されるため、調

査区は道路に近い部分から東に向かって 3ヶ 所を設定している (第 2図参照)。

調査地は東 (高)一西 (低)の傾斜地に立地し、C地区の東端で海抜高784m、 A地区の西端で同

766mである。南俣1は東から西ヘイ申びる比高差 5mの小高い尾根と、洞沢り||に よって隔絶されてい

る。

第 2節 地形と地質

1。 位置と地形 (第 1図 )

中山地区の地形の成 り立ちについて、断層活動が関わっていることは、すでに各報告書に述べて

きた。しかし、まだ遺跡内では断層をみていない。墓地公園の南側の崖で小規模のものをみている

に過ぎない。したがって地形形成に影響を及ぼした、主な断層活動は縄文期以前とも考えられる。

ただこれだけの複雑な地形を形成した主な原因は、断層活動にあることは事実である。

山影遺跡は中山地区の南部、洞地域をのせた、西向きの広い崖錐性・扇状地性の傾斜面上の南西

隅 (標高770m前後)に位置する。広い傾斜面の幅は上方で300m、 下方で5001m、 延長1000mに及

び、平均傾斜は7.5°でかなり急である。さらに傾斜面の上方には延長400m、 幅250mの 山麓傾斜面

が続 く。

現在、傾斜面上には北から、北ノ入沢 (和泉川に入る)・ 小規模な川 (沖田に入る)・ 洞沢川 (沖

田に入る)の 3本の流れがみられ、かつての堆積面を浸食し、その間に比高 3m前後の起伏をつくっ

ている。また傾斜面の堆積・浸食は現在も続き、川の流れだけでなく、崩壊性の土石流も加わって

いる。

享保16年 (1731)。 城山右張出し崩れ

5月 1日 から雨降り続き17日 まで降る。城山右張出し崩れ、洞から沖田まで流れ出す。このとき
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名木で夫婦が埋まり死亡。 (中山.山田千冬氏談)

この状況に最も近いのは、傾斜面の南側を流れる洞沢川である。洞沢川は城山の北斜面を源流と

し、現在 5mを超える浸食谷をつくり、山影遺跡のすぐ東で曲流している。遺跡との間に裏山をは

さみ、名木から沖田に至っている。その浸食の営力は現在も極めて大きく、数基の砂防堰堤によっ

て防護されている。山影遺跡が南に接する裏山 (比高 5m)は、東の山地の続きである。なぜ洞沢

川が山地を切って、裏山の南側へ曲流したかは、まだ解釈がついていない。ただ山影遺跡が洞沢川

の土石流の影響を受けていないことは事実で、発掘地の状態からも読みとれる。発掘前、主に畑地

であった山影遺跡は、起伏面の中で早 くからの堆積面であったものと考えられる6

2。 遺跡の堆積層

山影遺跡の一般的な土層は、挿図 1の とおりである。石英閃緑岩の風化砂とローム質土壌の混じ

る砂壌土である。色はローム質土壌の黄褐色土と腐植の混じる黒褐色土で互層する。

含まれる礫はすべて石英閃緑岩の角礫・亜角礫である。発掘地の表面・上部の礫の大きさは、大・

中礫が中心であるが、下部になると巨礫を含むよ

うになる。場所によって土壌中の礫の密度が異な

る。近接地でもこの状態がみられるのは、崖錐性・   0

扇状地性の堆積によるものである。C地区のよう
10

に、極めて密なところもある。遺構・遺物は地下

30～ 40 cmの 黄褐色～褐色ローム質土中から出土

するので、発掘前は畑地であったことを合わせる
30

と、山影遺跡は、他の階段状水田 (棚田)の発達

した発掘地と異なり、初生の地形と考えられる。   40

3.利用 した石

住居施設に利用されている石はほとんど石英閃

緑岩で、付近の山地や同じ堆積中からのものであ

る。C地区の平安時代住居のカマドや縄文時代住
'

居の炉の石は、石英閃緑岩の亜角礫や一部割 り石   70

で、40× 30 cm大が多い。また、明らかに他の場所

から持ちこまれたものに、第17号住居址 (敷石住

居)の敷石に使用された鉄平石の15枚がある。こ

れは美ケ原の輝石安山岩で、坪ノ内遺跡など各所   100
でみられるものである。

I:灰色土 (耕土)

Ⅱ :大・中礫混入黄褐色土

(石英閃緑岩)

Ⅲ :黒褐色土

(腐植土)

Ⅳ :大・中礫混入黄褐色土

(石英閃緑岩)

V:黒褐色土,黄褐色土の互層

(石英閃緑岩の巨・大礫を含

む)
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第 3節 歴史的環境

山影遺跡が所在する中山地区には多 くの埋蔵文化財が分布している。なかでも縄文時代の集落遺

跡と古墳については松本市域でも遺跡数が卓越しており、古 くから研究者の注目を集めてきている6

特に、近年の県営ほ場整備に伴 う緊急発掘調査で、縄文時代の集落の実態が解明されつつある。こ

れらの報告書は既に刊行され、その中で本地区の縄文時代遺跡については概観されている(1)。

そこで、本書では縄文時代以降の中山地区の遺跡について述べることにする (第 3図参照)。

【弥生時代】 中山地区のこの時代の実態は不明なところが多い。発掘調査では生妻遺跡から後期

末の住居址 1軒が見つかっている。この他は遺物が単独出土しているだけである。向畑遺跡では石

包丁と磨製石鏃が見つかっているιまた、旧・中山孝古館には棚峰出土とされる後期の甕②のほか、

石包丁、柱状片刃石斧等が保管されていたので、本地区に遺跡が存在する可能性はある。しかし、

本地区の地形は水田耕作には不向きな立地であるため、前代の縄文時代と違って該期の集落が本格

的に展開することはなかったと推定される。

【古墳時代】 古墳と集落遺跡に分けて述べることにする。

●古墳 中山地区の古墳は「中山古墳群」として市史跡に指定されている。しかし、これは中山地

区に所在する古墳を包括的に呼称したものである。これらの古墳群は、立地・主体部の構造・時期・

分布の密集度等から歴史的に有意な単位群 (支群)に分けられるべきものである。

前期では、中山丘陵の北端に位置する弘法山古墳と仁能田山丘陵の中山36号古墳がある。これら

は松本市街地を見おろす尾根の突端に立地し、墳丘規模や副葬品は当時の首長墓にふさわしいもの

である。この 2基の古墳については、むしろ生産の基盤を市街地の弥生～古墳時代の集落に求める

べきものである。

中期では、弘法山古墳の直下に位置する平畑遺跡で古墳の周溝が確認されている。また、現在の

開成中学校の敷地内に所在した棺護山第 3号古墳からは、出土状況は不明であるが初期須恵器の蓋

杯が出土している。)。
また、向畑遺跡の発掘調査では墳丘が失われていたものの、古墳の周溝が検出

され (向畑 6・ 7・ 11・ 12号古墳)、 その内部から土師器・初期須恵器が出土している。なお、向畑

2号古墳は大正12年に官坂光次によって調査され、剣、刀子が各 2本、また直弧文が線刻された鹿

角製装具が出土していることから、中期古墳に属する可能性が高い0。

後期になると、横穴式石室を伴 う古墳が急増する。比較的古い時期の古墳としては桜立古墳があ

る。この古墳は四乳唐草文鏡と頭椎太刀が出土している。しかし、立地が寿地区に面する西側丘陵

部に位置する点で、若干性格を異にすると考えられる。また、柏木古墳・小丸山古墳(Dは 6世紀後半

の築造と考えられ、本地区の後期古墳としては比較的古い。さらに、中山丘陵南側斜面の鍬形原・

西越地区にかけては 7世紀代の群集墳が認められる。これらの大半は正式な発掘調査がされないま

ま盗掘されたり破壊されてしまっている。しかし、最近の中山霊園拡張事業に伴 う緊急発掘調査で

-8-



は、新たな古墳の周溝や石室の基底部が検出されてお り、この群集墳の性格は解明されつつある。

このほかに、坪 ノ内・弥生山等で数基単位でまとまる古墳群がある。 これらは副葬品が知 られて

いる程度で、実態が不明なものが多い。

●集落遺跡 最近の発掘調査によって中山地区でも該期の集落遺跡が見つかっている。

前期では、向畑遺跡で57軒の住居址が見つかっている。 しかし、中期になると2軒の住居址が知

られるだけで、その後は古墳群の築造場所 として利用されている。

中期では、山影遺跡で今回報告する21軒 の住居址が見つかっている。なお、最近になって山影遺

跡から直線距離で600mの 位置にある中山小学校の校庭拡張工事に伴って、新たに該期の集落遺跡

が発見されている (3月 2日 の発見で、遺跡名は未定)。

後期の集落遺跡は、現在までのところ中山地区では見つかっていない。

【奈良時代】 該期の集落は見つかっていないが、一部の古墳では追葬や墓前祭祀等が 8世紀代ま

で行われている。大正13年に発掘調査された西越古墳では横穴式石室内に須恵器の骨蔵器が安置さ

れた状態で出土している。

また、中山霊園の南側を流れる鍬形沢の西岸には鍬形沢古窯址群がある。 この古窯址群は現在ま

でに 2ヶ 所で灰原が見つかってお り、蓋・杯・甕・壷類が生産されていたことが確認 されている。

しかし、遺跡の範囲や古窯址の数等の解明は今後の課題である。

【平安時代】 この時代の中山地区は勅旨牧 として埴原牧が設置され、さらに信濃牧監庁が置かれ

ていたとされている。 これに関する遺構 として(千石 と古屋敷に繋飼場 と推定される遺構、埴原北

に信濃牧監庁 と推定される建物址が知 られている。 しかし、文献から推定されるような牧場経営や

公的施設を積極的に肯定できるような考古学的資料は、現在までのところ皆無 と言ってよい。集落

については、僅かに南中島遺跡で 1軒 と、山影遺跡で後述する 5軒の住居址が知 られるにすぎない。

【中世以降】 この時代の遺跡 としては、埴原城 (山城)力 著`名である。 この他に、中山霊園の展

望台広場にある鍬形原砦跡では、遺構確認調査によって空堀が確認されている。また、発掘調査で

は向畑遺跡で700基近い土坑墓群、鉾塚で13世紀代の墳墓、山影遺跡で今回報告する土坑墓群が見つ

かっている。なお、該期の集落は現在までのところ見つかっていないが、今後の調査に期待 したい。

註

(1)松本市教育委員会『松本市向畑遺跡 I・ H・ Ⅲ』1988～ 1990

松本市教育委員会『松本市坪ノ内遺跡』1990

松本市教育委員会『松本市南中島遺跡』1991

松本市教育委員会『松本市弥生前遺跡』1991

松本市教育委員会『松本市生妻遺跡』1991

(2)棚峰遺跡は現在の中山台にあたる。住宅団地の造成に先立って範囲確認調査 (踏査)を実施しているが、遺跡の痕

跡は認められなかった。その実態は不明である。

(3)松本市教育委員会『松本市神田遺跡』1989 P.13～ 16

に)官坂光次「長野県東筑摩郡中山村古墳発掘調査報告 (一 )・ (二 )」  『史前学雑誌第2巻第102号』1930

(5)松本市教育委員会『埴原北・中山古屋敷 推定信濃諸牧牧監庁跡H 小丸山古墳』1993
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第 3章 調査結果

第 1節 調査の概要

山影遺跡は松本市大字中山4083番地一帯に位置する。調査地は県営ほ場整備事業中山地区第 6工

区の西端に該当する。調査区は遺跡の範囲を捉えるため間隔をおいてA～ C区を設定している。な

お、A・ C地区には地表の工作物の関係で、A東地区OC北地区を付設している。調査面積はA地区

1074m2、 A東地区252m2、 B地区453m2、 c地区1164m2、 c北地区255m2で、総面積3198m2で ぁる。

調査にあたっては重機を使用して耕作土を除去している。また、任意の基準点を設け、磁北を基

軸として調査区内を 1辺3mの方眼で区画設定して測量を行った。なお、遺構全体図(第 4図)の N・

S・ E・ Wは方位を表し、数字は基準点からの距離 (m)を表している。調査の概要は以下の通 り

である。      1

遺  構

竪穴式住居址44軒 0電文18、 古墳時代21、 平安時代 5)、 掘立柱建物址 1棟、土坑96基 (土坑番号

は99ま であるが、12・ 15・ 18は欠番)、 ビット173基、屋外埋甕 2基、屋外炉 2基、火葬墓 1基、

溝址 1本、ロームマウンド3基

遺構の分布状況から、縄文・古墳時代の住居址は調査区外に及ぶことが判明したが、遺跡の範囲

を確認することはできなかった。縄文時代の住居は中期15軒、後期 3軒があり、後期では敷石住居

が 2軒見つかっている。古墳時代の住居はすべて中期に属し、調理施設には炉とカマドの 2者が認

められた。平安時代では住居址のほか、土器を副葬品にもつ土坑墓 2基が検出されている。また、

B地区では中世以降の墓群と考えられる土坑が多数見つかっている。

遺  物

縄文土器・土師器・須恵器・灰釉陶器・ 内耳土器・陶器・磁器・土製品・石器・石製品・金属製

品・貨幣・ ガラス製品

遺物は縄文時代から中・近世にかけて多岐にわたっているが、縄文・古墳時代の住居址から出土

した土器群が大半を占めている。このうち縄文時代の中期末から後期初頭の土器群、古墳時代中期

の土師器・初期須恵器は編年研究の上で良好な資料である。特徴的な遺物としては、古墳時代の住

居址から出土した馬具、滑石製模造品、装身具があげられる。これらは集落や住居址の性格を追求

していく上での重要な手がかりとなる資料である。

成  果

今回の調査では、縄文～平安時代にかけて断続的に継続した集落遺跡の一部を捉えることができ

た。特に、古墳時代と平安時代の集落の発見は、該期の集落が不明だった中山地区の歴史の空白を

埋めるものとなっている。
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第 2節 遺 構

1。 縄文時代の遺構

(1)住居址

①第 1号住居址 (第 7図 )

C地区の南東隅に位置する。住居の西側1/3は削平されている。規模は (長径)6.1× (短径)5.6

m(以上)で、楕円形を呈する。覆土は 2層 に分けられ、上層は人頭大礫が混入する暗褐色土、下層

は炭化物を混入する黒褐色土である。床面は礫混じりの黄褐色土で、部分的に堅 くしまっている。

床面直上には多量の炭化材と焼土が認められたことから、本址は焼失住居と推定される。ピットは

18個が検出され、Pl・ P2・ P5・ P14・ P18が壁面の内側を巡る柱穴と考えられる。また、P3・ P5か ら

打製石斧、P4・ P5・ P16か ら凹石が出土している。炉は床面を精査したが認められなかった。埋甕は

住居西側に位置し、深鉢が逆位に埋設されていた。遺物は覆土の下層上面から土器 (深鉢・有孔鍔

付土器等)力 ま`とまって出土しており、住居の埋没過程で一括投棄されたものと考えられる。覆土

中からは多量の拳～人頭大礫に混じって、土器、石鏃 7、 石錐 2、 ピエス・ エスキーュ 3、 スクレ

イパー 3、 打製石斧 4、 凹石 3、 土製耳飾 りが出土している。床面では、北側で被熱したほぼ完形

の石皿、中央で土器が 4カ 所に集中して出土している。本址の時期は中期中葉 (井戸尻Ⅲ式期)と

推定される。

②第 2号住居址 (第 8図 )

C地区の南東隅に位置する。13住 より新。北東隅の壁・床は削平されていた。規模は6.2× 5.7m

で、楕円形を呈する。覆土は 2層 に分かれ、上層が拳～人頭大の礫が混入する黒褐色土、下層が壁

際に半錐状に堆積する暗黄褐色土であることから、本址は自然埋没したものと考えられる。床面は

北側が黄色土、南側は砂質の黄褐色土で堅 くしまっている。ピットは16個が検出され、深さと位置

関係からP2・ P3・ P8・ P10・ P13° P16が壁の内側を巡る柱穴と考えられる。なお、Pl。 からはスクレ

イパーが出土している。また P2では底部中央に深鉢の下半部が埋設されていた。炉は中央やや北寄

りに位置する方形の石囲炉で、炉内には拳～30 cm大礫が混入していた。また、炉の北東に接して深

鉢の上部1/3程が埋設されていた。土器の内外に接して被熱した礫が認められることから土器埋設炉

と考えられる。炉石と深鉢を据えるための掘方は明瞭に捉えることができ、土器埋設炉 (古)・石囲

炉 (新)の関係にある。遺物は床面中央で完形に近い 4個体の深鉢が押し潰された状態で出土して

いる。また、北側からは被熱した石皿が見つかっている。このほか、多量の土器片 (深鉢・浅鉢・

ミニチュア土器・ 吊手土器・有孔鍔付土器等)が床面から覆土にかけて出土してぃる。このうち、

有孔鍔付土器の 1点には赤色塗彩が施されている。このほかに土偶 4、 石鏃 7、 ピエス・ェスキー

ユ 4、 石匙、スクレイパー 2、 打製石斧 3、 凹石が出土している。本址の時期は中期中葉 (井戸尻

I式期)と 推定される。
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③第 3号住居址 (第 9図 )

C地区の東端に位置する。14住 より古。西半部の壁・床は削平されている。推定規模は5。 5× 5.3

mで、円形を呈する。床面は中央が堅 くしまった黄色土で、周溝が巡らされている。ピットは14個

が検出され、Pl～ P3・ P5・ P10・ P13が壁際を沿って巡る柱穴と推定される。このうち、P3・ P5に付

属する小ピットと、P16に隣接するP12は補助柱または建て替えに関係する遺構の可能性がある。炉

は中央に位置する長方形の石囲炉で、炉石の掘方は明瞭である。炉の南側の炉石は原位置を離れて

いた。北辺の炉石の外側では床面に焼土面が認められた。遺物は床面中央で大形の上器片が4カ 所

で認められたほか、南東部で凹石、磨石が出土している。覆土では土器の出土量は多いが破片が大

半で、他に石錐 2、 ピエス・エスキーユ、スクレイパーが出土している。また、床面から床上10 cm

にかけての覆土では大形礫20数個が認められた。本址の時期は中期中葉 (井戸尻Ⅲ式期)と 推定さ

れる。

④第 4号住居址 (第 10図 )

C地区の南東に位置する。西半部の壁・床は削平されている。規模は直径5。 3mで、円形を呈する。

覆土は 2層 に分かれ、上層がレンズ状に堆積していることから自然埋没の可能性がある。床面は礫

混じりの黄色上で堅 くしまっているが、部分的に軟質なところも認められた。ピットは 7個が検出

され、Pl・ P2・ P4・ P5(ま たは P6)が柱穴と考えられる。炉は中央に位置する地床炉であるが、覆

土は炭化物を少量含む黒褐色土で、焼土は認められなかった。炉内からは 9個の礫が出土し、なか

には被熱しているものもあることから、本址は炉石を抜かれた石囲炉の残骸の可能性も考えられる。

遺物は覆土下層の上面から大形礫とともに多量の土器が出土している。これらは礫の上から出土す

るものもあり、明らかに本址廃絶後の埋没過程で投棄された遺物と考えられる。なお、同一個体の

土器がまとまって出土していることから、破片の状態で投棄されたのではなく、ある程度器形が残

存している状況で土器が投棄されたことが推定される。遺物は、床面では中央北寄 りで石皿と少量

の土器が出土している。覆土からは石鏃 2、 ピエス・エスキーュ、磨製石斧が出土している。本址

の時期は中期中葉 (井戸尻 I式期)と 推定される。

⑤第 5号住居址 (第 11図 )

C地区の中央に位置する。北側を21住 に切られ、西側は削平されていたが、規模が径5m以上の楕

円形を呈する住居と推定される。東南部の壁では上部に棚状の造 りだしが認められる。床面は砂質

の黄褐色土である。ピットは22個が検出され、配置関係からP3・ P5・ P7・ P13が柱穴の可能性がある。

炉は住居中央に重複するピットを精査したものの確認することはできなかった。遺物は3カ所で土

器がまとまって出土しているが、いずれも覆土中である。床面直上では少量の土器・石器が出土し

ている。また、東南部の棚状部分で深鉢が逆位で押し潰れたように出土している。覆土からは拳～人

頭大の礫に混じって、土器の細片が出土しているほか、土偶、石鏃、スクレイパー、打製石斧 2、

磨製石斧 2、 凹石、石皿が出土している。本址の時期は中期中葉 (井戸尻 I式期)と 推定される。
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⑥第 6号住居址 (第 12図 )

C地区の中央に位置する。規模は短径4。 Om、 推定直径4.9mで、楕円形を呈する。覆土は 2層か

らなり、人頭大の礫が混入している。床面は礫混じりの黄色土で、北東部では周溝が巡らされてい

る。ピシトは壁際に 6個が検出されているが、柱穴は不明である。炉は中央やや北寄 りに位置して

いる。炉石は認められないが、覆土から炉内にかけて被熱した礫が出土していることから、破壊さ

れた石囲炉の可能性がある。遺物は住居の南西部で打製石斧が 2点出土したほかは、東半部からの

出土である。床面では少量の土器しか認められなかったが、覆土からは多量の大形礫と共に土器、

土偶、蛇紋岩製垂飾品、スクレイパー 2、 打製石斧 2・ 磨製石斧 2、 凹石が出土している。本址の

時期は中期中葉 (井戸尻Ⅲ式期)と 推定される。

⑦第 8号住居址 (第 13図 )

C地区の南西に位置する。北西部を20住によって切られている。規模は5.2× 4.6mで、楕円形を

呈する。覆土は単層で、床面は礫混じりの黄色土である。ピットは11個が検出されているが、柱穴

を特定することはできなかった。炉は中央南寄 りに位置している。炉石は 4個が残存し<状を呈し

ている。しかし、炉の北側では被熱により風化した20～ 25 cm大 の礫 7個がまとまらて出土している

ことから、破壊された石囲炉と推定される。遺物は南側の床上約20 cmの 覆土中から礫 と共に土器、

土偶、ピエス・エスキーユ、スクレイパー、磨製石斧、打製石斧 2、 凹石 2、 敲石が出土している。

また、床面からはごく少量の土器と石鏃と磨製石斧が出土している。なお、本址では釣手付深鉢の

釣手部分が 4点出土している点が特異である。本址の時期は中期後葉 (唐草文Ⅳ新段階)と 推定さ

れるL

③第 9号住居址 (第 14図 )

C地区の南西に位置する。22・ 26住に西側を大きく切られて、東側が僅かに確認できただけであ

る。本址は当初、 9・ 22住を 1軒の住居址と誤認したため、床面近 くまで 1軒の住居として発掘し

ている。その後、東西の土層観察用の土手の観察所見、 2基の炉とピットの配置関係から新旧関係

にある2軒の住居と判断している。覆土は 2層 に分かれ、上層が暗褐色土、下層が褐色土である。

床面は黄色土である。ピツトは18個 (Pl～ P18)が検出されている。このうち、P5・ P9・ P15・ P18は

26住 内に位置するものだが、炉やピットの新旧関係から9住の可能性が高いとして分離した。炉は

住居中央に位置する石囲炉である。炉石を囲むための掘方は比較的大きいが、炉石は中形礫を使用

して炉辺を囲んでいる。しかし、26住が建てられた際に破壊されて、炉石は一部しか残存していな

い。炉内からは凹石とミニチュア土器が出土している。埋甕は住居西側に位置し、深鉢の底部が正

位で埋設されている。遺物は覆土～床面にかけて少量の土器 (深鉢・釣手付深鉢等)の ほか、石鏃

4、 石錐 2、 ピエス・エスキーユ 4、 スクレイパー 2、 打製石斧 3、 磨製石斧、凹石 3、 ミニチュ

ア土器が出土している。本址の時期は中期後葉 (唐草文Ⅳ古段階)と 推定される。
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⑨第10号住居址 (第 15図 )

C地区の中央西寄 りに位置する。住居の西半部は削平されて東側の壁しか確認できないため、規

模・平面形は不明である。覆土は人頭大の礫が多量に混入する暗褐色土で、特に礫は東側に多 く認

められた。本址は敷石住居で、東側の一部で床面の敷石が残存していた。さらに、敷石の下部では

地山の黄色土の上に暗褐色土が貝占り床状に入れられているのが認められた。ピットは 9個が検出さ

れていて、このうち Pl・ P3・ P8・ P9は壁際を巡る柱穴の可能性がある。炉は確認することができな

かった。遺物は覆土中から土器 (深鉢・蓋等)が多量に出土しているが、ほとんどが破片である。

他に土偶、ピエス・エスキーユ 3、 スクレイパー2,打製石斧、凹石 4、 敲石 1、 磨石 1、 砥石が

出土している。本址の時期は後期前半 (称名寺式期)と 推定される。

⑩第13号住居址 (第 8図 )

C地区の南東端に位置する。住居の大半が 2住 と後世の削平によって破壊されているため、住居

北東部が僅かに確認できただけである。平面は円形を呈すると推定される。覆土は黄色土混入暗褐

色土で、床面は黄色土である。ピットは壁際で 1個が検出されている。遺物は覆土から土器がごく

少量出土しただけである。本址の時期は中期中葉 (藤内 I式期)と 推定される。

⑪第14号住居址 (第12図 )

C地区の東側に位置する。規模は直径3.3mで、円形を呈する比較的小形の住居である。3住 より

新。西半の壁・床は削平されている。床面は黄色土である。ピットは 7個が検出され、P2・ P3・ P5

は壁際を巡る柱穴と考えられる。炉は中央やや東寄 りに位置する長方形の石囲炉である。炉石は大

形礫 4個で四辺を囲んでいるが、西辺は石が短いため両側に中・小形礫をかませて塞いでいる。炉

内には焼土・炭化物は認められないが、炉石は被熱してボロボロに風化していた。遺物は床面から

少量の土器と凹石、P3・ P4か ら石鏃が出土している。なお、拳二40 cm大 の礫が東側の覆土中から

まとまって出土している。本址の時期は中期後葉 (唐草文Ⅱ新段階)と 推定される。

⑫第17号住居址 (第16図 )

C地区の北西に位置する。南西部を16住によって切られている。規模は短径5.5m、 推定長径6.1

mで、楕円形を呈する。覆土は拳～人頭大の礫が混入する暗褐色土である。本址は敷石住居で、中

央に位置する石囲炉の北から東にかけて敷石が残存していた。敷石と地山である礫混じりの黄色土

の間には暗～黒褐色土が認められ、10住 と同様に貝占り床的な性格をもつものと考えられる。ピット

は 8個が検出され、壁際の P2・ Pケ・P8は柱穴の可能性が考えられる。炉は住居中央に位置する石囲

炉であるが、南辺を16住に切られている6炉石は北・西辺で大形棒状礫が使用されているのに対し、

東辺では敷石が利用されている。そのため、床面から炉石の高さは他の住居と比較して低い。炉内

に焼土は認められないが、深鉢の破片が多量に出土している。遺物は南東壁際の床面から大形砥石、

P2か ら凹石が出土したほか、覆土から少量の土器、石鏃 2、 石錐、磨製石斧が出土している。本址

の時期は後期前半 (堀之内式期)と 推定される。
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⑬第21号住居址 (第 17図 )

C地区の中央北寄 りに位置する。北側を18住 に切られ、西側は削平されているため、住居の南東

部が確認できただけである。床面は黄色土で、炉の周辺は堅 くしまっている。ピットは9個が検出

されているが、いずれも浅 くて柱穴に該当するものはない。炉は住居中央に位置する石囲炉である

が、破壊されているため北・東辺の炉石しか残存していなかった。炉内には西・南辺を構成してい

た炉石と考えられる礫が出土している。遺物は少量の土器 (深鉢・注目付鉢等)と 、土偶 2、 石鏃、

ピエス・ェスキーュ、スクレイパー、打製石斧 2、 凹石 2点が出土している。本址の時期は後期前

半 (称名寺式期)と 推定される。

⑭第22号住居址 (第 14図 )

C地区の南西隅に位置する。東・南側が区域外になるため、住居北側がわずかに確認できただけ

だが、円形を呈すると推定される。 9住・ 26住 より新。本址は調査最終段階で確認されたため、十

分な面的調査は実施していない。部分的に試掘して、覆土が 2層 に分けられること (上層が黒褐色

土、下層は 2次堆積ロー

^の
黄色土)、 床面は黄色土であることを確認しただけである。本址の時期

は不明である。

⑮第23号住居址 (第 17図 )

C地区の東端に位置する。住居の東側がわずかに確認されただけで、規模・平面形は不明である。

覆土は炭化物を少量含む黒褐色土である。床は地山の礫混じりの黄色土上に黒褐色土で貼 り床して

おり、堅 くしまっている。また、壁際には周溝が巡らされている。ピットは 2個が検出されている。

なお、Pl南西の大形ピットは壁に近すぎる点で問題はあるが、焼土が認められたので炉として扱っ

た。遺物は少量の土器と、土偶 2、 ピエス・ェスキーュが出土している。本址の時期は中期後葉(唐

草文H新段階)と 推定される。

⑩第26号住居址 (第 14図 )

C地区の南西隅に位置する。 9住 より新。西側が調査区外になり、南側を22住 によって切られて

いる。規模は不明であるが、円形を呈すると推定される。本址は9住で既述したように、 2軒の住

居を 1軒 として誤認して発掘してしまっている。そのため、9住の床面から4～ 1l cmの 比高差で本

址の床面を捉えたにすぎない。覆土は黒褐色土の単層で、床面は黄色土である。ピットは14個 (P19

～P32)が検出されている。これらのビットは壁際を巡るものが多いが、柱穴を特定できるものはな

い。炉は住居中央に位置する石囲炉である。炉石は東・南辺に大形礫、北・西辺に中形礫を使用し

ている。炉内には深鉢の大形破片が認められた。埋甕は住居北側に位置し、深鉢の底部を正位に埋

設している。遺物は覆土中から多量の土器 (深鉢・釣手付深鉢等)の ほか、石鏃、磨製石斧、凹石

2点が出土している。床面からは少量の土器と土製品 (土鈴 ?)が出土している。本址の時期は中

期後葉 (唐草文Ⅳ新段階)と 推定される。
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⑫第27号住居址 (第 18図 )

B地区の南端中央に位置する。西半部を中世以降の土坑に、南側を農業用道路によって切られて

いる。覆土が非常に浅 く、住居の輪郭は東側でしか確認できなかったが、埋甕とピットの配置から

住居の範囲を推定している。推定規模は4.8× 4.6mで、円形を呈する。床面は黄褐色土である。ピッ

トは15個が検出され、壁際の Pl・ P6° P8・ P9は柱穴と推定される。炉は新旧の 2基が認められた。

古相の炉 1は中央やや東寄 りに位置し、炉 2に南西部を切られている。炉内の一部で焼土が認めら

れただけである。新相の炉 2は炉内に被熱した大形礫を伴 うことから石囲炉が壊されたものと考え

られる。埋甕は北西部に位置し、深鉢の胴部が正位に埋設している。遺物は覆土からごく少量の土

器が出土したほか、石鏃 2点が出土している。本址の時期は中期後葉 (唐草文Ⅳ古段階)と 推定さ

れる。

⑬第39号住居址 (第 18図 )

A地区の中央北寄 りに位置する。北側を37住 によって切られるが、規模は短径4。 4m、 推定長径4.7

mで、円形を呈する。床面は黄色土で堅い。ピットは23個が検出されている。配置関係から壁際を

巡る P2～ P5・ P8° Pllは柱穴の可能性が考えられる。また、その内側にも多数のビットが巡るが柱穴

を特定することはできなかった。炉は中央に位置している。平面形は楕円形を呈し、内部西側には

深鉢の胴部が埋設されていた。また、炉内には大形礫が認められたので石囲炉が破壊されたものと

推定される。遺物は土器が少量のほか、ピエス・エスキーユが出土している。本址の時期は中期中

葉 (藤内 I式期)と 推定される。

⑩ C地区調査区外東地点

C地区の南東に位置する203住の東側約 5mの調査区域外で、ほ場整備の工事中に土器集中地

点が見つかっている。重機で耕土を削平している際に発見されたため、遺構の上半部は既に破壊さ

れていたと考えられる。工期の時間的な制約のため面的な調査はできなかったので、遺物の取 り上

げだけを実施している (遺物は出土地点を「C区域外東」として採集している)。 採集された遺物は

大量の土器のほか、石鏃 1、 打製石斧 1、 土偶 3点がある。これらは近接した位置からまとまって

出土しており、しかも出土した土器に時期差が認められないことから、土器集中地点は住居址であ

る可能性が高い。この場合、本址の時期は中期中葉 (井戸尻 I式期)と 推定される。

9)屋外埋甕

第 1号屋外埋甕 (第41図) B地 区のほぼ中央、50土の南側に位置している。地山が中形礫が混じ

る黄色土で、本址はこの礫を抜き取って深鉢底部を正位で埋設している。周辺を精査したものの、

住居址の柱穴に相当するピットが認められないので、住居に伴わない屋外埋甕とした。本址の時期

は中期後葉 (唐草文Ⅳ古段階)と 推定される。

第 2号屋外埋甕 (第11図) C地 区の中央、 5住の南西側に位置している。遺構検出時に砂質黄褐
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色土の地山上に底部のある深鉢が正位に埋設され、さらにその上面で小礫 3個体が認められた。本

遺構については当初、 5住に伴 う埋甕として捉えて調査したが、埋設された土器の時期が他の 5住

出土の土器よりも新しく位置づけられるため、住居址に伴わない屋外埋甕として扱った。本址の時

期は中期後葉 (唐草文Ⅱ新段階)と 推定される。

(3)土坑・ ピット (第38～ 42図 )

本遺跡からは多数の土坑、ビットが検出されている。しかし、これらのうち掘削または埋没時期

を推定することのできる遺構はごくわずかである6土坑・ ピットの覆土から土器が出土する場合で

も、掘削時に他遺構の遺物が混入したり、埋没段階で後世の遺物が混入・流入する可能性が考えら

れる。今回の調査では、遺物の出土状況から確実に縄文時代の遺構と考えられるものはピットの 1

基だけであった。

ピット73(第42図)C地 区の中央やや南東寄 り、 2住の北西に位置する。規模は (長径)73× (短

径)67× (深 さ)30 cmで、平面形が円形を呈する。ピットの内部には 2個の大形礫とほぼ完形の 2

個体の深鉢が出土している。土器はピットの底面直上で、横倒しの状態で出土している。本址の時

期は中期後葉 (唐草文 I段階)と 推定される。

このほかに、覆土から比較的大形の縄文土器の破片が出土した土坑は15基 (± 1～ 7、 12・ 170

22・ 24・ 25・ 40・ 80・ 97)、 同じくピットは 3基 (P5・ 16・ 38)がある。また、覆土から石器が出

土した土坑は13基 (± 7020・ 24・ 32・ 36・ 37・ 39・ 43・ 45・ 47050・ 51・ 97)、 同じくピットは 7

基 (P10・ 15・ 30040・ 50・ 68・ 126)力 あ`る。しかし、これらについては前述した理由から、遺物

や出土状況から所属時期を特定することはできなかった。当時の集落景観を復原していく上で、こ

うした土坑・ ピットは重要な位置を占めると考えられるが、その解明は今後の課題である。

2。 古墳時代の遺構

(1)住居址

①第 7号住居址 (第19図 )

C地区の南西に位置する。西側の壁・床は削平されているが、規模は南北5.lmで、方形を呈する。

床面は礫混じりの黄色土である。ピットは 7個が検出されている。配置関係から柱穴と特定できる

ものはないが、Pl・ P7は柱穴の可能性がある。カマドは北壁中央やや東寄 りに位置し、粘土カマド

と推定される。なお、焼土北側に人頭大礫が認められたが、遺構に伴 うものか特定できなかった。

遺物は東辺中央の壁際の覆土から砥石が出土したほか、少量の土師器 (杯・高杯・増・壷・甕・ ミ

ニチュア土器)力 出`土している。本址の時期は中期と推定される。

②第11号住居址 (第20図 )

C地区の東端北寄 りに位置する。12住によって中央北寄 りを破壊され、さらに西半部は削平され
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ている。規模は南北6.6mで、方形を呈する。覆土には炭化物と焼土が多量に含まれ、床面直上で多

量の炭化物と焼土塊が認められたことから、本址は焼失住居と推定される。なお、東側では建築材

と考えられる大形の炭化材が焼土面で認められた。床は黒褐色土がブロック状に混じる黄色土で全

体的に堅 くしまっている。東壁際には周溝が巡らされている。ピットは14個が検出され、配置関係

からP4・ P12～ P14が主柱穴と考えられる。なお、P6か ら須恵器の魅、Pll・ P12か らは須恵器の椀の

破片が出土している。カマドは北壁中央に位置する粘土カマドである。両袖と炉床の南部は12住 に

切られて不明であるが、炉床北部の焼土は残存していた。本址は覆土が浅いため、覆土中の遺物は

少ない。床面ではカマドの東側で甕、東南部の壁際から2個体の杯が入子の状態で出上している。

このほかに床面から覆土にかけて土師器 (杯・高杯・増・甕・小形甕)が出土している。本址の時

期は中期と推定される。

③第16号住居址 (第21図 )

C地区の西側に位置する。規模は6.3× 5.6mで、隅丸長方形を呈する。南西部は15住 に切られて

いる。覆土は上層が黄褐色砂質土、中・下層が礫混じりの暗～黒褐色上の 3層 に分かれるので、自

然埋没の可能性が考えられる。床面は礫が多量に混じる黄色土である。なお、本址の南壁際では107×

30× 21 cmの地山礫が床面から露出していた。ピットは10個が検出され、配置関係から P3・ P6・ P8・

P10が主柱穴になる。このうちP3では柱痕が認められた。なお、P10の 検出面から鉄鏃が出土してい

る。また、Pl・ P2はカマド両側の相対する位置にあり、大きさも近似していることから貯蔵穴の可

能性が考えられる。なお、Plか らは砥石が出土している。カマドは北壁中央に位置する粘土カマド

で、袖部は良好に残存していた。炉内には支柱石が残存しており、その北側には土師器の甕の破片

がまとまって出土している。遺物は床面ではカマドの西側で土師器の甕、西壁際で土師器の杯が出

土している。また、床面から僅かに浮いた覆土では東壁際で不明鉄製品、南壁際で砥石 2点が出土

している。このほかに床面から覆土にかけて多量の上師器 (杯・高杯・小型丸底靖・増・壺・甑・

甕・小型甕)と 須恵器 2点 (杯蓋・椀)、 砥石 1点が出土している。本址の時期は中期と推定される。

④第18号住居址 (第22図 )

C地区の北端中央に位置する。北壁の西側は調査区外になり、西半部の壁・床は削平されている。

規模は東辺8.5mで、隅丸方形を呈する大形住居である。覆土は 2層 に分かれるが、黒褐色土の上層

ではピット状の落ち込みが認められた。床面は地山である黄色土の上に黒褐色土で薄 く貼 り床が施

され、堅 くしまっている。また、周溝が巡らされているbなお、床上10～ 14 cmで焼土・炭化材が観

察されている。ピツトは17個が検出され、Pl・ P2・ P5は主柱穴になり、 4本 目の柱穴はP3か区域外

にあると推定される。炉は南側の柱間中央に位置する地床炉である。遺物は床面で滑石製臼玉が見

つかったほか、東側の床面～覆土にかけて多量の土師器 (杯・高杯・壷・甑・甕・小形甕)と 須恵

器 (杯蓋 2点 )、 砥石 2点が出土している。本址の時期は中期と推定される。
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⑤第19号住居址 (第 19図 )

C地区の北東端に位置する。11024住 に切られ、さらに住居の大半が削平されているため、住居

の北東部が確認できただけである。平面形は方形を呈すると推定される。覆土は浅 く、床面は黄色

土で堅くしまらている。ピットは 2個が検出され、P2は位置と深さから柱穴と考えられる。遺物は

壁際から土師器の杯・高杯が出土したほか、覆土から少量の土師器 (壷・甕)が出土している。本

址の時期は中期と推定される。

⑥第20号住居址 (第23図 )

C地区の西端南寄 りに位置する。 8住 より新。調査区外になるため東側の一部が確認できただけ

である。南北4。 lmで、方形を呈すると推定される。床面は礫混じりの柔らかい黄色土である。ピッ

トは 2個が検出されている。遺物は覆土から少量の土師器 (杯・高杯)力 出`土しただけである。本

址の時期は不明である。

⑦第24号住居址 (第23図 )

C地区の北東端に位置する。北側が調査区外になり、西側も削平されているため、住居の南東隅

が僅かに確認できただけである。床面は黄色土で堅 くしまっており、幅が狭い周溝が巡らされてい

る。また、東側の床面の一部で炭化材が認められた。ピットは 1個が検出されているが、覆土に焼

土が認められるので炉の可能性も考えられる。遺物は床面からの出土はなく、浅い覆土から土師器

の破片が少量出土しただけで、図示できるものはなかった。本址の時期は不明である。

③第28号住居址 (第23図 )

A地区の北西に位置する。西半部は42住 によって切られている。規模は南北5.2mで、方形を呈す

る。床面は礫混じりの黄色土である。ピットは 4個が検出され、配置関係からPl・ P2は柱穴の可能

性がある。遺物は覆土から床面にかけて土師器 (高杯・壷)の破片が出土しただけである。なお、

東壁際で小児頭大の礫が覆土中に認められた。本址の時期は中期と推定される。

⑨第29号住居址 (第23図 )

A地区の北西に位置する。西半部の壁・床は削平されている。規模は南北4.Omで、方形を呈する。

覆土は浅 く、床面は黄色土である。ピット・調理施設は認められない。遺物は覆土から床面にかけ

て少量の土師器 (甑ほか)力 出`土しただけである。本址の時期は中期と推定される。

⑩第30号住居址 (第 24・ 25図 )

A地区の中央に位置する。31住 と41住によって住居中央が切られ、西側1/3は削平されている。調

査の当初、本址は31住だけとの切 り合い関係にあると誤認して発掘しており、本址を床面付近まで

掘 り下げた段階で初めて41住 の存在を確認している。規模は南北9.2mを計 り、平面が方形を呈する

大形住居である。床面は黄色土であるが、南東部では厚さ5～ 10 cmの 暗黄褐色土の貼 り床が施され

ている。また、北東部では炭化物が1.1× 0.4mの範囲で広がっていた。周溝は北壁と東壁北半に巡

らされている。ピットは10個が検出され、深さと配置関係からP2° P4・ P7が主柱穴と推定される。
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また、Pl。 も柱穴の可能性がある。遺物は覆土と床面から多量の土師器 (杯・高杯・小型丸底靖・対・

魅・壷・甕・ ミニチュア土器)力 出`土している。しかし、覆土中の遺物は地点測量をして取 り上げ

たもの以外は、前述の調査時の誤認により30041住 の遺物が混在している。床面からは完形に近い

遺物が出土し、確実に本址に伴 う遺物として捉えることができた。土器は南東壁際で完形の小型丸

底増、東辺中央壁際の床上10～ 20 cmで 高杯・小型丸底靖、東南部で完形の砥石、北東部で杯が出土

している。このほかに、東辺南側の壁際から滑石製管玉・臼玉、東壁の周溝内から滑石製模造品(剣

形)力 各` 1点、砥石の破片 2点が出土している。この他に覆土中から土製勾玉が出土している。本

址の時期は中期と推定される。

⑪第32号住居址 (第26図 )

A地区の中央南寄 りに位置する。33住に南側を切られ、西半部は削平されている。しかし、南側

は33住 よりも床面が深かったため、僅かに壁を捉えることができた。覆土は 2層 に分かれ、いずれ

も焼土・炭化物が混入している。床面は黄色土で堅 くしまっており、床～床上 5 cmにかけて多量の

炭化材が認められた。これらの炭化材は大きさと方向から建築材と考えられるので、本址は焼失住

居と推定される。ピットは11個検出されている。配置関係からP6と P10は主柱穴の可能性があるが、

やや浅い。また、P7は底部から完形の小型丸底増が出土しており貯蔵穴と考えられる。遺物は床面

中央ではぼ完形の小型丸底増が直立していた。また、住居の北側と中央東寄 りで完形の砥石が出土

している。覆土からは少量の土師器 (杯・高杯・小型丸底増・増・甕)が出土している。なお、床

面には10 cm～ 人頭大の礫10数個が散乱していた。本址の時期は中期と推定される。

⑫第33号住居址 (第27図 )

A地区の中央南端に位置する。32住 より新。南側約1/3は調査区外になる。また、西半部の壁・床

は削平されている。規模は東西6.4mで、方形または長方形を呈する。覆土は 2層 に分かれ、東壁際

に下層の黒褐色土が半錐状に堆積していることから、住居廃絶から時間を経て埋没したものと考え

られる。床面は黄色土で堅 くしまっており、周溝が巡らされている。また、住居南東部には壇状を

呈する遺構があり、上面には平面が方形 (101× 87 cm)を呈する、深さ5～ 8 cmの皿状のくばみ

が認められた。ピツトは12個検出されて、不整形ではあるが P2・ P3は主柱穴と考えられる。また、

P4は内部から多量の土師器が出土している。炉は西側で 2基が認められた。炉1は西側の主柱穴間に

位置する可能性が高い。炉2は壁や柱穴に近いため、あるいはピットなのかもしれない。また、西壁

中央付近で焼土を伴 うP12が認められた。調査の当初、P12は壁際に位置することからカマドとして

捉えたが、本遺跡の古墳時代住居のカマドがすべて北壁中央に位置することから、最終的にはカマ

ドとせずにピットとして扱った。なお、古墳時代中期は住居内の調理施設が炉からカマドヘ移行す

る時期なので、 1軒の住居に炉とカマドが共存する可能性も考えられ、このビットの性格について

は今後の検討課題としたい。遺物は南東隅の床面直上から土師器の甕 1個体と高杯数個体が集中し

て出土している。また、中央北寄 りで完形の小型丸底増が逆位で、北側では鉄鏃と不明鉄製品・砥
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石 2点が、南側では砥石 1点が出土している。また、覆土中から多量の土師器 (杯・高杯・小型丸

底増・増・壷・甕・小形甕)の ほか、土製丸玉、滑石製模造品 (勾玉・剣)、 滑石製管玉 2点、滑石

製臼玉 2点、ガラス製小玉 2点が出土している。また、床上18～ 30 cmで拳～35 cm大の礫が出土し

ている。本址の時期は中期と推定される。

⑬第34号住居址 (第28図 )

A地区の中央南端に位置する。南側は調査区外になり、西側約1/3は削平されている。規模は不明

であるが、方形を呈すると推定される。覆土は炭化物と焼土が混入し、下層になるほどその量は増

している。床面は礫混じりの黄色土で堅 くしまっている。床面直上には炭化材が認められることか

ら、本址は焼失住居と考えられる。ピットは 5個が検出されている。配置関係からP2・ P5が柱穴と

考えられるが、P5は後述する炉に近すぎる点で疑問もある。炉は中央西寄 りに位置する地床炉で、

底面からは被熱した滑石製模造品 (双孔円盤)力 出`土している。遺物は床面直上で土製勾玉・砥石、

P2か ら砥石が出土している。覆土からは少量の土師器 (杯・高杯・小形甕)が出土している。本址

の時期は中期と推定される。

⑭第35号住居址 (第29図 )

A地区の東端中央に位置する。ロームマウンド2よ り新。東側が区域外になるが、規模は南北7.6

mで、方形を呈する。覆土は 3層 に分かれるが、Ⅲ層が壁際で半錐状に堆積していることから、住

居廃絶から時間を経て埋没したと考えられる。床面は礫混じりの黄色土で、最大85 cmの 大形の地山

礫数個が露出している。ピットは10個が検出されている。配置関係からPl・ P7が主柱穴と考えられ

るが、これらに切られる P2・ P9も 柱穴の可能性がある。調理施設は認められなかった。遺物は南側

の壁際で高杯の杯部が床面から浮いた状態で見つかったほかは、覆土から床面にかけて少量の土師

器 (杯・高杯・甕・小形甕)が出土している。本址の時期は中期と推定される。

⑮第36号住居址 (第29図 )

A地区の北端中央に位置する。北側が調査区外になるため、住居の南端が確認できただけである。

また、住居の大半を37住に大きく切られているが、床面が37住 よりも深いため壁・床は捉えること

ができた。規模は東西6.6mで、方形を呈すると推定される。床面は礫混じりの黄色土である。ピッ

トは 2個が検出され、配置関係から主柱穴と考えられる。遺物は覆土から床面にかけて土師器の破

片が少量出土しただけで、図示できるものはなかった。なお、西壁周辺で10 cm～ 人頭大礫がまと

まって出土している。本址の時期は中期と推定される。

⑩第37号住居址 (第30図 )

A地区の北側に位置する。36住 より新。北側が僅かに調査区外で切られ、西半は削平されている。

また、住居の中央東寄 りは63土 (平安時代の土坑墓)に切られている。主柱穴の位置関係から推定

される規模は 1辺 8m前後で、方形または長方形を呈する。覆土は僅かに焼土を含む暗褐色土であ

る。また、東壁から床面中央にかけては焼土面が認められ、特に北東隅と北側では焼土が 5～ 8 cm
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の厚さで堆積しているのが観察された。このことから本址は焼失住居と推定される。床面は黄色土

と36住の覆土を床とする部分に分かれる。ピットは12個が検出され、Pl～ P4が主柱穴となる。調理

施設は不明である。遺物は住居の北東部で蛇紋岩製勾玉と滑石製管玉の各 1点が共伴して出土して

いる。床面では北寄 りの東壁際でほぼ完形の土師器の甑が倒立していたほか、東壁寄 りで杯・高杯・

ミニチュア土器・砥石 3点 と不明鉄製品が、南側で砥石が出土している。このほかに覆土から土師

器 (杯・高杯・増・無頸壷・壷・甕・小形甕)力 出`土している。本址の時期は中期と推定される。

⑫第38号住居址 (第25図 )

A東地区の南端に位置する。南側が調査区外になり、北側を40住 によって大きく切られている。

さらに西側は重機により削平されてしまったため、住居の東側の一部を確認しただけである。床面

は礫混じりの暗褐色土である。遺物は覆土から多量の縄文土器と少量の土師器が出上しているが、

床面では大形礫 と土師器の高杯が少量出土しただけである。本址の時期は中期と推定される。

⑬第40号住居址 (第31図 )

A東地区の中央に位置する。38住 より新。北西部を重機によって削平されてしまったが、規模は

6.0× 5.8mで、方形を呈する。覆土は 2層 に分かれ、下層では暗褐色土に焼土と炭化物が含まれて

いた。床面は礫混じりの黄色土で、南東部では焼土と炭化物が厚 く堆積していた。このことから本

址は焼失住居と考えられる。また、東壁の南半には周溝が巡らされている。ピットは 7個が検出さ

れ、配置関係からPl～ P3が主柱穴となる。調理施設は不明である。遺物は住居の東辺中央の壁際で

完形の増が出土したほか、高杯・増・砥石が見つかっている。覆土からは多量の土師器 (杯・高杯・

小型丸底増・靖・壼・甕)、 ガラス製小玉 1点が出土している。これらは床上10～ 20 cm前 後に位置

するものが多い。また、住居の北東隅にあたる検出面では完形の大形鉄斧が出土している。本址の

時期は中期と推定される。

⑩第41号住居址 (第32図 )

A地区の中央に位置する。30住 より新。31住に北西部を切られ、北壁西半は削平されている。規

模は7.0× 6.5mで、方形を呈する。なお、本址は30住の住居内に納まるよう主軸方向を約45°振って

建てられている。土器からは住居の時期に大きな時間差は認められないので、30住を意識して同じ

場所に建てられた可能性が考えられる。覆土は 2層 に分かれ、黒褐色土の上層は斜面の傾斜に沿っ

た不整な堆積状況を呈することから、本址は自然埋没した可能性が考えられる。床面は黄色土で、

東壁南側の一部に周溝が巡らされている。ピットは16個が検出され、配置関係からPl～ P4が主柱穴

と推定される。このうち P2・ P4では土層断面で柱痕が認められた。また、P14は平面が方形を呈する

2段底の特殊なピットで、位置と規模から貯蔵穴の可能性が考えられる。地床炉は Plの 南側30 cm

に位置するが、柱穴に近接しすぎており30住の炉の残骸の可能性も考えられる。遺物は覆土から多

量の土師器 (杯・高杯・壺・甕・小形甕・ ミニチュア土器)が出土しているが、30住の遺物が若干

混在している。床面からは南側の壁際で砥石・高杯、北側の壁際で 2個の大礫に接して杯・高杯・
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甕がいずれも逆位で出土している。このほかに、南～東壁周辺で、碧玉製管玉・緑色凝灰岩製臼玉・

ガラス製小玉が出土しているざまた、31住の西側で滑石製管玉が出土しているが、本址に伴 う可能

性が高い。本址の時期は中期と推定される。

⑩第42号住居址 (第33図 )

A地区の北西に位置する。28住 より新。住居の中央を43住 によって切られ、西側は削平されてい

る。規模は南北7.8mで、方形を呈する。床面は黒褐色土で堅 くしまっている。また、床面には東西

方向に伸びる性格不明の溝が 2本認められる。ピットは12個が検出され、配置関係からPl～ P4が主

柱穴と推定される。調理施設は確認することができなかった。遺物は東側に集中している。床面か

らは東壁に沿って高杯が数個体まとまって出土し、さらに南東隅で小型丸底増が出土している。こ

のほかに床面から覆土にかけて多量の土師器 (杯・高杯・小型丸底増・増・甕)、 石製紡錘車、滑石

製模造品 (剣形)力 出`土している。また、東壁際の覆土中には中・大形礫が認められた。本址の時

期は中期と推定される。

④第44号住居址 (第34図 )

A地区の南西に位置する。96土 より新。住居内の北側が93土 (平安時代の土坑墓)によって切ら

れ、西半は削平されている。規模は南北6。 2mで、隅丸方形を呈する。床面は細礫混じりの黄色土で、

中央は堅 くしまっている。ピットは11個が検出され、配置関係からP5・ P8・ P9・ Pllが主柱穴と推定

される。炉は南側の柱間中央に位置する地床炉である。遺物は東壁際の床面から土師器が集中して

出土している。特に、東南隅では甕 (土師器)の破片の上に完形の小型丸底増が、南半の壁際では

杯・高杯が 4個体まとまって出土している。また、床面から僅かに浮いて大形砥石が認められた。

このほかに覆土から多量の土師器 (杯・高杯・小型丸底増・増・甕)力 出`土している。本址の時期

は中期と推定される。

(2)屋外炉 (第41図 )

住居址に伴わない炉址と考えられる遺構がA地区から2基見つかっている。いずれも遺物の出土

がなく時期の特定はできなかったが、古墳時代中期の住居址に近接していることから、該期の屋外

炉として扱った。なお、本遺跡は傾斜地に立地する集落遺跡のため、住居址は西半部が削平されて

いるものが多い。この点で、これらの炉址は既に削平された住居の炉の残骸の可能性も考えられる

ことを付記しておく。

第 1号屋外炉 A地区の中央東寄 り、34住の北西に位置する。規模は (長径)44× (短径)38× (深

さ)6 cmを計 り、平面は楕円形を呈する。覆土は焼土を多量に含む灰色土で、底部は被熱して赤色

化している。

第 2号屋外炉 A東地区の東端に位置する。規模は49× 44× 1l cmを計 り、平面は円形を呈する。覆

土は 2層 に分かれるが、いずれも焼土を多量に含んでいる。底部から壁にかけては被熱による赤色
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化が認められる。

(3)土坑・ ピット (第38～ 42図 )

本遺跡からは多数の土坑、ピットが検出されている。しかし、縄文時代の項で述べたように、出

土遺物から土坑 0ピ ットの時期を特定することは困難である。本項では古墳時代に属する可能性が

高いものについてだけ述べることにする。

第25号土坑 (第 38図) C地 区の中央、 6住の南西部に接している。規模は (長径)92× (短径)

88× (深 さ)27 cmを計 り、平面は不整円形を呈する。覆土中には20 cm前後の礫が 3個 とミニチュ

ア土器が出土している。

第85号土坑 (第41図) A地 区の中央南西寄 りに位置し、32住の北東隅を切る。規模は144× 101×

35 cmを 計 り、平面は楕円形を呈する。覆土内からは土師器の高杯・小型丸底増が出土している。

ピット66(第 42図) C地 区の東側、 1建 014住・23住の中間に位置する。規模は122× 108× 38 cm、

平面は不整楕円形を呈する。覆土は 2層 に分かれ、上層は黒褐色土、下層は暗褐色土である。この

うち上層からほぼ完形の高杯が横倒しの状態で出土している。出土状況と土層観察の所見から、こ

の高杯は下層の暗褐色土が堆積した後に、人為的に置かれたか、上方から転がり落ちたものと推定

される。なお、本址は古墳時代の住居址からは比較的離れた場所に位置しており特異である。

このほかにも古墳時代の土師器が出土した土坑・ ピットは多数確認されている。しかし、平安時

代の土坑墓や中世以降の墓址と推定される土坑などからも該期の土器片が出土していることから、

上記以外の土坑・ピットについては所属時期を特定することはできず、これ以上の言及は留めたい。

3。 平安時代の遺構

(1)住居址

平安時代の住居址は 5軒、掘立柱建物址は 1棟検出された。以下各遺構について記述する。

①第12号住居址 (第35図 )

C地区北東隅に位置し、11住を切る。11住の方は西側1/3が削平を受け、壁・床面とも確認できて

いないが、本址は地山をかなり掘 り込んでいたため、全体を捉えることができた。カマドは東壁や

や北寄 りにあり、石組カマドである。両側の袖石が残存し、中央の焼土上面に天丼石と考えられる

礫がある。カマド南脇に径44 cm、 深さ16 cmの 円形ピットが検出された。

本祉の覆土は褐色砂質土 (I層 )、 径10～ 20 cmの礫が混入する黒褐色土 (Ⅱ層)である。自然埋

没と考える。床面近くに北東から南東にかけて礫が集中しているが、人為的な投入が考えられる。

遺物はなく遺構の時期は不明であるが、石組カマドをもつ点と、床面には柱穴が認められない点で

平安時代の住居址と推定した。
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②第15号住居址 (第35図 )

C地区西端に位置し、16住を切る。西壁と南壁の一部が削平されているが、プランは方形を呈す

ると推定される。東壁・北壁の検出段階で西側に50 cm四 方の不整円形を呈する焼土を確認した。こ

れをカマドの一部と判断し、西壁のラインを想定した。カマドの形態は不明である。床面は礫混じ

りの黄色土で軟らかい。ピットは 2個検出できた。Plは径24 cmの 円形で、深さ38 cmを 測る。柱穴

の可能性がある。

覆土は 5～ 10 cm大 の礫を含む暗褐色土の単層である。自然埋没と考えられる。遺物は黒色土器椀

Aが正位で、土師器小形甕Dと ともに床面から少し浮いて出土している。本址の時期は遺物から平

安時代 9世紀後半から10世紀前半を想定できる。

③第25号住居址 (第36図 )

C地区の中央に位置する。北西から南西部は削平され、検出できなかった。東・南壁のプランを

確定し、床面まで掘 り下げたところ、本址中央部を北東から南西へ横切る溝が確認された。北東隅

に20 cm～人頭大の礫が集中しており、その下部から焼土の両側を囲むような礫の配置が見られた。

この礫は床面よりやや浮いている為疑間が残るが、石組カマドとして捉えた。床面は黄色土で、ほ

ぼ平らで堅 くしまっている。南東隅には炭化物が80 cm× 50 cmの範囲に広がっている。また中央部

では溝に半分切られた焼土面が観察された。ピットは検出されていない。本址の覆土は黒褐色土の

単層で、自然埋没と考える。遺物は灰釉陶器の短頸壷破片が出土している。遺構の時期は不明であ

る。

④第31号住居址 (第36図 )

A地区西に位置する。30・ 41住を切 り、82土 に切られる。西側1/3は削平されており、壁を捉える

ことができない6北壁やや東寄 りに直径約30 cmの範囲で焼土が認められた。その外狽1に は2か所、

袖石の抜き取 り痕と思われる小ピットが検出されたので、石組カマドの残骸として捉えた。ピット

は 8個 ある。深さはいずれも15 cm前後と浅 く、柱穴は明確でない。床面は地山を掘 り込み、堅 くし

まっている。本址の覆土は30住 041住 よりやや灰色味を帯びた暗褐色土で、単層である。自然埋没

と考えられる。

遺物は東壁寄 り、床面からの出土が多い。時期に幅があるが、層位的に区分できない。本址の時

期は平安時代10世紀前半と考えたい。

⑤第43号住居址 (第37図 )

A地区北西隅に位置し、42住・99土を切る。西側は削平を受けているため、壁の立ち上がりを確

認できない。床面が捉えられた部分でプランを確定した。カマドは北壁やや東寄 りにある。遺存状

態は良くないが、焼土および周辺の壁が被熱していることからカマドとした。形態は不明である。

ピットは 4個検出した。Plは深さ26 cmを測る。P2・ P3・ P4はいずれも深さ10 cm前後と浅い。柱

穴は認められない。床は黄色土で、堅 くしまってはいない。覆土は黒褐色土の単層で、自然埋没と
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考える。

遺物は北壁カマド周辺の床面よりやや上面で大半が出土している。本址の時期は 9世紀後半と想

定される。

υ)建物址

第 1号建物址 (第37図 )

C地区中央東寄 りに位置する。本址 P3が P31を切る。2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址である。

柱間寸法は、桁行で1.60～ 1.46m、 梁行で1.32～ 1。 18mを測る。棟方向はN-20°一Eを指向する。

遺物の出土はなく、本址の帰属時期は不明である。

(3)土坑・ ピット (第38～ 42図 )

今回の調査で検出された土坑の中で、平安時代の土坑と考えられるものについて個々に記述する。

第63号土坑 (第42図 )

A地区北に位置し、37住 を切る。規模は長辺249 cm× 短辺100 cm、 深さ36 cmを 測る。37住を床

面まで掘 り下げたところ、中央やや東寄 りに長方形の土坑を検出した。37住 とは別の遺構と判断し、

プラン確定後、掘 り下げを行った。覆土は暗褐色 (I層 )～黒褐色 (H層 )を呈し、粒子はやや粗

い。 I層下部から床面上に人頭大の礫が多量に出土した。図化・測量後、礫を取 り除 くと、本址北

東隅に、床面からやや浮いた状態で灰釉陶器小瓶、須恵器長頸壷が正位で出土した。覆土中および

床面上から骨片、炭化物は検出されなかったが、土坑の規模、遺物の出土状況から墓坑と考えたい。

なお土坑内に多量に入 り込んでいた礫は人為的な投入ではなく、土坑墓の上面を覆っていた礫がそ

の後、内部に崩落したものと考える。本址の時期は遺物から、 9世紀中頃から9世紀後半と考えら

れる。

第93号土坑 (第42図)     .

A地区西端に位置し、44住を切る。規模は長辺230 cm× 短辺138 cm、 深さ30 cmを 測る。63土 と

同様、44住の床面で検出した。覆土は小礫を多量に含む暗褐色土で、粒子は粗い6人為的に一時に

埋め戻されたと考える。遺物は本址内北壁付近の床面に正位で黒色土器杯A、 軟質須恵器杯、灰釉

陶器長頸壷、須恵器長頸壺が出土している。骨片、炭化物は観察されないが、土坑の規模、遺物の

出土状況、埋没過程などから墓坑と考えたい。本址の時期は9世紀後半と考えられる。

4.中世以降の遺構 (第38～ 42図 )

中世以降の住居址は検出されなかったが、A・ C地区各々 1基墓址と考えられる遺構が検出され

た。またB地区では方形の土坑が15基検出されている。これらの中で、遺物の出土を伴 うものにつ

いて各々述べると共に、B地区の土坑群について概観してみたい。
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第97号土坑 (第 41図 )

A東地区の東寄 りに位置する。規模は長径92 cm× 短径64 cmの楕円形で、深さ20 cmを 測る。検

出作業の際に骨片を伴 う土坑を確認した。覆土は暗褐色上の単層である。遺物は貨幣が 3点 (皇宋

通宝、開元通宝、元豊通宝)出土している。骨片、遺物から中世の墓址と考えられる。

第 1号火葬墓

C地区南東に位置する。規模は長径142 cm× 短径100 cmの長楕円形で、北東部分に突出部をも

つ。深さは中央の一番深いところでも15 cmと浅い。重機による耕作土除去の段階で、骨片、炭化物

片が確認され、プラン検出後に掘 り下げを行った。炭化した木質部、骨片の混ざる黒色土を取 り除

くと、本址の中央部がややくばみ、その周辺が被熱して赤橙色に変化している様子が観察できた。

銭等の出土はなかったが、土坑の形状や骨片、炭化物の遺存状態から火葬墓と考える。

第33号土坑 (第 38図 )

B地区東に位置する。切 り合いはない。規模は長辺192 cm× 短辺156 cmの方形で、深さ23 cmを

測る。暗褐色を呈す覆土の粒子は粗 く、炭化物、ロームブロックが混入する。人為的埋没と考える。

床面は平らである。遺物は床面近 くから角釘 1点が出土している。

第34号土坑 (第 38図 )

B地区東に位置する。切 り合いはない。規模は長辺202 cm× 短辺172 cmの方形で、深さ26 cmを

測る。覆土は I層・ H層 とも暗褐色を呈し、Ⅱ層中にはロームブロックを多 く含む。人為的埋没と

考えたい。遺物はH層の下方および床面直上から内耳鍋 1、 雁股鏃 1、 刀子 1、 銭 (祥符通宝)1

が出土した。

第52号土坑 (第 40図 )

B地区中央に位置する。53土・55土を切 り、51土 に切られる。規模は長辺192 cm× 短辺162 cmの

方形で、深さ22 cmを測る。覆土はロームブロックが少量混入する暗褐色土である。埋没過程は不明

である。遺物は覆土下方から石臼片 1、 砥石 1が出土している。

上記の土坑中、34土 は遺物から中世後半の時期が想定される。またその性格は規模、覆土の観察

から土坑墓と推定される。B地区で検出された15基の上坑は類似点が多く、34土 と同じ中世後半の

土坑墓群 と考えることができよう。

今回の調査地を含む周辺では、中世の住居に関連する遺構は確認されていないが、B地区の土坑

群の在 り方は墓域と考えることができよう。今後の解明に期待したい。

5。 時期不明の遺構

形態や出土遺物などから時期の特定ができなかった遺構がある。内訳はロームマウンド3基、溝

址 1本、土坑・ ピットの大半である。このうち、前 2者は、人工的な遺構ではなく、自然遺構の可

能性が高い。これらの土層図・平面図の作成を実施しているが、本書では頁数の関係で掲載を割愛
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している。

ロームマウンドはA地区の東側で 3基検出されている。いずれも平面形は不整な楕円形を呈する

が、底面は凹凸が激しく人為的な遺構ではないと推定される。遺物の出土がないため、本址の時期

は不明である。

溝址はC北地区のほぼ中央に位置し、平安時代に属する25住を切っている。溝址は北東(高)一南

西 (低)に伸びていて、長さ4.4m、 幅29～ 46 cm、 深さ10 cm前後が認められた。しかし、C北地

区は十分な面的調査ができなかったので、本社はさらに両側に伸びていた可能性も考えられる。遺

物の出土がないため、本址の時期は不明である。

土坑・ ピットについては、その大半は個別に遺構の時期を特定することができなかったので、時

期不明の遺構として扱っている。これらは住居址や土坑墓との位置関係からすれば、縄文・古墳・

平安時代・ 中世に属する可能性が高いと考えられる。特に、B地区については縄文・ 古墳時代の遺

構が希薄であるので、前述の中世の土坑墓群との位置関係から該期に属する遺構が多いと考えられ

る。A・ B地区については縄文・古墳・平安時代の住居が混在しており、分布からの時期の推定は

不可能である。

第 1表 住居址一覧表 )は推定,単位 :cm,

遺

構

Ｎｏ

地

区 平 面 形
規   模

主軸方向
炉  形  態

時期

重複関係
備  考

尋径(辺 )X短径(辺 )X深 さ床面積 種  別 位  置 備  考 新

C 楕 円 形 608× 560× 52 22.50

(27.15

不   明 縄文

中期

7土 8土 焼失住居

埋甕

楕 円 形 616× 572× 53 不   明 土器埋設炉

石 囲 炉

中央 北 寄 縄文

中期

13住

円   形 一×一×40

(548)(532)

17.11

(24.20)

不   明 石 囲 炉 中   央 縄文

中期

14住 周溝

円   形 532× 一×73 不    明 地床炉 ? 中   央 縄文

中期

P26

楕 円 形 528× 508× 45 16.13

(19。 23

不   明 縄文

中期

21住

楕 円 形 ―×402× 17

(488)

14.77 不   明 石 囲炉 ? 中央 北 寄 炉内礫多量 縄文

中期

24025土 26土 一部周溝

方   形 508× 一×55 N-15°―E 粘土 カマ ド 北 壁 東 寄 古墳

中期

2～ 4土

P102

C 楕 円 形 520× 460× 47 18.25

(18。 75

不   明 石 囲 炉 中央 南 寄 縄文

中期

20住

C 円 形 ? ―×一×38 N-80°―W 石 囲 炉 中   央 縄文

中期

26住 埋甕
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遺

構

Ｌ

地

区 平 面 形
規 模

主軸方向
炉  形  態

時 期

重複関係
備  考

昆径(辺 )X短径(辺)X深 床面積 種  別 位  置 備  考 新

C 不 明 436× 一×20 15。 79 不 明 縄文

後期

敷石住居

C 方 形 664× 600× 35 29。 33

(41.17

N-10° ―E 粘土 カマ ド 北 壁 中 央 古墳

中期

12住 19住

P98

焼失住居

一部周溝

方 形 320× 300× 37 8.09 N-110° 一E 石組 カマ ド 東 壁 北 寄 平安

?

11住

円 形 ―×一×22 2.34 不 明 縄文

中期

2住

楕 円 形 336× 324× 11 7.35

(9.75)

不 明 石 囲 炉 中 央 東 寄 縄文

中期

3住

C 方 形 356× 300× 32 7.83

(10.03

N-70°―W カ マ ド 西 壁 中 央 平安

前期

16住

隅丸長方形 632× 560× 53 33.49 N-25°―E 粘土 カマ ド 北 壁 中 央 支 柱 石 古墳

中期

15住

1土

17住

17土

C 楕 円 形 612× 548× 20 19。 62

(29.21

不 明 石 囲 炉 中 央 縄文

後期

16住

17土

敷石住居

隅 丸 方 形 848× 764× 33 36.38

(60.84〕

S-15°一W 地 床 炉 南側柱穴間 古墳

中期

21住

P14

周溝

方 形 ―×一×19 11.96 不 明 古墳

中期

11024住 一部周溝

方 形 412× 一×13 3.21 不 明 古墳

申期?

8住

楕  円 形 ―×一×28 7.33 不 明 石 囲 炉 中 央 ? 縄文

後期

18住 5住

円 形 ? 6.95 不 明 賊
？

9026住

不 明 ― ×一 ×25 10.55 不 明 石 囲炉 ? 中央東寄? 縄文

中期

13014土

P93

15土 周溝

24 C 方 形 一 ×― ×11 4.24 不 明 古墳

中期?

19住 焼失住居?

周溝

方 形 400× 一×25 11.29 N-15°一W 石組 カマ ド 北 東 隅 平安

?

溝

26 C 円 形 一×一×40 S -5° 一 E 石 囲 炉 中 央 縄文

中期

22住 9住 埋甕

27 B 円 形 480× 460× 17 17.71

(19.88)

N-118° ―E 地 床 炉 ?

石 囲 炉

中央 東 寄

中 央 南 寄

炉

炉

(1日 )

(新)

縄文

中期

52053055土

P28029

埋甕
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遺

構

隔

地

区 平 面 形
規 模

主軸方向
炉  形  態

時 期

重複関係
備  考

1径 (辺 )X短径(辺 )X深 さ床面積 種  別 位  置 備  考 新

A 方 形 524× ― ×20 不 明 古墳

中期

42住 95三L

A 方 形 400× ―×12 不 明 古墳

申期?

;6072088土

P146

A 方 形 924× 856× 61 65。 41

(76.45

不 明 古墳

中期

31041住 一部周溝

A 方 形 488× ―×12 16.67 N-20° ―E 石組 カマ ド 北 壁 東 寄 袖石抜取痕 平安

中期

82083土 30041住

A 方 形 584× 一 ×22 22.73 不 明 古墳

中期

30033住

4085091土

焼失住居

A 方 形 ? 640× 一×50 28.44 不 明 炉

炉

床

床

地

地

中央 西 寄

北 西 部

炉 1

炉 2

古墳

中期

32住 周溝

A 方 形 ―×一×33 22.50 N-90°―W 地 床 炉 中央 西 寄 滑石製模造 古墳

中期

焼失住居

A 方 形 760× 一×40 38.80 不 明 古墳

中期

ロームマウ

ンド2

A 方 形 656× ―×13 10.38 不 明 古墳

中期

37住

A 長方形 ? 一×一×37

(780)

37.70

(58。 42

不 明 古墳

中期

62。 ・63三L 36住

64土

焼失住居

A 不 明 ― ×一 ×15 9。 37 不 明 古墳

中期

40住

A 円 形 472× 440× 39 16.16 不 明 石 囲 炉 中 央 炉 内に土器

埋設

縄文

中期

37住

54土,P15(

A 方 形 604× 576× 70 26.54

(32.24

不 明 古墳

中期

38住 焼失住居

一部周溝

A 方 形 700× 652× 21 41.25

(44.60

不 明 古墳

中期

31住 30住 一部周溝

A 方 形 784× 一×29

(732)

50.65

(58.27〕

不 明 古墳

中期

43住 28住

99土

A 方 形 324× 320× 25 9.63 N-10°一E カ マ ド 北 壁 東 寄 平安

前期

42住

99土

A 隅 丸 方 形 616× 一×35 20.70 N-160° 一W 地 床 炉 南側柱穴間 古墳

中期

93土 96土
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第 3節 遺 物

1。 縄文時代の遺物

(1)土器 (第43～ 85図 )

今回の調査では、B・ C地区を中心に、縄文時代中期中葉～末葉、後期前半を中心とした土器群

が出土している。遺跡の立地条件が傾斜地という状況の中にあって、遺構 (住居址中心)内から出

土した土器には混入と考えられるものも多く見られるものの、ある程度の一括性をもつ土器もある

ものと見受けられる。

本文については、遺構内から出土している土器で、一括性があると見受けられる土器を一型式と

考える八ケ岳西南麓の井戸尻編年にもとづき、遺構内で一括できる土器群を中心として記述する。

また、遺構内出土の一括土器群とは区別でき、あきらかに型式幅の認められる土器については、遺

構覆土に混入したものと見て一括遺物とは切 り離して考えた。型式名については、様々にあるので

次のように記述する。中期中葉の時期については、井戸尻編年の新道式、藤内 I・ II式、井戸尻 I・

Ⅲ式を、中期後葉～末葉(末葉の一部は後期初頭の初めの部分と重複する部分もあると考えられる)

については、長野県の中・南信地区に分布する唐草文土器編年 I～Ⅳ段階を、後期前半については

関東地方の編年、称名寺式・堀之内式 (両者とも IないしH式 と分けられているが、ここでは資料

が少ないのであえて細分しなかった)を使用した。唐草文土器編年については、唐草文土器 I段階

(井戸尻Ⅲ式末～曽利 I式期、加曽利EI式～H式前半期)、 Ⅱ段階(曽利H式期、加曽利EH式期)、

Ⅲ段階 (曽利Ⅲ式～Ⅳ式前半期、加曽利EⅢ式期)、 Ⅳ段階 (曽 利Ⅳ式後半～V式期および後期初頭

型式期、加曽利EⅢ式後半～Ⅳ式期および称名寺式初期)と 考え区分し、一部は古と新に分けた。

以下、時期ごと、遺構ごとに概観していく。

1)縄文時代中期初頭

80土 より1片のみであるが、半載竹管での平行集合沈線を施文した土器が出土した (380)。

2)縄文時代中期前葉 〈新道式〉

2住覆土より、三角押文・隆帯等で施文されたもの 1片が出土した (188)。

3)縄文時代中期中葉 1く藤内 正式〉

39住、 2住に混入したと考えられる覆土中の上器がある (2住に混入したと考えられる土器につ

いては、13住が 2住 と重複し、13住は 2住に掘 り込まれており、この時期の土器が 2住の13住側に

多く分布することから、13住には出土土器は見られなかったが、この時期と考えたい)(39住 131・

132、 2住 35・ 177・ 1790185～ 190)。 2住の190は浅鉢、186は有孔鍔付土器、他は深鉢である。179

は平出 3類 Aの土器である。35の 深鉢はモチーフ的に前段階期の新道式に近 く、この中でも比較的

古いものと考えられる。
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4)縄文時代中期中葉 2〈井戸尻 正式〉

2住・ 4住・ 5住・ C地区調査区外東土器集中である程度まとまって出土している。 2住・ 4住・

C地区調査区外東の土器には本期の前段階の藤内H式土器が約1/4ほ ど見られるが、主体をなすもの

は井戸尻 I式で、出土状態もこれらが混在するという状況であり、恐らくは一括できるものと判断

されるので井戸尻 I式ひとつの時期とした。5住は、この土器群の1中 でも比較的新しいものである。

器種としては深鉢が主体で、浅鉢(2住 25・ 33、 4住207、 5住 83、 C地区調査区外東357)、 鉢(2

住47、 4住 62)、 有孔鍔付土器 (2住 50)、 釣手土器 (2住22)等がある。この中で、鉢とした土器

(キ ャリパー形の蒸器とされる土器の胴上半を取 り除いた形の土器。文様も前者の深鉢と同様な櫛

形文が付 くものが多い)カミ他の遺跡と比較して多いのが注目される。

深鉢は、筒形・ 口縁部に向かって開くもの・ キャリパー形の器形で蒸器とされる土器が比較的多

く見られることも井戸尻 I式 とした所以であり、この土器については、くびれが見られず口縁部に

向かって開く器形にこの土器の文様と同様な櫛形文が胴部に付 くものと通常キャリパー形の器形で

蒸器とされる2種類の器形が見られ、前者が多いのはこの地方の特徴ともいえる。深鉢の口縁部は、

4単位の波状または把手の付 くものが多い。

実測図で 2住 18・ 22・ 26・ 33036・ 40・ 43・ 46・ 48、 4住 64・ 68は藤内H式の土器で、他は井戸

尻 正式の土器である。 5住の土器、 2住 47、 4住 60、 C地区調査区外東134・ 141等 はこの中でも比

較的新しい土器と考えられる。C地区調査区外東の147の 土器は地文が縄文で、粘土紐で渦巻等のモ

チーフを描いた文様の土器で東北地方の大木 8a式の土器である。この土器の胎土は当地方のもの

に近似し、大木式の土器を模した土器と考えられ、大木 8a式が井戸尻 I式の新しい時期頃に併行

していることを暗示させるものである。 4住 59・ 61・ 76・ 79は焼町式系統の土器で、 4住に多く見

られるということは、本遺跡の集落内における住居ごとの土器系統を見る上で貴重なものと考えら

れる。 5住 82、 C地区調査区外145は、伊那・飯田地方のタイプのキャリパー形の蒸器とされる土器

である。C地区調査区外東360ヤ瑚台土からみて、東海地方のものに近似しており、東海地方のキャリ

パー形の蒸器とされる土器の口縁部と考えられる。

このように本遺跡におけるこの土器群は、他地域の土器もかなり移入されており、器種にも多種

多様なものが見られる。また、井戸尻 I式を考える上で、他遺跡の同期の一括遺物でも同様なこと

がいえると思 うが、藤内Ⅱ式が少なからず共伴するという現状であり、井戸尻 I式において特徴的

なのは、櫛形文が胴部に付くキャリパー形の蒸器とされる土器で、それと藤内H式の一部が共伴し

て、この時期をなしているものと考えられる。しかし、斜面に立地するという集落の現状でありど

こまで遺物が流入しているかははっきりとしないため、すべてが共伴するといいきれないのも本遺

跡での現状である。しかし、波状口縁で、口縁部に向かって開く器形で、胴部に櫛形文の付 く土器

がかなり多いのは、本地方における井戸尻 正式期の特徴ともいえよう。
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5)縄文時代中期中葉 3〈井戸尻Ⅲ式期〉

1住 03住・ 6住出土の土器がこれにあたる。ただし、住居址の炉の形態から見ると長方形的に

なるようで、井戸尻Ⅲ式でも新しい部分にあたると考えられる。また、唐草文土器 I段階 (所謂梨

久保B式)は、中期中葉 (井戸尻Ⅲ式・勝坂Ш式)の影響を残した土器群といわれていること、一

緒に出土した土器の中に唐草文 I段階の土器が見られること等から唐草文 I段階の古い部分にあた

る可能性も隠しきれないが、一応井戸尻Ⅲ式期の土器が多 く見られることから、井戸尻Ⅲ式期の新

しい段階としておく。

器種としては、深鉢が主体で、浅鉢 (1住 10・ 1670168、 3住57)、 有孔鍔付土器 (1住 166)、 台

付深鉢 (1住 13・ 14)等がある。深鉢の種類は前段階とほぼ同じである。

実測図で 1住 608は、井戸尻 正式の影響を強く残した土器、 1住 9014・ 15・ 17、 6住86・ 89

は、どちらかといえば唐草文土器 I段階に近い土器である (1住埋甕とした17の 土器は、唐草文土

器 I段階の土器と思われ、後に住居址内に掘 り込まれた土坑か何かの土器とも考えられる)。 他は標

準的な丼戸尻Ⅲ式期の土器である。深鉢で蒸器の影響を強く残すと思われる土器の口縁部はやや膨

らみを残す直線的に開くものとなり、胴部もさほどにくびれないもので、井戸尻 I式期の本地域に

特徴的な蒸器形の深鉢が影響しているものと考えられる。浅鉢も口縁直下でくの字状にくびれ、外

に出てまたくびれる逆 Z状になるものと普通の浅鉢の 2種類が見られる。C地区調査区外東土器集

中区の356は、胎土からみて、東海地方のものと考えられる土器である。

6)縄文時代中期後葉 1く唐草文土器 I段階期〉

40土、 P73と 遺構的には少ないが、前段階とした住居址の覆土中に少なからず本期の土器が見ら

れた。40土の深鉢は本期でも古い段階のものと考えられ、井戸尻Ⅲ式期の様相を強く残している土

器である。 P73の 158は標準的な本期の土器であるが、157は 口縁部の櫂曲文様が沈線化しており、

本期においては粘土紐只占付のものが一般的であることから比較的新しい段階のものと考えられる。

7)縄文時代中期後葉 2く唐草文土器H段階期〉

全体として新しい様相のものが出土している。14住・23住・屋外埋甕 2が この時期の遺構で、こ

の他に 2住・ 6住の覆土内及び上部に混入したものが多く見られた (2住 23・ 53・ 54・ 560191～ 193、

6住90091・ 218～ 220)。

器種としては深鉢のみで、キャリパー形口縁の深鉢、直線的に開く口縁の深鉢、樽形の深鉢等が

ある。細沈線または綾杉沈線を地文とするものが主体となっている。14住 103、 2住54は縄文を地文

とする加曽利 E系統の土器である。14住105の 樽形の土器は本土器群の中でも最も新しい様相を呈

する土器である。本土器群は地文が綾杉沈線で隆帯で懸垂する腕骨文が施される。口縁部が無文で、

胴部が膨らむ器形が目立つ。

8)縄文時代中期後葉 3〈唐草文土器Ⅲ段階期〉

遺構はないが、 6住212・ 216・ 217等 に代表される樽形の土器片があるのみで、量的には少ない。
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9)縄文時代中期後葉 4〈唐草文土器Ⅳ段階期〉

古い様相のものと新しい様相のものに分けられるものと考えられる。また、資料的には多いとは

いえないので、はっきりとしないが、25土から出上の155に代表されるようなl_9形の土器は、唐草文

土器H段階の末から登場する器形であるが、地文に綾杉沈線文が施されるものが主体となっており、

Ⅳ段階になると綾杉沈線文は弛れたような感じになり、隆帯の懸垂文や区画文・渦巻文は同一化し

た文様となる。称名寺式期の住居である21住の炉内からはこの最終期と思われる土器 (21住 113)が

出土しており、この種の土器だけは後期初頭まで残るものであろう。また、この時期になると加曽

利 E系の土器が多出するようになる。

古い様相の土器を出土している遺構としては、 9住・ 27住・ 25土・屋外埋甕 1があり、新しい様

相の土器を出土している遺構としては8住 026住・ 24土がある。

古い様相のものは加曽利EⅢ式の新段階～Ⅳ式の古い段階の土器を共伴する (9住 94～ 960239・

243・ 246・ 2470251・ 254・ 257、 土坑25の 153等 )。 新しい様相のものは加曽利EⅣ式を共伴する (8

住230・ 233、 26住 118～ 122・ 124・ 126～ 128・ 347～ 350・ 352～ 354等。ただし26住 は 9住 と重複して

おり、26住が新しいと考えられることから土器の中に 9住のものが混じっている可能性が強い)。

器種としては、深鉢が主体で、両耳壷形深鉢、壷形深鉢、釣手付深鉢が見られ、深鉢もキャリパー

形、日縁部に向かって開く円筒形、樽形のものも見られる。また26住の123は異質な土器で口縁部文

様帯をもち、日縁は直立し、沈線を主体に施文した土器である。この種の土器は東海地方の後期初

頭にこれに近似する土器が見られることから東海地方に初源が求められるものと考えられる。この

時期にこの地方で特徴的なのは、最初にも書いたが弛れた綾杉沈線文を地文とした土器で、26住 125

等は加曽利E式系の土器の器形で地文はこれが施されたりしている。樽形の土器は口縁部に無文帯

をもってその下に沈線が隆帯の懸垂文とつながる文様が施されその下に横に連なる曲玉状の凹線・

沈線が施され、その下側に地文の弛れた綾杉沈線文が施されるといった土器が主流で、この横に連

なる曲玉状の凹線・沈線と弛れた綾杉沈線文はこの時期の指標である。また、釣手付深鉢はこの時

期と次の段階の称名寺式期頃に多出する特殊な器形で、 8住 433～ 436、 9住 430、 26住 429・ 432等 は

この時期のものであろう (一部は次の時期のものが混入している可能性も強い)。 9住 423は炉内か

ら出土した ミニチュア土器である。このほかに住居址覆土等に混在したもの、検出面からのものと

して、 4住80081・ C地区調査区外東149、 遺構検出面159・ 164・ 165等があり、拓影図としてまと

めたものの中にも多く見られる。

以上のように本期の土器は、遺構は少ないものの、量的には多く、この地方の唐草文土器の最終

段階を見るためには良好な資料といえるが、斜面という立地条件の中で混在していることは惜しま

れる資料である。しかし、ある程度は本期の内容を知 り得る資料で、加曽利 E・ 唐草文土器・曽利式

土器の関係をつかまえることができるものと考える。今後、本遺跡の本期の資料については検討を

加えたいと考える。
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10)縄文時代後期初頭 く称名寺式期〉

本遺跡からのこの時期の土器量は多いとはいえないが、唐草文土器Ⅳ段階の文中にも記述したが、

唐草文土器の樽形の深鉢が21住の炉内より出土しており、前時代よりある程度継続して本期につな

がっているようである。

遺構としては10住、21住があり、破片なので土坑に確実に共伴していたかははっきりとしないが

出土した土坑として、60土 (364)、 32土 (367)、 97土 (383)力 あ`り、このほかに 8住 (233・ 2340

2360237)、 検出面・遺構外 (38703940418～ 422)等 が見られる (425～ 436の釣手付深鉢の把手の

中にも本期に属するものもあると思われる)。

器種としては、深鉢・鉢・注目付浅鉢 (111)・ 釣手付深鉢・蓋 (424)力 あ`る。

10住 (99は混入品で中期後半Ⅳ段階。262・ 265・ 267も 混入品で堀之内式期である)の 101は典型

的な本期の深鉢で、Jの字状の文様が施される。100は 円筒状の深鉢で口縁部に一本の横沈線が施さ

れ、胴部に縦に櫛歯状工具で条線が引かれている。269・ 270は唐草文土器の最終段階の土器である

が、破片であるので確実性はないが本期に伴 うものであろう。21住 (114～ 116・ 330・ 331・ 333は混

入品で中期後半Ⅳ段階。117・ 336～ 339も 混入品で堀之内式期)の 113は 口縁部に一本の横沈線が施

され、胴部には縦位に縄文が施される。111は注目付浅鉢で口縁部はくの字状に内側に屈曲し、胴部

には櫛歯状工具を用いて、横に連続するX状の条線で埋めている。112は、唐草文土器の最終段階と

考えられる土器で炉内より出土している。隆帯で逆U字状に区画を作 り、その中を弛れた綾杉沈線

で埋めている。332は 口縁部下に 4本の沈線を引き、体部は縄文の深鉢で、日縁端部と沈線間に列点

文を施す土器で、明科町ほうろく屋敷遺跡より、これに近似する深鉢が出土している。

このように本期を構成する深鉢としては、称名寺式系(関東系)、 口縁部が無文で 1～ 4本の沈線

が施され (中 には列点文の施されるものもある)体部は縄文、櫛歯状の縦位・斜行、X字状の条線

等を施す深鉢・中期後半唐草文土器の最終段階的な深鉢 (主 として樽形が多い)力 あ`げられる。

10住424の蓋は、 2ケ の孔があき、無文のものである。

11)縄文時代後期前半 く堀之内式期〉

17住があるが量的には少ない。17住 (108は中期末の混入品)の ほかに、破片で土坑に確実に伴 う

か不明であるが、60土 (363)、 17土 (373)、 22土 (377)力 あ`り、このほかに、 9住 (240～ 242)、

10住 (262・ 265・ 267)、 21住 (336～ 339)、 検出面・遺構外 (160・ 388・ 389・ 395・ 401・ 4040414・

416)等 が見られる。

器種としては深鉢、鉢t注目土器、浅鉢等がある。

以上、雑に本遺跡の縄文時代の土器を見てきたが、主体となるものは、井戸尻 I式期、唐草文土

器Ⅳ段階の時期の土器で、松本平において資料的に少ない時期のものが出土したといえよう。
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(2)土製品 (第86～ 90図・第 3表 )

耳飾 り(1)1住から1点が出土している。片側の端部が景J落 しているため、施文の有無は不明であ

る。表面はナデにより器面調整が施されている。

土偶 (2～ 12、 14～ 20、 22・ 23、 27～ 29、 31～ 33) 出土した26点のうち、25点 を図化した。ほと

んどが中期後葉のもので、中期中葉末のものが数点ある。大半が住居址の覆土から出土しているが、

形態などから見ると、遺構に直接伴 うものは少ない。以下、時期別に概観してみたい。なお、土偶

自体の年代観については、廃棄されることを前提とした性格のため、共伴する遺物との同時性が確

実でない。このため本稿では主に形態や文様などから時期を推定している。(註)(以下、文中の遺

物の番号は図の番号と対応する。)

中期中葉に位置づけられるものには、 2・ 32が ある。 2住の床面近 くから出土した 2の後頭部の

細い沈線による交互刺突文は、この住居址の土器群にも見られ、この土偶の時期を決定する根拠と

なっている。32の 側面および背面の、押し引きによる沈線もこの時期の特徴である。 6も 2住の覆

土からの出土で、小型の脚部と考えたが疑間が残る。15・ 31は、この段階から中期後葉の初めに位

置付けられると思われる。31の正面のへその両側の文様は中期後葉の要素を残しているが、側面の

渦巻状の沈線は確立されており、中葉の土偶から、後葉の唐草文系土器群に伴 う立像型の土偶への

移行段階のものと思われる。腰の後ろの部分の渦巻状の沈線はこの地方の土偶では特異な例である。

折損面の観察では、胴部は左右 2本の粘土の芯材を接合して整形しており、脚の付け根部分に芯材

痕の空洞が残っている。足は下端部が円盤状に広がっており、後葉の靴型の足の形は確立されてい

ないが、立たせる機能を持った立像型の足が完成されている。31～ 33の 3点は同じ住居址と思われ

る所から出土しているが、若干の時期差があるようである。15も 腰の張 りかたなどにこの時期の特

徴が見られるが、31よ りやや新しい段階に位置付けられよう。

中期後葉に位置付けられるものには、19・ 23・ 28の 胴部 3点がある。19は この時期の住居址の覆

土からの出土であるが、他の 2点は遺構外や他の時期の住居址の覆土からの出土である。また、明

確な時期を決定できないが、胴部の表面が摩滅している16や、出土している足の破片のほとんども、

この時期のものと思われる6こ の時期の土偶は松本平では明確な時期を押さえることができる資料

が少ない。胴部の文様の変化による時期差を想定すると、へその部分が貼 り付けで大きく盛 り上がっ

ている19や、脇の沈線がへそに沿 うようになっている23が古 く、28はそれよりやや新しい段階に位

置付けられるものと思われる。また製作技法を見ると23の折損面には、芯材痕の空洞は認められな

い。19は胴と脚の接合部のみに芯材の空洞があり、28は胴部の空洞が脚部まで貫通している。これ

らの文様や製作技法と時期差の関連については、資料の増加を待って検証してみたい。

中期後葉末に近い段階のものには、頭部の27、 胴部の22、 脚部の 3の 3点がある。27は顔が円盤

状になって、前に突き出した首に接続するようである。顔の表現も鼻が中心より上に寄って眉と連

続しており、中期後葉末の特徴を示している。22は表面が景J落 して荒れているため部位や方向には、
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やや疑間が残るが、背中とした面の調整や胴体の形から胴の右半分と腕が遺存しているものと考え

た。破損面で観察すると胴部は左右の芯材を貼 り合わせた後に、腕を横に乗せて整形している。手

がやや斜め上を向いているところからこの時期のものと考えた。 3は指が表現されている。この時

期の松本平の土偶の特徴の一つである。

11・ 12の 2点は26住の覆土から出土している。他の土偶とは文様や胎土などが著しく異なってい

る。12は胴部下半の破片で、腰の部分に帯状の貼 り付けがあり、棒状工具による刺突が巡っている。

脚の付け根の折損部の芯材痕の空洞は、腰の突帯付近まで達している。11は腰の部分として図化し

ているが、突帯の下の部分の長さや、左右の脚のバランスなどから、部位には疑間が残る。突帯の

部分の刺突は、細い竹管状の工具が使われている。芯材の空洞は突帯の下まで達している。いずれ

も類例が乏しいため、時期の特定はできない。

土製円盤 (13・ 24・ 25・ 30) 4点 出土してぃる。24は中期後葉の唐草文系の深鉢の胴部の破片を

転用している。周辺は打ち欠かれたのみで摩滅していない。30は後期前葉の土器片を転用している。

中央の穴は両面から穿孔されている。側面のほとんどは打ち欠かれたままだが、摩滅が数箇所に集

中してみられる。13・ 25は時期不明である。13は焼成前に斜めに穿孔されている。全体に風化が著

しい。25は古墳時代の土師器の破片を転用している。側面の全体が擦って加工されている。縄文時

代の土製円盤とは異なった性格のものと考えたい。

匙形土製品 (26) 1点出土した。遺構外からの出土のため時期は明確でない。匙の約半分と柄の

部分が遺存する。匙本体と柄の幅にあまり差がなく、わずかに広がった棒の先をくばませたような

形態である。

その他の上製品 (21) 21は 26住の床面直上から出土した。胎土や調整は土偶の11・ 12と 良く似て

いる。原形は不明であるが、内側が空洞または、内面にくばみを持った丸い形をしている。土偶ま

たは土製品の破片と思われるが、形態や部位は不明である。

註

この時期決定の根拠となった資料等については拙稿「松本平における縄文時代中期後半の土偶の変遷」『平出遺跡

考古博物館紀要 10』 (1993刊 行予定)に まとめているので参照されたい。

(3)石器 (第91～ 97図・第 2表)

今回の発掘調査で出土した石器群のうち定形的な石器は以下のとおりである。

①石鏃

②石錐

③ピエス

④石匙

83点 (25.4%)

17点 ( 5.2%)

・エスキーユ 46点 (14。 1%)

⑦磨製石斧

③凹・敲・磨石

⑨石皿

⑩砥石

⑪研磨礫
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15点 ( 4.6%)

69点 (21.1%)

5点 ( 1。 5%)

2点 ( 0。 6%)

2点 ( 0.6%)

4点 ( 1.2%)

28点 ( 8.6%)⑤スクレイパー



⑥打製石斧 56点 (17。 1%) 総 計 327点 (100.0%)

このほかに 2次加工のある景J片、使用痕のある景J片、原石、景J片、砕片等が多量に出土している。

山影遺跡の石器群を理解するためには、これらを含めた総合的な分析が必要である。しかし、限ら

れた整理期間と頁数の中では定形的な石器しか扱 うことができなかった。そこで、できるだけ多 く

の石器に関するデータを提示することを目標に整理作業は以下の方針で行った。

1)すべての定形的な石器について一覧表に登載する。

2)石器の種類毎に形態 `調整・素材等で分類基準を設定し、図化できない石器についても基礎的

なデータを提示する (分類基準は一覧表の凡例を参照)。

3)実測は完形またはそれに準ずるもの、特殊なものを中心に行い、図化提示する。

記述にあたっては、石器の種類毎に概要を述べるにとどめる。文中の石器を説明する数字は図番

号である。なお、石質鑑定については大田守夫氏のご教示を受けている。

①石鏃 (1～ 32)83点が出土している。石材は黒曜石67点 (80.7%)、 チャート16点 (19。 3%)で

ある。有茎鏃 (15)力 1`点あるだけで、他はすべて無茎鏃である。基部は、破損品・未成品を除い

た76点のうち、凹基65点 (85.5%)、 凸基 1点 (1.3%)、 円基 4点 (5。 3%)、 平基 6点 (7.9%)で

ある。破損状況については、先端と片脚を破損しているもの (A・ B・ D類)力 3`7点 (44.6%)と

多いが、特に身の薄い部分なので、使用―廃棄―出土の間にも破損の機会がある点を考慮しなけれ

ばならない。また、完形品が27点 (32.5%)と 全体の約1/3を 占めるほか、大形で景J離整形が粗雑な

未成品と考えられるものが11点 (13.3%)出 土している。

特徴的なものとして 2つの破片からなる接合資料 (11)がある。これは、石槍または石鏃の製作

途中に破損したものである。しかし、破損後に基部側の剥片については再度景J離調整を行ってスク

レイパー状に仕上げている。

②石錐 (33～ 44) 17点が出土している。石材は黒曜石16点 (94.1%)、 チャート1点 (5.9%)で

ある。形態からみると、棒状錐 6点、つまみをもつ錐は 9点が出土している。後者のつまみは錐部

から逆「八」字状に広がって、頭部と錐部の境界が不明瞭なものが大半である。錐部の調整は、両

面加工が15点で、片面加工はわずかに 2点であった。使用痕については、錐部先端の余J離面の稜に

摩耗のあるものが 3点ある。特殊なものとして、両端に錐部をもつ錐 (37)が出土している。

③ピエス・エスキーユ (45～ 59) 46点が出土している。石材はすべて黒曜石である。おおむね長

さ2 cm前後の四辺形を呈するが、幅については景J離 による破損のため一定していない。上下端に景J

離をもつもの(I類)が42点 (91.3%)、 上下端ともう1辺に剥離面をもつもの(II類 )が 4点 (8。 7%)

ある。平面形は方形、台形状を呈するものが多い。縁部のつぶれは13点に認められた。このうち上

縁につぶれ痕をもつもの 5点、下縁と上・下縁にみられるものが各 4点ある。なお、51では片側辺

に連続する微細.な景J離痕が連続して認められる。

④石匙 (60～ 63) 4点が出土している。石材は硬砂岩 (ホ ルンフェルス)3点、チャート1点で
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ある。60は斜形・直線刃の完形品で、主要求J離面側にはつまみを作 り出す調整剥離だけが施されて

いる。62は横形・外湾刃で、刃部は両面加工であるが、片側の景1離 は雑である。63は斜形 0内湾刃

である。60～ 62は横形景1片を素材にし、主要景J離面側はつまみ部を作 り出すための調整が施される

程度である。なお、60063で はつまみの上端に打撃面を残している。

⑤スクレイパー (64～ 77)連 続する景1離を加えて刃部を形成しているもので、つまみのないもの

をスクレイパーとしている。なお、破損品の中には石匙の刃部が含まれている可能性がある。28点

が出土している。石材は黒曜石14点、チャート8点、粘板岩 6点である。このうち前 2者は比較的

小形品が多 く、粘板岩は概して大形品である。刃部は外湾刃14点 と直刃 9点が多い。刃部調整は、

片面加工・両面加工が各14点である。素材は縦長景J片が13点、横長剥片が 8点で、前者は黒曜石が

多く、後者は粘板岩が多い。このほかに、原石の側縁部に刃部を作 り出している73が ある。

⑥打製石斧 (78～ 95) 56点が出土している。石材は 8種類が利用されているが、硬砂岩 (ホ ルン

フェルス)と 粘板岩が各14点 (25。 0%)、 硬砂岩13点 (23.2%)力 多`い。次いで砂岩 5点 (8。 9%)、

粘板岩 (ホ ルンフェルス)4点 (7.1%)力 あ`り、砂岩・粘板岩系統の岩石を選択的に利用している

と考えられる。平面形は撥形32点、短冊形 1点、分銅形 9点があり、分銅形の占める割合が比較的

大きい。刃部は確認できた33点の内訳は円刃17点、直刃 5点、偏刃11点である。使用痕と考えられ

る刃部の摩耗は13点に認められる。iま た、着柄痕と考えられる胴部のつぶれは14点、摩耗痕が 1点

に認められる。なお、84は刃部のほかに頭部にも摩耗痕が認められ、両端が刃部として使用された

ものと考えられる。破損状況をみると、完形品が15点 (26。 8%)と 多い。着柄部を残すと考えられ

るAl～ A3は 14点 (25。 0%)、 刃部を残す Bl～ B3は 15点 (26.8%)と ほぼ同数である。このほかに使

用による下からの打撃で縦に半欠したもの (D類)2点が出土している。      .    :

⑦磨製石斧 (96～ 104) 15点 が出土している。石材は蛇紋岩 9点、閃緑岩 4点、砂岩 1点である。

定角式石斧が13点、一般の定角式石斧に比べて小形・狭長のノミ形が 2点出土している。

なお、96は刃部が作 り出されていないので、未成品または破損後の刃部再生途中品と考えられる。

③凹・敲・磨石 (105～ 118)

一般に凹石、敲石、磨石などと区別して呼ばれることが多いが、これらは複数の使用痕を併せも

つことが多いので、本項では「凹・敲・磨石」として一括で扱っている。

69点が出土している。石材は6種類が利用されているが、安山岩30点 (43.4%)、 砂岩29点 (42.0%)、

石英閃緑岩 6点 (8.7%)で 94.1%を 占めている6使用痕については、単独で使用痕をもつものが凹

部15点 (21。 7%)、 敲打痕 3点 (4.4%)、 磨面11点 (15。 9%)で ある。 2つ の使用痕をもつものは、

凹部十敲打痕 1点 (1.5%)、 凹部十磨面37点 (53.6%)で、敲打痕+磨面は認められなかった。ま

た、 3つの使用痕を併せもつものは2点 (2。 9%)あ る。素材については、楕円礫 (B類 16点、C類

17点 )、 棒状礫 (G類 12点)が多い。

特徴的なものとして、特殊磨石の107・ 118が ある。また、117は砂岩の大形礫の 2面に計 6個 の凹
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部が作 り出され ているが、重量4100gを 超 えるため片手で保持す ることがで きない点 で特異 であ

る。

⑨石皿 (119～ 121)

5点が出土している。石材は安山岩 3点、砂岩・.石英閃緑岩が各 1点である。

119は作業面が手前で幅を狭めて、かき出し口になる偏楕円形の大形の石皿である。被熱している

ため外面は風化による剥落が激しいが、ほぼ完形品である。また、120も 同形式の石皿のかき出し口

付近の破片と考えられる。121は被熱して礫の表面が赤色化している石英閃緑岩の大礫をほとんど整

形加工せずに石皿にしている。そのため、作業面だけが摩耗して赤色化部分が失われている。他に

石皿の残片が 2点出土している。

⑩砥石 (122・ 123)

2点が出土している。石材はいずれも砂岩である。122は 3つの砥面が認められ、いずれもよく研

がれている。このうち幅が最小のものは筋状を呈している。123は長楕円形を呈する大形礫を使用し

た置き砥石である。表・裏面の中央に主軸に沿った砥面のほかに、研ぎの方向を変えたもう1面が

認められる。特に、片面中央の砥面は研ぎが頻繁に行われた結果、凹状を呈している。

⑪研磨礫 (1240125)

小形の自然礫の表面に研磨による線条痕が観察されるものを研磨礫とした。124は閃緑岩の表面に

不定方向の線条痕が認められる。125は蛇紋岩の表面全体に顕著な線条痕が残されている。特に、礫

の側縁部には線条痕が集中しており、研磨によって平坦な面が生じている。

14)石製品 (第90図 )

4点が出土し、 3点を図化掲載している。

lは 6住から出土した蛇紋岩製の垂飾品である。全長2.70c血、幅1。 16 cm、 厚さ0.84g、 重量2.95

gを計る。本体は三角柱状を呈し、稜角から途中まで穿孔したのち、逆側から再度穿孔し(僅かにず

れたものの)貫通している。片側の一部を破損しているが、剥離面は摩耗しており、破損後も使用

され続けたものと推定される。 2は C地区の検出面から出土した石英閃緑岩製の石棒である。両端

を破損していて、残存高13.2cm、 下端部の直径9.8cm、 上端部の直径7.3cm、 重量1650gを計る。

上端から約 2 cmは敲打されて僅かなくびれが造 り出されているので、本体は頭部に近い部分と推

定される。 3は A地区の排土から出土した安山岩製の石棒の胴部である。残存高7。 7cm、 直径11.5

cm、 重量1400gを計るが、両端と片側約1/3を破損している。

他にB地区の検出面から蛇紋岩の海浜石(完形 :長 さ1.53 cm、 幅1。 05、 cm、 厚さ0.72 cm、 重量2.10

g)が出土している。
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2。 古墳時代の遺物

(1)土器 (第98～ 110図・第 4表 )

①概要

該期の竪穴住居址内から多量に出土した。また、土坑・ ピット・平安時代の竪穴住居址からも少

量の出土をみているがほとんどは混入であろう。土器の大部分は土師器で占められ、須恵器は 9点

の存在が確認されたにすぎない。土師器と須恵器を合わせて284点が図示できた。

これらの土器は、竪穴系の埋葬主体を持うと考えられている古墳の周溝内より出土する土器群に

類似し、これらの古墳が古墳時代中期に位置付けられていることから、おそらく同様の時期の所産

と見て間違いはない。この時期の集落出土資料は松本市域では非常に少なく、従って今回の報告は

今までの空白を埋めるに足る資料と言えよう。

②種別・器種・器形

A.須恵器 (挿図2)   、

a.蓋 (23・ 50・ 274)

16住 1点、18住 2点、25住 1点の計 4点を出土し、内 3点を図化提示した。いずれも杯蓋である。

50は低 く偏平な天丼部を特徴とし、直立に近い、長い立ち上が りを有する。天丼部のほとんどを

入念にヘラ削りしt立ち上がりとの境界に鋭い稜を作 り出す。端部は丸 く仕上げている。天丼部内

面は仕上げのナデを施し全体に丁寧な製作を行 うが、反面器壁は厚手である。23も 低い天丼部を有

するが、50程平坦ではなく、器壁は薄い。ヘラ削りは末端まで入念に行い、境界部の稜はつまみ出

しが弱いものの断面三角形を呈している。立ち上がりは緩 く内湾し、端部は面取 りをする。天丼部

内面にはやはり仕上げナデを施し、入念な製作の痕が窺える。274は前述の 2点に比較して天丼部が

高く張 り、全体に丸みの強い形態である。ヘラ削りは前 2者に比べればやや雑な感を受けるが、末

端近 くまで広 く行われている。境界部の稜は強くつまみ出し、鋭い。立ち上がりは内湾し、端部は

やや凹面をなす。内面の仕上げナデは行われるι

｀事二    4  郎
挿図 2 山影遺跡出上の初期須恵器
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これら3点の帰属時期であるが、50に より古い要素を、逆に274に新 しい要素を認めることができる。

田辺昭三氏による陶邑古窯址群編年に従えば50の低 く平 らな天丼部、直立する立ち上が りは ON46

段階の特徴 といえ、入念な調整、端部の形態 もそれを逸脱するものでない。23も 50に比べればやや

新 しい感を受けるが全体の特徴 としては同様である。274は端部にやや内傾する凹面が存在 し、天丼

部が張るなど前 2者に比較 して新 しい要素が目立ち、TK208型式の特徴を表 していよう。

b.魅 (12)

11住 より口縁部、18住 より体部の小破片が出土、前者を図示し得た。口径から推して大形魅と思

われ、大きく外開する日縁部である。端部は丸 く、内側にわずかな凹面をつくる。稜はややつまみ

出しが弱い。頸部には波状文を巡らせる。全体像が不明であるが、大形魅であることや口縁部の形

態から考えて TK208型式を下らないであろう。

C。 椀 (13・ 24)

11住 (13)お よび16住 (24)よ り出土している。 2点 とも把手付椀と考えられる。24は体部を上

下各 2条の鈍 く低い突帯により区画し、内部に波状文を巡らす。口縁部は短 く内傾気味に立ち上が

り、端部は丸 くおさめる。全体に肉厚で、鈍い稜と合わせ鈍重な印象を受ける。

13は対象的に薄くシャープな作 りである。器高に対して口径の大きいもので、日縁部の立ち上が

りが長い6端部は丸 くおさめ、内面を広 くくばませて器壁を薄くする。体部は中央に密な波状文を

1段巡らせ、上下に稜を作 り出して区画する。上端の稜は薄 く鋭 くつまみ出し、受け部状を呈する。

下端は段状に小さくつまみ出し、先端は鋭い。

2点の時期であるが、13はそのシャープな作 りからみて TK208型式に比定できよう。24は鈍 く太

い稜、肉厚な器体に古相を認め、TK216型式に当てたい。

d.甕 (275)

15住 より出土した頸部の小片を図示した。 2状 1対で断面三角形の鋭 く突出する稜により3段の

区画を作 り出し、波状文を 2帯巡らす。内面には自然釉の付着がみられる。突帯の手法からみて

TK208型式に比定できよう。

B.土師器

土師器の器種としては、杯・高杯・小型丸底増・増・魅・壷・無頸壷・甑・甕・小形甕・ ミニチュ

アがある。出土総量の主体をなすのは、甕・小形甕、ついで高杯・杯などだが、復元・図化提示で

きたものは圧倒的に杯・高杯類が多い。

a.杯

いわゆる杯形、椀形、鉢形の土器をまとめて杯として扱いたい。55個体を図化提示することがで

きた。

器形は基本的に、丸底で口縁端部が稜をもって屈曲する杯Aと そのまま収まる杯 B、 それ以外の
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ようなミガキが観察できる。

b.高杯

118個体を図化提示できたが、杯部と脚部が分離してしまった個体が多 く、出土量の割合に比して

全形がつかめるものが少ない。このため、杯部と脚部に分割して器形分類を行うた。

杯部は大きくA～ Cの 3器形に分かれる。杯部Aは 2段成形、杯部Bは 3段成形、杯部Cは大形

の杯部で、まるで「杯 Alb」 か「杯 A2a」 高杯にしたような形をしている。脚部もA～ Cの 3器形

に分類され、脚部Aは円錐状を呈して 1回の成形で作成され、脚部Bは 2段成形、脚部Cは 3段成

形によっている。それぞれ、次のように細分される (挿図 3)。

高杯杯部A:2段成形

       出

高杯脚部A

高杯杯部 B三 3段成形
|:::二

部力`外

国味 
高1不脚部B

:部直立タ

高杯杯部C:杯 Aの形
|::11部

に丸味
  高オ不脚部C

「部に稜

杯部と脚部の組み合せは、杯部 Alと 脚部 Al・ A2、 杯部

Cl、 杯部 Clと 脚部 Blが見られる。

・
・
　

　

　

０
０
　

　

・
Ｏ
　

Ａ

端部直線

端部外反

稜の屈曲大

稜の屈曲小

下部屈曲大

下部順次外開

・B2、 杯部 B2と 脚部

器面調整は、例外的に外面のミガキを欠 くものがあるが、ほとんどは脚部内面を除き丁寧なミガ

キが施されている。 ミガキの方向は縦 (放射状)を基本としているが、若干、斜放射となっている

ものや、例外的にやや乱れた横のミガキもみられる。脚部のミガキはB・ C類に比してA類がすこ

し粗い。杯部A類の中に、内外面が赤彩されるものが 1点ある (30)6

これらの高杯とは形態が大きく異なる杯部が 2個体あり (88・ 194)、 古墳時代前期の小型高杯の

系譜を引 くものと考えたい。調整などは他の高杯と同一である。

C。 小型丸底増

丸底で球形の胴部と、そこから大きく逆「ハ」の字状に開く口縁部を持つ特徴的な形態を示す器

種で、古墳時代前期に通有な鉢形を呈する小型丸底土器 (小型丸底鉢)と 区別するために、ここで

は「小型丸底琳」と呼ぶ。また、器高が12 cmを超える中形のものは、ただの「増」として分離した

が、口縁部のみではどちらかの識別が難しいものもある。

口縁部と胴部が分離してしまっている個体が多く、17個体を図示したが全形を知ることができる

のは 9点のみである。これらによると、最大径が口縁端部にくるものと月同部にあるもの、また口縁

部が直線的に外開するものと内湾気味のもの、などの形の違いを挙げることができる。器面調整は

概して雑で、内外をミガキで仕上げているものは 1点 しかなく、他の個体は口縁部のヨコナデや胴

部のケズリ・ナデ・ハケメなどの痕跡が明瞭に観察できる。
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d. 劇片

前項の小型丸底靖と同様に、丸底で球形の胴部から逆「ハ」の字形の口縁部が開く形態の土器だ

が、小型丸底増より若干大きく、体部がわずかに扁平となっている。日縁部が直線的なものと少し

内湾するものとがあり、その部分の形だけでは小型丸底増と区別が付き難い。出土量は少なくない

が、日縁と胴部が分離しているものが多く、図示した20個体のうち全形を復元できるのは 3点ほど

しかない。

器面調整は胴部内面を除いてミガキが丁寧に施されており、 ミガキの方向は横と縦の双方が見ら

れ、部位によって統一されるのみで規則性はない。胴部のミガキがかなり雑になっているものもあ

るが、小型丸底増に比べてミガキが行われる比率がかなり高いように感じる。

e. 瓦昼

小型丸底増や増に形態はきわめて類似するが、口縁部に稜を持ち胴部中位に 1孔を有する点が特

徴である。須恵器の魅を模して作 り出された器種であろう。口縁部 2点、胴部 1点を図化できたが、

出土量は少なく全形を知 り得るものはない。特に胴部の破片は、孔部を欠 くと小型丸底増や増との

識別が不可能であり、それらの器種に含めたものの中に、魅が混じっている可能性が充分にあろう。

器面調整は、胴部の内面を除き丁寧なミガキが施されている。

f.壺

出土量はあまり多 くない。また、全形を知 り得るものはなく、図化できた17個体は口縁部がほと

んどとなっている。単純に外反して開く単口縁形態 (壷A)と 、二重口縁形態 (壷 B)が見られ、

後者が主体を占める。二重口縁の中でも、頸部からいったん外反した後、稜を作って上方に立ち上

がる形態 (壺 Bl)と 、稜から上がさらに外反するもの (壷 B2)の 2者がある。他遺跡の例から全

形を推定すると、胴部は球形で、平底を持つ形態が考えられる。大きさは、日径がおよそ15～ 19 cm

の範囲に収まり、推定器高は25～ 30 cm程 のものであろう。

器面調整は口縁部の内外面ともにミガキが最終段階で行われているが、例外的にヨコナデのみの

ものも見られる。 ミガキの方向は、頸部と口縁部の外面は縦が多く、口縁部の外面は縦 と横の双方

がある。胴部は、外面が 3～ 4段の縦や斜のミガキ、内面は横から斜めのハケメやナデで調整され

ているが、観察できた個体が少ないので、一般的な傾向は不明である。

g.無頸壺

口縁部破片が 1点のみ図化できているが、非常に珍しい器種である。全形は全 く不明で、類例も

あまり知 り得ない。甑の底部として理解した方が適当なのであろうか。器面調整は内面に指頭圧痕

をのこし、外面はミガキがあるようだが摩滅している。

h。 甑

出土量は少ないが、3点の図化提示ができ、そのうち 1点 は全形が窺えるものであった。器形は、

他遺跡の例も参考にすると、甕形のものと、頸部の屈曲がない深鉢形、頸部のくびれが少ないもの
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の 3者が想定できる。また、後 2者には一対の角状の把手が付されている可能性もあるが今回は確

認できなかった。器面調整は、甕形のものが外面ハケメとケズリ、内面板ナデとナデであるのに対

して、他は内外面ともに丁寧なミガキが施されている。

i。 甕

―括品や破片で多数の出土をみた。図化復元でほぼ全形が捉えられるものは 6点あり、他にも状

況のわかるものが多い。球形からやや卵形の胴部と「 く」の字にくびれる頸部、短 く外反する口縁

部など器形の共通点は多い。いずれも最大径は胴部中位にあり、底部はケズリによって丸底化が図

られているが不完全なものもある。大きさは、口径15～ 19 cm、 器高が26～ 30 cm前 後の範囲に収ま

り、製作段階でかなり規格化の意図があるように感じられる。

器面調整は、日縁部のヨコナデと底部外面一帯のケズリは共通だが、胴部外面がハケメと、ナデ・

板状工具のナデによるものとに大別され、内面もほぼこれに対応する。成形は雑で、内面各所と外

面の下半部に粘土接合痕が明瞭に観察される。

1。 小形甕

最も規格が一定していない器種で、甕を相似形に小さくしたもの (小形甕A)と、杯 A2を さらに

深 くしたような形態 (小形甕 B)がある。小形甕Aは 口径12～ 13 cmを測 り、甕に比べて頸部のくび

れがやや弱いが、最大径が胴部中位にある点も共通する。器面調整も、底部のケズリ、口縁部のヨ

コナデは甕と同一で、胴部のハケメや板状工具によるナデも類似している。小形甕Bは板状工具の

ナデや ミガキが行われている。

k. ミニチュア

6点が出土している。11を除いて手捏ねで、指頭圧痕やナデの痕跡が明瞭に残る。形態は深めの

杯類を模したもののようだが、底部は平底となっている。

(幼石器 (第 111・ 112図、第 5表)      |

紡錘車と砥石が出土している。すべての石器について出土地点、寸法・重量等を一覧表にしてい

るので、概要を述べるだけにとどめる。文中の遺物を説明する数字は図番号である。

紡錘車 (1)42住 から1点出土している。古墳時代に通有の断面が台形を呈するものだが、(径が

大きい方の)上面端部は約 3 mm幅 で面取 りされている。孔径は上・下面ともほとんど同じで、穿

孔方向は不明である。

砥石 (2～ 21) 総計30点が出土している。縄文時代の住居址覆土の混入品と検出面採集の砥石を

除いた27点 は住居内からの出土である。

石材別にみると、助岩16点 (53。 3%)・ 砂岩 4点 (13.3%)・ 粘板岩 4点 (13.3%)が多いが、特

に助岩が選択的に石材利用されている。本遺跡の砥石を素材と形態から以下のように分類した。
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A三 自然礫を素材 として、礫の表紙をそのまま砥面 とするもの。礫の形状からさらに 2つに分類さ

れる6

Al三 比較的扁平で、平面形が楕円形を呈する自然礫を素材 とするもの (2・ 3・ 8・ 12015)

A2:棒状を呈する自然礫を素材 とするもの (5・ 16・ 19)

B:自然礫から景J離 した景1片 を素材 とし、砥面は礫の表皮側にあるもの (60709・ 11014020・

21)

C:偏平な礫を素材にして、側面に面取 りされた砥面をもつもの (13・ 17)

D:直方体に仕上げられた砂岩を素材に、内湾する砥面をもち、奈良・平安時代で一般的に見 られ

る砂岩・凝灰岩製砥石 と同類のもの (4010)

本遺跡の古墳時代の砥石の特徴はA・ B類にある。

A類は大形の19、 中形の 2・ 305、 小形の 8・ 12・ 15・ 16がある。19は大きさから置き砥石 と

して使用されたものと考えられる。

B類は中・小形品が多い。砥面は必ず礫の表皮側に作 り出されるが、裏面 (主要余J離面側)に砥

面をもつ 7・ 11・ 21も ある。しかし、これらについても主たる研ぎの作業は礫の表皮側で行われて

いる。また、11は景J離調整を実施して形態を整えている可能性がある。B類の景J離 については、明

らかに「折れ・割れ」とは異なるが、景J離 の人為性について検討することが今後の課題である。な

お、景J離が意図的に行われているとすれば、自然礫を砥石にふさわしい厚さに調整するためのもの

と推定している。

A・ B類については、古代の砥石に一般的なD類 とは石材・形態において大きく異なる。おそら

くは前者については、定形化したD類が一般的に使用される以前の砥石の一形態と考えられる。こ

れらの砥石の研ぎの対象については、砥面に細 くて深い刃傷と推定される線条痕が一部で認められ

ることから、鉄製品の可能性が考えられる。

なお、有孔砥石が 2点出土している。 9は千枚岩製で、片面穿孔による1孔 と穿孔途中痕が認め

られる。形態的には石包丁に類似している。18は平面形が靴ベラ状を呈し、片端の両面に穿孔途中

痕が認められる。これらは別種の石器または石製品の可能性もあるが、吊り下げ用の孔をもつ携帯

用砥石として扱った。

(3)金属製品 (第 114図 )

鉄製品が 9点出土し、このうち図化可能な7点を掲載している。

斧 (1)は 40住から出土している。ほぼ完形で、僅かに刃縁部の一部を破損している。平面は短

冊状を呈し、全長15.8cm、 刃部の最大幅5。 5cmである。刃部は僅かに片刃状を呈している。柄の

装着部は両側から鉄板を折 り曲げて袋部を作 り出している。断面が楕円形を呈する袋部の内径は

4。 0× 2.5cmで ある。
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鏃 (2・ 3)は 2点出土している。 2は16住から出土した全長12.8cmの 完形品である。鏃身部は

長さ2:Ocm、 厚さ1.2cm、 長三角形で断面が片丸状を呈する。箆被部は長さ6.lcmで、片側に長さ

1.2cmの 逆刺が造 り出されている。関箆被は幅0.9cm、 厚さ0.6cmを計る。茎部は長さ4.7cmで、

僅かに木質部が残存していた。 3は33住から出土した、鏃の茎部で残存長2.8cmを計る。

馬具と推定されるものが 2点出土している。 4は21住から出土した餃具である。ただし、21住 は

縄文時代に属するので、遺物は他所からの流れ込みと考えられる。錆により外縁が僅かに破損して

いるが、円環式で全長5.6cm、 最大幅3.6cmを計る。平面的にはU字形を呈する部分と、ホタテ貝

状に外湾する部分からなるが、前者の方が身幅があり0.6× 0.4cmを計る。5は41住からの出土で、

長さ6.6cm、 幅3.lcm、 厚さ0.3cmの長方板で、四隅に直径約 3 mmの孔があけられている。金銅

張 りの痕跡は認められないが留金具の可能性が考えられる。

このほかに器種不明の鉄製品が 3点出土している。6は 16住から出土、残存長5。 lcm、 最大幅2.4

cmを計る。片側は幅1.5cm、 厚さ0.3cmの茎部状のものが1.3cm程認められるが、それ以外の部

分は不定形で、端部が折れ曲がっている部分も認められる。7は33住から出土、厚さ0.2～ 0.3cmの

薄板状を呈するが、破損しているため平面形は推定できない。端部は湾曲しているが、薄身のため

鎌の可能性はない。他に図示できない小破片が30住 と37住から各 1点が出土している。いずれも刀

子または鏃の一部と考えられる。

に)土製品・石製品・ ガラス製品 (第113図・第 6表 )

土製品・石製品・ ガラス製品は総計26点が出土している。これらは滑石製模造品を除けば、すべ

て装身具関係の遺物ばかりである。しかも、検出面から出土した 1点を除けば、すべて住居址から

の出土である。本節ではこれらを祭祀関係の遺物として一括して扱っている。出土地点・寸法・重

量等について一覧表を作成しているので参照されたい。以下では、各製品毎の概要を述べることに

する。なお、文中の遺物を説明する番号は図番号である:

土製品 (1～ 3) 3点 出土し、いずれも完形品である。 1は勾玉状を呈するが、貫通孔は認めら

れない。上半部の背面には浅い凹線が施されている。 2は勾玉であるι背面は粘土を曲げたために

ひび割れが生じている。穿孔は片面穿孔の後に反対側から調整穿孔を施している。 3は 33住から出

土した球状を呈する土製品である。貫通孔は認められないので、装身具ではない可能性がある。

石製品 (4～ 22) 滑石製模造品と装身具が出土している。

滑石製模造品は 6点出土している。勾玉形 (405)が 2点、剣形 (6～ 8)力 3`点、双孔円盤

(9)が 1点出土している。穿孔方法はいずれも片面穿孔と推定される。 6は下端をわずかに破損して

いるが、両面に多数の敲打痕が観察される。これについては研磨以前の敲打による整形痕と考えら

れる。 9は 34住の炉内からの出土で、被熱しているため表面が劣化している。

装身具には勾玉・管玉・臼玉があり、総計13点が出土している。
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勾玉00は蛇紋岩製の完形品である。小形で、平面形はC字形を呈する。

管玉 (11～ 16)は 6点が出土している。石材は11が碧玉製で、他は滑石製である。いずれも直径

3、 4 mmの 細形を呈する。穿孔方法は両面穿孔か、片面穿孔の後に反対側から調整穿孔を施して

いる。管玉の先端は幅がわずかに減じるため、先細を呈するものが多く、端部がしっかりと平坦面

をもつものは16だ けである。なお、16は両面穿孔による貫通孔のほか、胴部の途中から斜めに穿孔

されている痕跡が認められる。14は管玉の破損面を再研磨して短い管玉を再生したものである。

臼玉 (17～ 22)は管玉を輪切 りにした形状を呈し、両端に研磨面が認められるもので、 6点が出

土している。石材は21が緑色凝灰岩製で、他は滑石製である。臼玉は本遺跡の管玉とほぼ同じ直径

であるが、孔径が管玉よりわずかに小さいため、端部は平坦面を有している。そのため、管玉のよ

うに両端は先細にならずに、円柱状を呈している。

ガラス製品 (23～ 26) 4点が出土している。23は青色を呈する小玉で、表面にはガラス内部から

気泡が噴出した痕跡が観察される。24は空色を呈する小形品である。25・ 26は濃青色を呈し、両端

に比較的明瞭な平坦面をもつものである。また、26ではガラス内部に気泡列が観察される。

3。 平安時代以降の遺物

(1)土器・陶器 (第115γ l17図 )

ア.概観

平安時代以降の遺物は、主として住居址・土抗・ ピットなどの遺構から出土している。平安時代

の遺構が僅少であるため、提示できる土器類は合計36点 と少ない。しかし山影遺跡が位置する中山

地区では、古代の遺物の出土例がほとんどなく貴重な例といえる。本遺跡の古代遺物は、文献 1の

8～ 12期の範疇に納まる。以下、各遺構出土の土器群の様相について記述する。なお、遺物の器種・

器形、および年代観は文献 1に従った。

イ.住居址出土の土器群

第15号住居址

出土量は少なく、合計 9点図示できたのみである。内訳は、黒色土器A椀 (1)、 灰釉陶器段皿(2)、

甕B(5・ 6・ 7,8・ 9)、 鉢 (4)、 須恵器長頸壷 (3)で構成される。 2の灰釉陶器段皿は、

刷毛塗 り施釉され、高台外面下半に稜がみられるため光ケ丘 1号窯式に比定されよう。時期は、資

料数が少ないため判然としないが 8～ 9期を想定できる。

第25号住居址

提示できるのは、灰釉陶器短頸壺 (10)1点 のみである。数量が少なく、限定されているため時

期の言及ができない。

第31号住居址    ―

6点図化・提示している。土師器、搬入系の土師器、黒色土器A、 灰釉陶器がみられる。食膳具
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は、土師器杯A、 盤 B、 黒色土器A椀、灰釉陶器椀、皿で構成される。15,16は、高台外面下半に

稜をもち、漬け掛け施釉される。大原 2号窯式に比定されようか。黒色土器A椀は、口径11。 8cmの

小型化したもので11期以降に出現する形態である。このため、灰釉陶器の時期とは差異がみられる。

煮沸具は、小形甕 (18)、 搬入系とみられる甕 (19)力 あ`る。18は、ロクロ成形されて体部外面をケ

ズリ調整される。19は、灰白色の粗い胎土で器壁が非常に薄い。内外面に、ロクロロが明瞭に残る。

在地産のものとは、胎土・器形等が異なるため搬入系のものと考えられる。貯蔵具は、灰釉陶器広

口瓶 (20)、 須恵器甕 (21)力 出`土している。時期は、盤 B・ 黒色土器椀が11期以降の混入品とみら

れ、本址の帰属時期は 9ん 10期 と考えられる。

第43号住居址

数量が少なく、土師器杯 (22023)、 甕 (26・ 27)、 黒色土器A杯 (24)、 灰釉陶器椀 (25)の 計 6

点を図化している。26の甕は、体部内面にハケロ調整を施す甲斐型甕である。25の 灰釉陶器椀は、

口縁端部が外反してハケ塗 り施釉される。光ケ丘 1号窯式に比定されるι本址の時期は、 8期 と考

えられる。     ‐

ウ.そ の他の遺構出土土器群

第34号土坑

内耳鍋が出土している。口縁内面に、2周のナデ調整が施される。15～ 16世紀の所産 と考えられる。

第63号土坑

灰釉陶器小瓶 (28)、 須恵器長頸壷 (29)が出土している。 7～ 8期 と考えられる。

第93号土坑           :

黒色土器A杯 (30)、 軟質須恵器杯 (31)、 灰釉陶器長頸壷 (32)、 須恵器長頸壷 (33)の 4点が出

土している。 8期 と考えられる。  |

ヒ:ッ ト144

土師器盤 B(34)、 灰釉陶器皿(35)の 2点が出土している。35の 皿は、漬け掛け施釉される。11～ 12

期と考えられる。

工.そ の他

検出面より瀬戸・美濃系陶器の小形壺 (36)力 出`土している。御深井釉が施釉され、底部は回転

糸切 り痕が残る。18世紀前半に比定されよう。

〈参考文献〉

長野県教育委員会  『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4 総論編』 1990

(幼石器 (第117図 )

砥石と石臼が出土している。
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1は31住から出土した、砂岩製の砥石である。先細の直方体を呈するが先端が破損しており、残

存長11.6cm、 最大幅5.2cm、 最大厚さ4.9cm、 重量380gを計る。砥面は長辺側に 4面のほか、長

辺の稜に沿って幅0。 9cmで面取 りされた 1面がある。このうち、長辺側の 2面は僅かに内湾してい

る。 2は52土から出土した、緑色凝灰岩製の砥石である。両端と1面を破損しているが、本来は直方

体を呈していたと推定される。現存長13.8cm、 最大幅61l cm、 最大厚さ3.7cm、 重量490gを計る。

3は52土から出土した石臼である。上日の残片で、高さ8.lcm、 重量1450gを計る。す り合わせ

面は非常に滑らかで、
:摩

耗して浅 くなった溝が僅かに認められる。被熱して表面の一部には炭化物

が付着している。

(鋤金属製品 (第 114図 )

鉄製品 (苧引鉄・刀子・雁又鏃・釘):鋼製品 (煙管)・ 貨幣が総計13点出土している。これらの

大半は平安時代の住居と中世以降の土坑墓から出土したものである。

苧引鉄(1)は25住から出土している。片側の刃端を僅かに欠 くが、幅9。 6cm、 高さ5。 4cmあ り、

刃部は幅1.8cm、 棟側で厚さ3 mmを計る6

刀子 (2・ 3)は 2点が出土している。 2は31住から出土、茎部は途中から破損している。関は

棟側に作 り出されているが、刃側には認められない。刃部はU字形に折れ曲がり、刃端部はさらに

屈曲しているが、人為による可能性が高い。残存長7.6cm、 曲がった状態で刃部は長3.6cm、 幅1.0

cm、 関の部分で棟の厚さ0。 4cmである。3は B地区検出面からの出土である。茎部の部分で、残存

長5.2cm、 幅1.Ocm、 棟の厚さ0.3cmを計る。なお、B地区は中世以降の土坑墓が多いので、この

刀子も該期に属する可能性が高い。

雁又鏃 (4)は 34土から出土している。ほぼ完形だが茎部先端を僅かに欠いている。関箆被をも

つが、上方は明瞭な境を持たずに箆被部から鏃身部に至る。左右対象ではない刃部は短い。残存長

8.4cm、 箆被一鏃身部長3.9cm、 刃部幅2.Ocm、 関箆被は1。 0× 0.9cmである。

釘(5・ 6)は 2点が出土している。 5は33土から出土した完形品である。全長6.lcm、 幅0,7cm、

厚さ0.9cmで、頭部は丸く折 り曲げられている。6は58土から出土したもので、先端を破損してい

る。残存長3。 3cm、 幅0.5cm、 厚さ0.6cmで、頭部は両側から叩かれて嘴状を呈している。

煙管 (7)は B地区北東から出土している。鋼製の吸日の部分で完形品である。全長7.2cm、 最

大直径1.3cmで ある。なお、内部にはラウと考えられる炭化材が入っていた。

貨幣 (8～ 13)は 6点が出土している。 8は祥符通費 (初鋳1008年、直径2:47 cm、 2.65g)で34

土から出土している。 9～ 11は97土から出土したもので、 9は開元通費(初鋳621年、直径2.41 cm、

3.20g)、 10は皇宋通費(初鋳1039年、直径2.52 cm、 2.80g)、 11は元豊通費(初鋳1068年、直径2.37

cm、 3.05g)で ある。また、B地区の排土から聖宋元賓 (初鋳1101年、直径2。 39 cm、 3。 55g)と 永

楽通賓 (初鋳1408年、約1/2が破損し、推定直径2。 41 cm、 現存重量1.85g)が出土している。
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石器一覧表の凡例

石器の分類基準と一覧表の表記について

山影遺跡の調査では多量の縄文時代の石器が出土している。しかし、頁数の関係で石器の一部し

か実測図の掲載ができないので、一覧表で本遺跡の石器の概要を提示する。一覧表では、出土地点・

寸法・重量・石質・破損状況のほかに、石器の種類毎に分類基準を設定して石器群の特徴を示すこ

とができるように努めている。分類基準は中部高地 (特に長野県)の縄文時代遺跡の調査報告書を

参考にしたもので、坪ノ内遺跡の資料整理以降、使用しているものである。分類基準は以下に示す

通 りである。なお、分類基準を説明する文中の ( )は、石器一覧表で使用している略号・記号で

ある。

参考文献

松本市教育委員会  『松本市坪ノ内遺跡』 1990

長野県教育委員会  『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―原村その5-』  1982

同     『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―茅野市その 5-』  1982

分類の基準

①石鏃

1)基部の形状による分類 :凹基 (凹 )、 平基 (平 )、 円基 (円 )

2)茎部の有無による分類 三有茎鏃 (有 )、 無茎鏃 (無)

3)側辺の形状による分類 :五角形 (I)、 内湾 (H)、 三角形 (Ⅲ )、 最大幅下端 (Ⅳ )、 最大幅下

方 (V)

4)破損部位による分類 :完形 (O)、 先端 (A)、 片脚 (B)、 両脚 (C)、 先端と片脚 (D)、 片側

辺 (E)、 基部 (F)、 先端と基部 (G)

②石錐

1)形態による分類 :棒状錐 (棒 )、 つまみをもつ錐 (つ )

2)錐部調整による分類 :片面加工 (片 )、 両面加工 (両 )

③ピエス・エスキーユ

1)景J離方向による分類 :上下端の景J離 (I)、 上下端と左右のいずれか 1辺 (H)

2)つぶれの位置による分類 :上縁 (△ )、 下縁 (▽ )、 上下縁 (○ )、 上下縁と側縁 (● )

④石匙

1)つ まみと刃部の位置関係による分類 三横形 (横 )、 縦形 (縦 )、 斜形 (斜)

2)刃部の形状による分類 :外湾刃 (外 )、 内湾刃 (内 )、 直刃 (直 )

3)刃部調整による分類 :片面加工 (片 )、 両面加工 (両)
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⑤スクレイパー

1)刃部の形状による分類 三外湾刃 (外 )、 内湾刃 (内 )、 直刃 (直 )

2)刃部調整による分類 :片面加工 (片 )、 両面加工 (両 )

3)素材による分類 :縦長景J片 (縦 )、 横長景J片 (横 )、 原石 (原 )

⑥打製石斧

1)平面形による分類 三撥形 (撥 )、 短冊形 (短 )、 分銅形 (分 )

2)刃部の形状による分類 三円刃 (円 )、 直刃 (直 )、 偏刃 (偏 )

3)使用痕による分類 三つぶれ (○ )、 摩耗 (● )

4)破損状況による分類 三完形 (○ )、 胴～刃部欠 (Al)、 下半欠 (A2)、 刃部欠 (A3)ヽ 頭～胴部欠

(Bl)、 上半欠 (B2)、 頭部欠 (B3)、 頭・刃部欠 (C)、 縦に半欠 (D)、

その他 (E)

⑦磨製石斧

1)形状による分類 :定角式石斧 (定角)、 乳棒状石斧 (乳棒)。 このほかにノミ形石斧 (ノ ミ)を

設定している。ノミ形石斧は側辺に平坦面をもつが、定角式に比べて狭長で

両側に刃部をもつものが多い。

2)破損状況による分類 :打製石斧の分類と同じ。

③凹・敲・磨石

1)使用痕による分類 :凹部・敲打痕・磨面

一覧表では種類別に使用痕の項目を設定し、該当する使用痕があれば○で記載している。なお、

凹部については個数と箇所を ( )で表している。たとえば (1× 3)は 1つ の凹部をもつ面

が 3面あることを、(1+2)は 1つの凹部と2つ の凹部をもつ面がそれぞれあることを意味し

ているι

2)素材による分類 :球形または不整な塊状の礫 (A)、 平面が (長)楕円形を呈する厚さ4 cm以

上の礫 (B)、 同形で厚さ4 cm未満の礫 (C)、 平面が楕円形で、周囲が側面

をもつ石鹸状の礫 (D)、 平面が円形を呈する厚さ4 cm以上の礫 (E)、 同形

で厚さ4 cm未満の礫 (F)、 断面が円形または方形の棒状礫 (G)、 断面が偏

平な棒状礫 (H)、 断面が三角形を呈する棒状礫 (I)

⑨砥石

素材による分類 :平面が (長)楕円の偏平な礫 (A)、 断面が台形または四辺形の棒状の礫 (B)、

断面が方形を呈する直方体の礫(C)、 すべて破損品のため全形はうかがえな

いが厚さ 3、 4 cm以上の両面に平坦面をもつ礫 (D)、 その他 (E)
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① 石鏃

図

Ｎｏ
，

類分
出土地点 熟

＜ｃｍ＞
幅

(cm) 熙
＜ｃｍ＞

聾
０

石  質
破損
状況 考備

基部 茎部 側縁

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

12

13

14

15

16

17

18

19

３

４

５

６

７

８

９

１０

凹

″

″

″

″

″

″

″

″

″

口

凹

″

″

″

″

″

″

″
″
？

平

凹

″
円
？

凹
円

凹

″

″
平

″
凹

？
？

凹

″
″
″
″

″
″
″
平

凹

″
″
″
凸

凹

″
″

″
？

凹
平

無

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

？

。
無

″

″

″

？

・
無

″

″

″

″

″

″

″

有

鉦
朴
？

・
？

。
無

″

″

″

″

″

″

″

″

無

″

″

″

？

。
無

″

″

″

？

４
悪

″

Ⅳ

？

Ⅲ

？

？

Ⅲ

？

Ｖ

Ⅳ

？

Ⅳ

Ｖ

Ⅳ

″

Ｉ

？

Ｖ

″

″

Ⅲ

Ｖ

Ⅳ

″

？

？

Ⅳ

″

Ｖ

？

Ⅳ

Ｖ

Ⅳ

Ⅲ

？

Ⅲ

″

Ｖ

Ⅳ

？

？

？

Ｖ

？

Ｖ

Ⅳ

Ｖ

″

Ⅳ

？

Ⅲ

？

Ⅳ

Ｉ

Ｖ

″

″

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

？

？

Ⅲ

P2

1住

2仁ヒNQ 5

2住 or13住

4住

5住
7住

8住

9住

11住

14住 P3
″P4

15or16住

16住No.1

16住

17住

18住

21住

26住

27住

29住

30准LNQ19
30住

33住

37住

38住

40住

7土
32土

45土NQ l

″NQ 2

97二L

P15
P126
B区検

(1.63)

(2.02)
2.40

2.91

(2.45)

(2.34)

(1.99)

(2.20)

2.05

(1.90)

(1.10)

2.59

2.20

(0.98)

(2.50)

(2.56)

2.57

2.32

2.15

3.02

2.24

1.61

4.00

2.43

(1.37)

(1。 30)

(2.23)

4.82

(1.92)

(2.45)

2.02

2.03

2.29

2.41

1.36

1.89

3.84

(1.90)

(1.81)

(0.96)

(3.96)

(2.19)

(0。 99)

(1.47)

1.91

(1.99)

2.68

(1.72)

(1.84)

1.67

(2.63)

2.35

(1.94)

(1.76)

(2.48)

1.66

1.70

1.91

2.27

3.03

(2.25)

(1.89)

(0.50)

(1.23)

1.43

1.79

(2.15)

(1.60)

(1.48)

1.77

(1.41)

(1.63)

(1.80)

1.93

(1.64)

(1.57)

2.03

(1.39)

(1.37)

(1.47)

1.40

2.17

1.71

2.02

1.52

1.43

(1.22)

1.11

1。 97

1.93

(1.53)

(1.35)

1.52

1.49

(1.45)

1.83

1.14

1。 12

1.70

1.36

(1.40)

(0.89)

(1.97)

(1.50)

(1.04)

1.27

(1.43)

1.68

(1.52)

(0。 97)

(1.47)

1.23

(2.52)

(1.63)

(1.21)

(0。 39)

1.47

1.42

1.15

1.86

1.40

1.69

(1.41)

1.08

0.26

0.35

0.27

1.08

0。 69

0.41

0。 43

1.53

0。 43

0.34

0.31

0.62

0.42

(0.33)

0.41

0.33

0。 30

(0.29)

0。 40

0.33

0.33

0.22

0。 38

0.34

(0.25)

0.31

0.39

0.59

(0.57)

0。 30

0。 42

0.33

0.28

0。 73

0.21

0。 24

0。 70

0.45

1.35

(0.28)

0.61

0:43

0。 16

0.22

0.26

(0.54)

0.47

(0.27)

0.24

0.30

0.68

0。 27

0.25

0.37

0。 36

0.20

0。 26

0。 20

0.41

1.04

0.48

0.24

(0.50)

(0.85)

0.65

3.50

(2.30)

(0。 95)

(0.80)

(1.25)

(0.80)

(0.70)

(0.65)
2.35

(0.80)

(0。 40)

(1.45)

(0.60)

(0.70)

(0.85)

0。 75

1.60

0.85

0.45

0。 85

1.05

(0.40)

(0.45)

(1.95)

5.55

(1.40)

(0.80)

0。 95

0。 75

(0。 60)

3.20

0.25

0.45

2.95

(0.85)

(0。 75)

(0.30)

(5.25)

(1.00)

(0。 15)

(0.30)

(0.55)

(1.45)

(1.40)

(0。 35)

(0.55)

0.45

(3.40)

(0。 70)

(0.50)

(0.65)

(1.10)

0.40

0。 35

0.50

1.00

4.15

(1.10)

(0.50)

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

黒曜石

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

黒曜石

チャー ト

Ｂ

Ｇ

Ｏ

″

Ｂ

″

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｏ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｂ

″

Ｏ

″

″

″

″

″

Ａ

Ｇ

″

Ｆ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｏ

″

″

Ｇ

Ａ

″

Ｏ

Ｆ

Ｄ

Ｏ

″

Ｂ

Ｏ

″

″

Ｃ

Ａ

？

・

未成品

未成品

石槍・破損再加工

未成品

未成品

未成醍

未成品

未成品

未成品

未成品

第 2表 石器一覧表 (縄文時代 )
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図

Ｎｏ
．

分 類
出土地点

さ

ｍ
＞

長
＜ｃ

幅
(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

石 質
損
況

破
状 備 考

基部 茎部 側縁

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

28

29

30

31

32

凹

円

凹

″

″

″

″

″

″
平

凹

″
″
？

凹

″
″
円

無 Ｖ

Ⅳ

Ｖ

Ⅲ

Ⅳ

″

Ｖ

″

″

Ⅳ

″

？
。
Ⅲ

？

Ｖ

″

？

？

Ｖ

Ⅲ

″

B区検

C区検

A区排土

B区排土
C区排土

C区域外東
表採

1.75

1.65

1.71

(1.49)

(2.05)

(1.73)

(2.43)

(1.56)

2.11

(2.27)

(1.68)

(1.82)

2.02

(1.83)

(2.07)

(2.05)

(1.82)

(1.80)

1.80

2.00

(1.76)

1.08

1。 11

1.23

1.15

(0.94)

(1.56)

(1.59)
1.72

(1.57)

(1.49)

1.83

(1.29)

1.13

(1.09)
1.82

(1.27)

(1.33)

(1.25)

1.75

(1.30)

(1.72)

0.40

0.37

0.35

0。 22

0.18

0.29

0。 24

0.33

0.38

0.28

0。 30

0.41

0.29

0.30

0.49

0。 21

0。 27

0.41

0.49

0.33

0.38

0.55

0.55

0.65

(0.35)

(0。 25)

(0.60)

(0.80)

(0.75)

(1.00)

(0.85)

(0。 95)

(0.80)

0.50

(0.50)

(1.30)

(0.45)

(0.55)

(0。 70)

1.30

(0.50)

(1.10)

黒曜石
チャート

黒曜石

チャート

黒曜石

チャート

黒曜石

チャート

黒曜石

∩
∪
　
″

″

Ａ

″

″

″

″

Ｂ

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｏ

Ｂ

Ａ

″

Ｃ

″

Ｏ

Ａ

″

未成品?

未成品

未成品

② 石錐

図

Ｎｏ
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分  類
出土地点 熊

＜ｃｍ＞
中冨

(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

石  質
損
況

破
状 考備

形態 調整

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

棒

つ

棒

″

つ

？

底

ア

″

つ

″

″

″

″

″

？

ら

両

″

″

″

″

片

両

″

″

″

″

″

″

″

″

」
月

1住

2住 or13住

3住

9住

17住

30住

40住

7土
51土

P50
C区検

(2.71)

3.07

2.78

2.85

(2.50)

(2.49)

2.36

(3.59)

2.86

1.72

(1.75)

(2.63)

2.43

(2.50)

(2.75)

(2.57)

2.28

1.19

1.71

1.15

0。 97

1.26

(0.60)

0.89

1.16

0。 94

0。 97

0.88

1.42

1.17

(1.60)

1.74

(1.11)

2.07

0.65

0。 91

0.56

0。 41

0.64

(0。 76)

0.63

0。 70

0。 71

0.30

0.36

0.55

0.67

(0.59)

1.07

(0.69)

0165

(1.55)

3.55

1.30

1.00

(2.00)

(1.75)

1.40

(2.30)

1.30

0.45

(0.55)

(2.25)

1.20

(1.35)

(4.00)

(1.65)

1.95

黒曜石

チャート

黒曜石

錐部端欠

完形

先端欠

頭部欠

完形

先端欠

完形

両端欠

錐部欠

完形

頭部欠
錐部欠

頭部欠

完形

錐部摩耗

錐部摩耗

錐部摩耗
両端錐部

③ ピエス・エスキーユ

図

Ｎｏ
。

分 類
出土地点 熊

＜ｃｍ＞
中冨
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

石 質
破損
状況 備 考

剥離 縁部
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

‐４

・５

Ｉ

Ｈ

Ｉ

″

″

Ｈ

Ｉ

″

″

″

Ｈ

Ｉ

″

″

″

○

　

　

△
　

　

　

　

　

△
　

〇
〇

1住 P2

2住

2住 or13住

″
″
住
住
住

″

2.50
2.21
1.48
1.69
2.18
2.45
2.54
2.08
2.47
2ち 45

1.70
2.67
1.64
1981

1:96

0.89
0.81
0.66
0.50
0:73
0。 97

0.57
0.44
0.58
0.57
0.54
0。 71

0.46
0.75
0.65

黒曜石
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図

Ｎｏ
。

分  類
出土地点

長 さ

(cm)

中冨
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

石 質
破損
状況

備 考
剥剛 縁部

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

″

″

″

″

△

△

　

▽

▽

▽

▽
　
　
△

0

8住
9住

10住 P8
10住

16住

21住
23住
30住

33住

39住
40住

42住

24土
37土
A区検

B区検
C区検

2.57
1.84
2.61
1.56
2。 16

1.29
2.49
2.16
1.61
2.00
1.62
1.91
2.29
0。 77

1.22
1.03
1.07
1.46
1.17
0。 87

1.53
1.17
1.32
1.33
1.72
1.91
1.21
0。 84

1.13
1:78
1.49

3.80
2.35
2.95
1.15
2.95
0.80
6。 10

1.65
1.20

11。 10

3.50
1.35
3.60
1.35
1.25
1.20
1.00
1.35
1.25
0.60
2.40
2.05
1.30
1.55
2.20
2.20
1.40
0.65
1.50
2.90
1.90

黒曜石

チャート

黒曜石

片側縁に使用痕

④ 石匙

⑤ スクレイパー

図

Ｎｏ
。

分 類
出土地点 熊

＜ｃｍ＞
中冨

(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

石 質
破損
状況 備 考

位置 刃部 調整

60

61

62

63

斜
　
？

横

斜

直

　
？
・外

内

片

″
需Ｈ
″

2住

2住 or13住

20二L
A区検

4.03

(6.29)

5.36

3.68

(5。 77)

(7.92)

2.86

(1.34)

1.10

0.68

75

(37.60)

(39。 15)

5。 30

硬砂岩(ホ ル
ソ フ ェル ス )

チ ャー ト

完形

刃部欠
刃端部欠

完形 異形石器

図

ｈ

分 類
出土地点 熟

＜ｃｍ＞
中冨

(cm) 膳
＜ｃｍ＞

幹
０

石  質
破損
状況 考備

刃部 調整 素材

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

66

67

68

69

70

71

72

73

外
直

外

″
直

″
″
？

直
外

内

″
直

外

円
直

外

″
″

″

片

″

″

″
両

片

″
両

″

″
片

″
両

″
片

両

″
片

両

″

縦

″
″

″
横
縦

″
？

″
″
縦

″
横
？
縦
横
？

縦

原
横

1住

2住 P10

2住

3住
5住
6住

7住
8住
9住

10住床
10住

16准LNQ 4

16住

18住床

21住

3.00

4。 13

0.70

3.58

6.54

3.73

5。 26

(3.28)

7.91

(2.34)

3.64

4.65

(9.03)

(1.32)

4。 12

(5。 20)

2.97

(2.10)

(4.57)

(3.84)

1.63

2.00

1.17

2.17

9。 28

3.30

2.20

(7.77)

3.17

(2.30)

1.07

2.39

(5。 79)

(2.76)

3.68

8.63

2.98

1.67

(3.90)

(5.69)

0.79

1.75

0。 25

0。 81

1.00

0.81

1.77

(0。 93)

1。 16

(0.54)

0。 95

0.89

1.16

(0.53)

1.03

0。 77

0。 90

0.50

(1.34)

(0。 71)

3.10

4.05

0.50

6.35

49。 30

3.30

10.35

(30.25)

38.65

(2.55)

1.30

7.90

(72.30)

(1.95)

15。 85

(41.60)

8.50

(1.85)

(24.00)

(16.15)

黒曜石

粘板岩
黒曜石

粘板岩
チャート

黒曜石

粘板岩
黒曜石
チャート

粘板岩
チャート

黒曜石

チャート

完形

片側欠

完形
刃部残片

完形

片側欠
刃部残片

完形
片側欠

完形
片側欠

石錐未成品?

破損部に敲打痕
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図

Ｎｏ
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分 類
出土地点

長 さ

(cm)

中冨
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

石  質
破損
状況

備 考
刃部 調整 素材

21

22

23

24

25

26

27

28

直
外

″
″
直

内
外

″

両

″
片

両
片

″
両
片

横

″
縦

横
縦

横
？
縦

29住

40住

43土

47土

P10
C区検

C区排土

1.77

(3.10)

2.90

4.82

2.90

1.50

(4。 96)

8.40

1.52

(3.08)

2.71

8.30

1。 91

3.00

(5.21)

5。 44

0。 94

(0.56)

0.83

0。 91

0.54

0.53

1.80

1.66

3.95

(4.25)

6.85

41.40

2.85

1.70

(54.65)

88.87

チャート

粘板岩
黒曜石

チャート

粘板岩

完形
刃部残片

完形

片側欠

完形

石匙?

刃部摩耗

⑥ 打製石斧

図

阻

分 類

出土地点 麟
＜ｃｍ＞

中冨
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

質石
使用痕 損

況

寝

伏 備 考
平面 刃部 頭部 胴部 刃部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

78

79

82

83

84

85

86

87

88

89

90

撥

″
？
撥

″
？
？
？
撥

″
？
？
撥

″
分
撥

″
″
″
″
″
″
分
撥

″
分
撥

″
？
？
分
撥

″
？
分
撥

″
分
撥

″
″
？
撥
？
撥
分
？
撥
？
分
？

円
？
？
偏
円
？
偏
？

偏

″
？
？
直
？

円
偏
？
偏

″
円

″
？
偏
円
偏
直
？
直
？

円
？

円

″
？

円
？
？
偏
？

円
偏
？
？
？
直

円

″
″
？

円
？

1住 P3
″ P5
1住

2[ヒNQ22

2住

2住 or13住

5住

6在ヒNQ 7

6住

7住
8在LNQ l
″ NQ 8

9住炉
9住

10住

11住or12住

16tLNQ12

16住

18住

21住

30住

35住

38准主NQ 3

38住

40住

414主 NQ19
″ P5

50土

P30
A区検

C区検

C区検

9.8

(6.9)

(6.6)

(7.4)

(6.5)

(7.5)

(11.0)

(6.2)

(6.0)

(5.5)

(5。 3)

(― )

7.8

(6.3)

15.5

11.4

(8.7)

9。 1

(14.9)
7.9

7.8

(8.8)

10。 7

(6.9)

8.4

14.6

(8.0)

6.0

(5。 2)

(7.1)

(10.3)

(8.1)

8.7

(5。 1)

8.0

(9。 3)

(5。 8)

(9.6)

(6.9)

(6.0)

10.3

(8.0)

(7.4)

(7.8)

(9.6)

8.3

(3.7)

12.3

(4.4)

10。 7

(6.6)

4.4

(4.8)

(4.4)

4.7

5.4

(4:8)

(8.0)

(4.9)

4.5

3.9

(3.9)

(一 )

5.3

(4.1)

5.6

4.6

(3.9)

3.5

7.1

4.3

3.6

(4.6)

5。 1

4.0

4.4

8.6

4.2

4.1

(2.8)

(6.9)

(6.8)

5.8

4.1

(5.0)

5.8

(4.7)

(4.1)

(4.1)

(4。 9)

4.5

5。 7

(3.6)

(4.8)

(3.9)

5。 1

6.0

(5。 3)

4.3

(3.6)

6.2

(5.0)

1.2

(1.5)

(1.2)

1.9

1.5

(1.8)

(3.0)

(1.5)

(1.2)

(0。 7)

(1.4)

(― )

1.7

(1.7)

2.3

1.6

(1.8)

2.2

2.1

1.6

2.0

2.4

1.9

0.9

1.7

2.5

1.5

1.4

(0.8)

(1.6)

(1.6)

1.8

0。 7

(1.5)

1.7

(2.8)

(1.7)

1.3

(1.7)

(1.6)

1.1

(1.2)

(1.5)

(1.2)

1.7

1.6

(1.4)

1.1

(1.4)

1.5

(2.2)

64.2

(59。 1)

(35.5)

(63.1)

(61.4)

(57.2)

(263.5)

(60.0)

(35。 9)

(28.8)

(35.2)

(18.6)

75.6

(61.5)

191.6

96.4

(61.4)

90.7

(254.8)
68.6

68.6

(115.2)
137.1

(28.8)

66.5

365.0

(54.9)

42.2

(11.7)

(77.2)

(110.3)

(110.6)
37.9

(54.3)

82.0

(123.0)

(67.4)

(58.9)

(61.9)

(47.2)

89。 4

(32.8)

(70.7)

(37.4)

(84.1)

87.2

(33.2)

61.2

(27.7)

90.1

(89。 2)

硬砂岩

粘板岩

硬砂岩(ホ ルンフェルス)

硬砂岩
粘板岩
硬砂岩
粘板岩

粘板岩(ホ ルソフェルス)

硬砂岩
安山岩
助岩
硬砂岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

″  (  ″  )

助岩
硬砂岩(ホ ルソフェルス)

″  (  ″  )

粘板岩(ホ ルソフェルス)

粘板岩
砂岩
粘板岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

粘板岩
砂岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

″  (  ″  )
″  (  ″  )

粘板岩
硬砂岩(ホ ルソフェルス)

粘板岩(ホ ルソフェルス)

粘板岩
粘板岩(ホ ルソフェルス)

粘板岩

輝緑凝灰岩
扮岩
粘板岩
砂岩
硬砂岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

硬砂岩
硬砂岩(ホ ルソラェルス)

硬砂岩

○

●

○

○

○
○

○

　

○

　

○

○

○

○

○

○

●

○

　

○

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

Ｏ

Ａ
ｌ

″

Ｂ
３

Ｂ
２

Ａ
ｌ

Ａ
２

Ａ
ｌ

Ｂ
２
″

Ａ
ｌ

Ｅ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ａ
２

０

Ｂ
３
０

″

Ｃ

Ｏ

Ｂ
３
０

″

Ａ
３

Ｂ
２
Ｅ

Ｂ
ｌ

Ａ
２

Ｂ
３
０

Ｃ

Ｄ

Ａ
２

Ｂ
３

Ａ
２

Ｂ
２
０

Ｄ

Ａ
２

Ｅ

Ｂ
３
０

Ｂ
ｌ
Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ａ
２

両端使用

未成品?
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図
Ｎｏ。

分 類

出土地点
長 さ

(cm)

中冨
(cm)

厚 さ

(cm)
聾
０

石 質
使用痕

破損
状況 備 考

平面 刃部 頭部 胴部 刃部

52

53

54

55

56

分
撥
短
撥

″

？

円
直
？

円

C区検
A区排土
C区排土

C区域外東

(5。 9)

(6.9)

(8.7)

(6.2)

12.9

(4.4)

4.9

(4.7)

(4。 2)

6.4

(1.3)

(1.6)

(1.4)

(1.2)

1.7

(47.5)

(62.5)

(77.5)

(27.2)

157.8

輝緑凝灰岩
砂岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

砂岩

硬砂岩(ホ ルソフェルス)

●

●

Ａ
ｌ

Ｂ
２

Ｂ
３
Ｃ

Ｏ

① 磨製石斧

③ 凹・敲・磨石

図
Ｎｏ。

分 類 出土地点
長 さ

(cm)

中冨
(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

質石
破損
状況 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

９６

９７

９８

９９

・００

　

・０．

　

　

・０２

　

・０３

・０４

定角

ノミ

定角

ノミ

定角

4住ml
5[ヒ NQ 6

5住
6住
8住mlo
9住
16住

17住

26住炉 1

A区検

C区検

C区排土

表採

10.0

(7.0)

(6.5)

(2.8)

(6.4)

(― )

(7.1)

(7.6)

4.6

(5。 1)

(5.6)

(4.6)

(5。 7)

(5.5)

(6。 9)

― )(

4.4

5.5

(4.7)

1.5

4.2

4.6

(6.4)

5.2

(2.2)

(3.9)

(3.4)

(5。 4)

(3.9)

(4。 1)

― )(

2.2

(1.9)

1.3

(0.6)

1.5

2.1

(3.4)

2.0

(1.1)

(2.1)

(0。 9)

(2.9)

(0.8)

(0。 9)

167.4

(122.8)

(64.2)

(4.8)

(72.1)

(6.9)

(113.9)

(335.0)

88.7

(15。 6)

(86.3)

(23.1)

(174.3)

(15。 9)

(32.1)

閃緑岩
蛇紋岩

粘板岩(ホ ルソフェルス)

蛇紋岩
砂岩
蛇紋岩

閃緑岩

Ｏ

Ｂ
２

Ａ
３

Ｂ
２

Ｂ
３
Ｅ

Ａ
３

Ｃ

Ａ
ｌ

Ｂ
ｌ

Ａ
．
Ｂ
．
Ｃ

Ｅ

″

未成品

砥石 ?・ 被熱

未成品

図
Ｎｏ．

痕用使
素材 出土地点 熟

＜ｃｍ＞
中冨

(cm) 熙
＜ｃｍ＞

幹
０

石 質 破損状況 考備
凹  部 改子j張 磨面

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

107

108

109

110

111

112

○(2+2)

○(2)
○(2+2)
○(1)
○(2+2)
○(1+1)

○(2+2)
○(2)
○(2)
○(1)
○(2+2)
○(1+1)

○(2+1)
○(1)
○(2+1)
○(2+2)
○(2+2)
○(2+2)

○(1× 3+2)
○(2+2)

○(2+2)
○(1+1)

○(1+1)
○(1)
○(1+1)
○(2+2)
○(2+1)

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

　

○
○

○

○

○

○
○

○

○

　

○

○
　

○

○

○

　

○
　

○

○

○

○

　

○

○

Ｂ

″

？
。
Ｃ

″

″

″

Ｆ

Ｂ

Ｄ

Ｇ

″

Ｃ

″

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｄ

″

Ｃ

Ｇ

Ｃ

Ｇ

Ｃ

″

Ｇ

Ｈ

Ｇ

Ｈ

Ｂ

Ｇ

Ｂ

″

1[LNQ 8
″ NQll
″ P4
″ P5
″ P16
1住
2仁LNQ34
3住M4

5仁LNQ 9

6住
7をLNQ l
″ NQ 2

8住NQ 2

″ NQ 5
″ NQ 7

9[ヒ NQ10
″ 炉
9住

10[ヒ NQ 3

″ NQ 4
″ NQ22
″ NQ26

10住

13住 Pl

14仁ヒNQ 5

15住
16准≧NQ16
″ NQ17

16住

17住 P2

18准LNQ 9
″ NQ17

10.3

13.4

(5.0)

(10.6)
10.8

(7.8)

12.8
10.5

11.8

(9。 8)

13.7

(11.0)

7.6
10.4

10。 9

8。 9

(7.1)

(14。 2)

9.0
13.2
10。 4

9.8

(10.6)

11.7

(6.9)

(6.3)

8.8
15.7

(11.3)

(9.0)

(9.4)

11.3

(9.2)

9.4

9。 2

735
950

(175)

(380)
395

(165)

355
605

970

(340)

945

(365)

196

420

595
820

(285)

(410)

400
450

425

340

(370)

445

(115)

(205)

(305)

345

(195)

( 79)

(245)

790

(176)

500

355

安山岩
石英閃緑岩

砂岩

安山岩
砂岩
安山岩

石英閃緑岩

砂岩

安山岩

石英閃緑岩
砂岩
安山岩

砂岩
安山岩
砂岩

安山岩
砂岩
助岩
砂岩
安山岩

石英閃緑岩
安山岩

完形

両側欠
1/5欠

完形
1/2欠

完形

1/6欠

完形
片側欠
完形

1/2欠

両側欠
完形

1/2欠

完形
2/3欠

1/2欠

ほぼ完形
完形
1/3欠
1/2欠

完形
1/2欠

完形

被熱

被熱

特殊磨石

被熱
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図
Ｎｏ。

痕用使
素材 出土地点

長 さ

(cm)

中冨
(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

石 質 破損状況 備 考
凹 部 改子l張 磨面

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

113

114

115

116

117

118

○(1+1)

○(1)
○(1+1)
○(1)
○(1+3)
○(1+2)
○(1+2)
○(1)
○(2+2)

○(2+2)
○(1+1)
○(2)
○(1)
○(2+2)
○(1)

○(2+1)
○(1)
○(2+2)

○(1)
○(2+1)
○(1+1)
○(1+1)
○(2+4)
○(2+2)
○(1)
○(2+2)
○(1)
○(2+2)

○

○
○
　
○

○
○
○
○
○
○
○
○
　
○
○
○
○
○
　
○
○
○
　
○
　
○
○

○

○ Ｅ

Ｇ

Ｃ

Ｇ

Ａ

Ｄ

Ｇ

″
Ｉ

Ｂ

″

″

″
Ｄ

Ｇ

Ｅ

Ｈ

Ｂ

Ｈ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

″
Ｅ

″
Ｂ

Ｃ

Ｈ

Ａ

Ｃ

Ｉ

Ｂ

Ｃ

″

18住

21住

25住
26住

38[LNQ 4
″ NQ 6

36土
39土
P40
P68
C区検

A区排土
B区排土

C区排土

区域外

7.1

(9.4)

(6.4)

(7.7)
7.2

(6.1)

(8.7)

(14.8)
11.2
12.0

(8.6)
10.8
8.5

13.4

(7.5)

(8.9)

(11.9)
12.2

(10。 1)

(7.9)

(9.5)

(7.2)
10.2
8.0
9。 6

(6.5)

(8.8)

(10。 2)

(15。 6)

10。 1

(10。 2)

11.7
11.8

(12.0)

6.4

(5。 7)

(6.2)

(3.9)

6.1

(7.3)

(5。 0)

3.9
4.6

10。 0

7.5
8.3
8.8
8.0

(3.7)

9。 6

5。 2

8.3

(4。 9)

(7.1)
8.1

(6.8)
8.1
7.7

(8.9)

(6.8)

(8.8)

(5.6)

(15.5)
8。 9

(6.5)
8。 1

8.7

(8.0)

6.2

(4.0)

(3.1)

(2.7)
5.4

(4.2)

(4.1)

(2.8)

3.5
4.7

(4.9)
4.6
4。 1

4.5

(3.1)

(4.6)
2.9
5。 3

(2.7)

(3.5)
4.9

(2.9)
4。 1

5。 3

6.4

(4.1)

(2.2)

(3.3)

(11.9)
3.3

(5。 7)

5.0
3.4

(3.9)

260

(309)

(140)

(104)
251

(229)

(255)

(280)
295
730

(295)

(535)
315
680

(130)

(500)

(230)

675

(170)

(345)

(450)

(230)
400

(355)

(620)

(260)

(245)

(245)

(4100)
435

(570)

590
475

(455)

安山岩
砂岩

硬砂岩
安山岩

砂岩
硬砂岩
砂岩

安山岩

砂岩
緑色凝灰岩

砂岩
安山岩
砂岩
安山岩
砂岩
安山岩

砂岩

石英閃緑岩
砂岩

完形
1/2欠

両側欠

完形
1/2欠

先端欠
完形

1/2欠
1/4欠

完形

2/3欠
1/3欠

先端欠
完形
1/2欠

1/4欠
1/2欠

完形
ほぼ完形
1/5欠
1/2欠

周縁欠
完形
1/2欠

完形

1/3欠

被熱
石棒?

被熱

被熱

被熱

被熱

特殊磨石

③ 石皿

⑩ 砥石

⑪ 研磨礫

図

阻 出土地点 熟
＜ｃｍ＞

中冨
(cm)

厚さ
(cm)

幹
０

石 質 破損状況 備 考

119

120

121

1[ヒ NQ12

24ヒ NQ43

4[ヒ NQ22

5住ヨP12NQ l

C区検

33.9

(19。 7)

(29。 1)

(16.9)

(16.5)

(27.1)

(16.7)

(27.5)

(11.1)

(10.0)

11.4

(8.6)

(10.2)

(5。 3)

(7.8)

(12000)

(2800)

(11500)

(1300)

(1150)

安山岩

石英閃緑岩
砂岩

安山岩

側縁欠
3/4欠

1/4欠

残片

被熱

図
Ｎｏ。

素 材 砥 面 出土地点 熟
ｍ

幅
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

石 質 破損状況 備 考

122

123

Ｂ

　
″

3 10住

17[LNQ 2

(12.3)

(31.3)

(8.7)

11.3

(6.4)

5.8

(745)

(3150)

砂岩 1/3欠

ほぼ完形 被熱

No.
図
Ｎｏ。

出土地点
長 さ

(cm)

幅
(cm) 熙

＜ｃｍ＞
幹
０

石 質 破損状況 備  考

124

125

2住 or13住

B区検

7.34

4.59

2.68

1.21

94.18

20。 75

閃緑岩
蛇紋岩

霧
″
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出土地点 種 類 熊
＜ｃｍ＞

中冨
(cm)

厚さ
(cm)

襲
０

部位 芯棒痕 主な文様 施文技法・調整 備 考

1 4LNQ14 耳飾 り

2准主NQ l 土偶 75。 7 頭 沈線 後頭部に5孔

″ NQ 2 39。 1 右 足 指表現

″ NQ 3 117.7 渦巻文 沈線

″ No.7 89.9 右足?

2住 or13住 15。 7 片足

2.7 95.6 左腕 渦巻文 沈線

5住 15。 7 右足

6住 40。 2 片 足 底部に木葉痕

8住 104.3 左 足 J字文

9住 or26住 2.8 68.5 沈線・刺突 腰部に隆帯・刺
突

63.0

土製円盤 穿孔 (片面)

10住 土偶 2.7 足 刺突

11住 NQ 4 142.9 J字文・渦巻文 沈線

18住 54.5

21住 52.5 右足 沈線

右足 ?

23住 107.8 J字文 沈線

13.0 片 足

26住NQ l 土鈴? 35。 8 沈線・刺突 約2/3破損、土器
l巴11?

33住NQ54 土偶 28.2 沈線

40住 No.1 116.8 J字文・渦巻文

40住 土製円盤 26.5 景J離 完形

41住 15。 9 景J離→研磨 ″ ,土師器?

C区 トレン
チ

匙形土製 13.0 頭部破損

A区検 土偶 52.7 頭 ダブル・ハの字
文

沈線

130.7 J字文・渦巻文

C区検 3.7 21。 4 左足

土製円盤 20.8 景J離 穿孔 (両面)

C区域外東 土偶 11.0 11.8 470 月同・
右足

正中線対称孤刻
文
渦巻文

沈線 31～ 33は同一住
居内

4.3 55。 2 対称孤刻文 沈線・押引刺
突

40。 9 片 足 沈線

第 3表 土製品一覧表 (縄文時代 ) 寸法は現存値。単位 :cmO g
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

7住

杯Ala □縁1/10

橙褐色
白色・赤褐色

雲母砂粒

□縁ヨコナデ、体部横ケズリ→縦ミガキ 7-2
74庄 SE

良 好 口縁ヨコナデ、体部横ハケメ→縦ミガキ

7住

杯A2a □縁1/8

淡橙褐色

内面淡黒色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ、体部ナデ 7-1
7住NW

□縁ヨコナデ、体部ナデ→粗な横ミガキ
良 好

7住
高 杯

杯A2
□縁1/10

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ハケメ→斜ミガキ 7-4
7住NW

良 好 □縁ヨコナデ、横ハケメ→斜ミガキ

7住
高 杯

杯A2
□縁1/8

淡橙褐色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

口縁ヨコナデ、縦ハケメ→縦ミガキ 7-3
7住 SE4

良 好 □縁ヨコナデ、斜ハケメ→縦ミガキ

7住
杯

Ｂ

昔同
脚

橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

縦ミガキ 7-7
7住 SE

良 好 横ハケメ→ナデ

7住
高 杯

脚Bl 底部1/4

暗褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

斜ハケメ→縦・斜ハケメ 7-5
7住 SE

良 好 ナ デ

7住
高 杯

脚Bl 底部1/2

淡黄褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

端部ヨコナデ→縦ミガキ 7-6
7住 SW

良 好 横ハケメ・ナデ

7住

増 □縁1/5

淡橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ→太いナデ→縦ミガキ 7-8
7住 SE８

一
９８

良 好 □縁ヨコナデ→斜ミガキ

7住

壺  A □縁1/12

淡黄褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ→雑な縦ミガキ 7-10
7住 SE

良 好 口縁ヨコナデ→横～斜ミガキ、胴部ナデ

7住

甕 口縁1/12

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁強いヨコナデ 7-9
7住 SE

良 好 □縁ヨコナデ、胴部ナデ

7住

ミニチュア 底部1/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

ナデ・オサエ 7-H

良 好 ナデ・オサエ

H住
須恵器

腺
□縁1/8

暗灰色

緻 密

ロクロナデ→波状文 H-10
HttP 6

良 好 ロクロナデ

11住
頁恵器

椀
□縁1/4

暗灰色
白色砂粒少量

緻 密

ロクロナデ→波状文 H-11
HttP l

良 好 ロクロナデ

H住

杯Bl □縁1/7

橙茶褐色
白色・褐色微

細粒

□縁ヨコナデ、マメツ 11-3

11イ主SE
良 好 口縁ヨコナデ→縦ミガキ

H住

杯B2 口縁1/2

暗茶褐色

白色微～細粒

口縁ヨコナデ、体部斜ケズリ・ナデ 11-8

11住No_1
良 好 □縁ヨコナデ、斜め板ナデ

第 4表 土器観察表 (古墳時代 )
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 歎
正 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

H住

杯A2a 口縁1/8

橙茶褐色
白色・白灰色

微～細粒

□縁ヨコナデ、マメツ 11-5
11住 Pl

良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

H住

杯Ala
□縁一部欠

底部完

暗茶褐色
白色 0茶褐色

微～細粒

□縁ヨコナデ、体部ナデ、底部板ナデ H-7
HttNo.1

良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ

11住

増 口縁一部残

橙茶褐色 白色・白灰色

微～細粒、褐

色粗粒

□縁ヨコナデ、マメツ H-4
11住 SE

良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

H住
高 杯

杯Bl
□縁1/8

茶褐色

白色微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 11-2

11住NE
被熱黒変

良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

11住
杯

Ｂ

吉同
脚

底部1/6

橙茶褐色
白色・茶褐色

微～細粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 11-1

11住フ
良 好 柱部板ナデ、開脚部ハケメ

11住

小形甕 口縁1/3

暗茶褐色

白色微～細粒

口縁ヨコナデ、胴部横の板ナデ 11-6

11住No.3

良 好 □縁ヨヨナデ、胴部斜の板ナデ

11住

甕
□縁1/3

底部完

26.4 暗茶褐色
白色・白灰色

微～粗粒

口縁ヨコナデ、胴部斜の雑なケズリ 11-9

HttNo。 2
良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ

16住
須恵器

蓋

口縁1/3

底部1/2

(3.8) 青灰色
白色砂粒少量

緻  密

ロクロナデ、天丼部回転ケズリ 16-27

16住No.7、  Pl
良 好 ロクロナデ、仕上げナデ

16住
須恵器

椀
□縁1/8

黒灰色
白色・暗灰色

微粒

ロクロナデ、波状文 16-1

16住 911018
良 好 ロクロナデ

16住

杯A3
□縁1/4

底部1/3

橙褐色 白色 ?赤褐色

石英・雲母砂

粒

体部ミガキマメツ、底部ケズリ→ミガキ 16-13

16住フク土
良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

16住

杯Ala □縁2/3

橙褐色
白色・雲母微

粒

□縁ヨコナデ、ナデ→横ミガキ 16-14

16住フク土
良 好 口縁ヨコナデ→横ミガキ、体部ハケメ→縦ミガキ

16住
高 杯

杯Cl
□縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

上半縦ハケメ→ミガキ、下半ナデ→ミガキ 16-17

16住フク土18.4
良 好 □縁横ミガキ、体部斜ミガキ

16住

杯Alc □縁1/5

橙褐色 白色・赤褐色

雲母・石英微

粒

□縁強いヨコナデ、ナデ 16-15

16住フク土
良 好 斜のハケメ→縦ミガキ

16住

杯A2a 底部完

橙褐色

内黒?

白色・赤褐色

雲母・石英砂

粒

体部ナデ、底部ケズリ→ナデ 16-16

16住No.509
ハケメ→斜のミガキ

良 好

16住
高 杯

杯A2
□縁1/12

赤 彩
白色・赤褐色

雲母砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 16-24

16住No.8

良 好 稜上縦ミガキ、同下横ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 口 径

図 底 径
焼 成 内 面

16住
高 杯

杯A2
回縁2/3

淡橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 16-23

16住 No。 90H31

99

20.0
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

16住
高 杯

杯A2
□縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、斜ハケメ→縦ミガキ 16-18

16住フク土32

99
良 好 □縁ヨコナデ、斜ハケメ→縦ミガキ

16住
高 杯

杯A2
□縁1/4

橙 色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

口縁ヨコナデ、斜ハケメ→縦ミガキ 16-21

16住フク土33

99
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

16住
高 杯

杯A2
□縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ、稜下ハケメ→一部ミガキ 16-20

16住No.634

99
良 好 口縁ヨコナデ、斜のミガキ

16住
高 杯

杯A2
□縁3/4

橙 色
白色 0赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ、稜下ハケメ→ミガキ 16-22

16住 No.635

99
良 好 □縁ヨコナデ、横ミガキ

16住
高 杯

杯A2 □縁1/3

淡黄褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 16-19

16住カマ ドNo。 136

99
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

16住

37
高 杯

脚B2

淡黄褐色

良 好

白色・赤褐色

石英砂粒

ハケメ→縦ミガキ

杯部縦ミガキ、脚部シボリ→横ケズリ

16-25

16住No.10

16住
高杯

杯AttB l
底部1/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ハケメ→縦ミガキ 16-26

16住カマ ド外
良 好 杯部横ハケメ→ミガキ、脚部シボリ→ナデ

16住

小型丸底培 回縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ→ナデ 16-7
16住フク土

３ ９

一

９ ９
良 好 口縁ヨヨナデ→ナデ

16住

増 □縁1/8

淡黄褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 16-9
16住南東40

良 好 横～斜ミガキ

16住

増 □縁1/8

淡黄褐色
白色 0赤褐色

石英微粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ 16-8

16住南東41

99
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ

16住

増 □縁1/10

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ 16-10

16住フク土42

99

10.8
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ、胴部ナデ

16住

壷Bl □縁1/12

黄褐色 白色・赤褐色

石英 0雲母砂

粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ 16-12

16住フク土43

99
良 好 口縁ヨコナデ→縦ミガキ

16住

壷Bl 回縁1/10

橙褐色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

縦ミガキ 16711

16住北西44

99

14.8
良 好 縦ミガキ

16住

十里

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

斜ハケメ→斜ミガキ 16-2

16住 No.6、 カマドNol45

99
良 好 胴部オサエ→横ハケメ→頸部ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

16住

小形甕 □縁1/2

(10.0) 橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、胴部ハケメ→ナデ、底部ケズリ 16-6
16住NQ6、 カマドNo2

良 好 口縁ヨコナデ、斜ナデ

16住

甕
□縁完

底部1/3

27.7 橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、胴上半横ハケメ・下半ケズリ 16-3

16住カマドNo2・ 4

胴部にスス付着
良 好 口縁ヨコナデ、胴上半工具ナデ・下半横ハケメ

16住

甕 底部完

橙褐色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

胴部ナデ→一部ミガキ状、底部ケズリ 16-4

16住No.6、 カマド外
良 好 指圧痕→工具ナデ

16住

甑 底部1/2

橙褐色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

縦ミガキ 16-5

16住No.5

良 好 斜ミガキ

18住
須恵器

蓋
回縁一部

暗黄灰色

淡褐色微粒

ロクロナデ、天丼部回転ケズリ 18-24

18住上層～中層
やや軟質 ロクロナデ

18住

杯 C
□縁5/6

底部完

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、体部ナデ、底部ケズリ→ナデ 18-2

18住 No。 14

摩滅

12.2

6.4
良 好 口縁ヨコナデ、ミガキ状のナデ

18住

杯A2a
□縁1/4

底部2/3

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、体部ミガキ、底部ケズリ→ナデ 18-3

18住NQ6・ 8

摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、ミガキ

18住

杯B2
□縁1/3

底部完

暗橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、体部ミガキ ?、 底部ケズリ? 18-1

18住フク土

外面摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、ハケメ?→縦ミガキ

18住

杯A2a
□縁1/2

底部1/2

淡黄褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、体部ミガキ ?、 底部ケズリ? 18-4
18住No.13

外面摩滅

13.4
良 好 □縁ヨコナデ、横・斜ミガキ

18住

杯A2a
□縁2/3

底部完

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、体部ミガキ ?、 底部ケズリ? 18-6

18住Pl、 フク土

外面摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、横・斜ミガキ

18住

杯Alc
□縁1/10

底部1/2

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、ハケメ→ミガキ ?、 底部ケズリ? 18-5
18住

摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ?

18住

57 杯Ala
□縁2/3

底部完

6.8

16.6

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

体部ナデ→ミガキ、底部ケズリ→ナデ 18-7

18住No.1

良 好 □縁ヨコナデ、横・斜ミガキ

18住
高 杯

杯A2
□縁4/5

淡橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-12

18住 No。 12

良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

18住
高 杯

杯A2
□縁1/3

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

微粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ、稜下ケズリ→ミガキ 18-9

18住No.11

良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

18住
高 杯

杯A3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 18-13

18住No.6・ 7、 フクド
良 好 縦ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器

図

口 径

底 径
焼 成 内 面

18住

高 杯

橙褐色

良 好

白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 18-14

18住
杯部細かい縦ミガキ、脚部シボリ・ナデ

18住
高 杯

杯A2
口縁1/3

橙褐色

良 好

白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-10

18住
口縁ヨコナデ、縦・斜ミガキ

100

18住
高 杯

杯A2 □縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-H
18住

良 好 口縁ヨコナデ、横・斜ミガキ

18住
高 杯

脚B2

橙褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

稜上 :太いケズリ状ミガキ、稜下 :斜 ミガキ 18-21

18住上～下層64

101
良 好 シボリ、ナデ

18住
高 杯

脚

暗橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 18-15

18住
良 好 ナ デ

18住

壷 ? 底部1/4

橙 色
白色・赤褐色

石英砂粒

ケズリ→ミガキ 18-16

18住フク土66

101
良 好 ナデ・板ナデ

18住

壷  A □縁1/4

赤褐色 白色・暗灰色

赤褐色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-19

18住フク土67

101
良 好 □縁ヨコナデ、横ミガキ、胴部工具ナデ

18住

壷Bl □縁1/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-17

18住68

101
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

18住

壺Bl □縁1/10

淡橙色 白色・暗灰色

赤褐色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 18-18

18住69

101
良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

18住

甑 底部4/5

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 18-23

18住フク土70

101
良 好 横～斜ミガキ、底部横ケズリ

18住

71 甕 口縁1/2

黄褐色

良 好

白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、板ナデ

□縁ヨコナデ、ナデ

18-20

18住

18住

甕 □縁1/6

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、ナデ 18-22

18住72

101
良 好 口縁ヨコナデ、ナデ

18住

小形甕 □縁1/2

淡橙褐色 白色・赤褐色

石英・雲母砂

粒

口縁ヨコナデ、ナデ 18-8

18住 フク土73

101
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ

19住

杯 C □縁1/3

橙褐色
白色 0灰 白色

微～細粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ 19-2

19住No.274

101
良 好 口縁ヨコナデ、横ミガキ

19住

杯Alb □縁1/12

橙褐色
白色・灰白色

褐色微～細粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ 19-6

19住

内外面摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、横ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

19住
高 杯

杯A2
□縁1/2

明褐色
白色・灰白色

褐色微～細粒

□縁ヨコナデ、稜上 :斜 ミガキ、稜下 :ハケメ 19-4

19僣iNo.4

内外摩滅

24.8
良 好 □縁ヨコナデ、稜上 :横 ミガキ、稜下 :ハケメ

19住
高 杯

杯A2
口縁1/4

橙褐色 白色微～細粒

白灰色・褐色

微～粗粒

口縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ 19-3

19住No.304
良 好 □縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ

19住
杯

Ｂ

古同
脚

橙褐色

白色微～細粒

縦ミガキ 19-5

19住

外面摩滅
良 好 杯部 :縦 ミガキ、脚部 :横の工具ナデ

19住

壼Bl □縁1/8

橙褐色
白色・灰白色

微～細粒

□縁ヨコナデ、ナデ 19-1

19住NE
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ

19住

甕 □縁1/5

褐 色 白色微～粗粒

白灰色微～細

粒

口縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ 19-7

19住NE18.4
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ

19住

甕

橙褐色 白色・灰白色

暗褐色微～細

粒

(不明) 19-8

19住No。 1

内外面摩滅
良 好 ナデ 0工具ナデ

20住

杯 底部ほぼ完

黒～暗褐色

淡褐色微粒

縦ミガキ 20-3

20住

外面摩滅
良 好 縦ミガキ

20住
高 杯

脚

暗黄褐色
淡褐色粗粒・

赤褐色微粒

斜ミガキ 20-2

20住
良 好 上部ケズリ、横バケメ・ナデ

20住
高 杯

杯AttB l

褐 色

淡褐色微粒

縦ミガキ 20-1

20住
良 好 杯部 :縦 ミガキ、脚部 :シボリ・ナデ

28住
高 杯

杯A2
□縁1/4

橙褐色
白色 0暗 白色

赤褐色砂粒

口縁ヨコナデ、ヨコナデ→縦ミガキ 28-1

28住

内外面摩滅、剥離
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

28住

〓亜 底部1/4

暗褐色
白色・石英・

赤褐色砂粒

ナデ→縦ミガキ 28-2

28住フク土
良 好 ナデ・工具ナデ

29住

甑 ? 底部1/4

橙褐色

白色微～細粒

ナデ・工具ナデ 29-1

29住

外面摩滅
良 好 ナデ・工具ナデ

34住
？

部

杯昔同
杯

回縁1/6

暗褐色
淡褐色微～細

粒

口縁ヨコナデ、細かい横～斜ミガキ 34-2

34住床
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

34住
高 杯

杯Al
□縁2/3

暗～黒褐色

淡褐色微粒

□縁ヨコナデ、横～斜ハケメ→縦ミガキ 34-5

34住
良 好 口縁ヨコナデ、稜上 :縦 ミガキ、稜下 :横ミガキ

34住
高 杯

杯A2
□縁1/6

濃橙褐色
淡褐色微粒・

褐色細～砂粒

□縁ヨコナデ、斜ミガキ 34-4

山影A区
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

34住

杯Alb □縁1/6

暗橙褐色
灰色微粒・褐

色微～粗粒

□縁ヨコナデ、体部ナデ 34-3
34住

内面部分剥離
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、縦ミガキ

34住

小形甕 口縁一部

暗褐色
灰褐色微～細

粒・石英微粒

口縁ヨコナデ、ナデ 34-1

34住No.10、 P2
良 好 □縁ヨコナデ、頸部横ハケメ、胴部指オサエ

30住

杯Bl ほぼ完

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ、底部ケズリ→体部横～斜ミガキ 30-1

30住No_1
良 好 口縁ヨコナデ→横ミガキ、縦～斜ミガキ

30住

杯A2a □縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ→横ミガキ、縦ミガキ 30-2

30住
良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ→横～斜ミガキ

30住

杯Bl 口縁1/5

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

微粒

口縁ヨコナデ、横ミガキ 30-4

30住
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

30住

杯A3 □縁1/4

暗橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ 30-3

30住北東

内外面摩滅
良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ

30住

わ卜A2a
口縁3/4

底部完

7.5 淡黄褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、上半横・下半縦～斜ミガキ 30-5

30住 No。 10・ 14、 南東
良 好 回縁ヨコナデ→斜ミガキ、縦ミガキ

30住
高 杯

杯A3
□縁1/4

淡橙褐色
白色・赤褐色

雲母砂粒

縦ハケメ→稜上縦・稜下横～斜ミガキ 30-15

30住 No。 4
良 好 縦～斜ミガキ

30住
高 杯

脚Bl
底部1/4

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色微粒

稜上 :縦 ミガキ,稜下 :斜 ミガキ 30-16

30住南東
良 好 上半 :横ケズリ、下半 :横ハケメ→工具ナデ

30住
高 杯

脚B2
底部1/3

黒褐色
白色・赤褐色

雲母砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 30-17

30住北東
良 好 端部ヨコナデ・爪状圧痕、横ケズリ

30住
高 杯

杯 A2脚 Bl
ほぼ完

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

杯部縦ミガキ→横ミガキ、脚部縦～斜ミガキ 30-18

30住 No.22・ 24
良 好 杯部斜ミガキ、脚部上シボリ・下ハケメ→ナデ

30住

小型丸底増 一九

淡橙褐色 白色・暗灰色

雲母・石英微

粒

口縁ヨコナデ、胴部ナデ・工具ナデ、底部ケズリ 30-6

30住 No。 9
良 好 口縁ヨコナデ→工具ナデ、胴部ナデ

102

30住

小型丸底増
□縁4/5

底部完

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、胴部ハケメ→ナデ、底部ケズリ 30-7

30住 No。25

回縁外面沈線状
良 好 □縁ヨコナデ→工具ナデ、胴部ナデ

30住

小型丸底増

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

ナ デ 30-8

30住 SW、 北西
良 好 頸部シボリ→工具ナデ、ナデ

30住

増 □縁1/4

橙褐色
白色 0赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ→横ミガキ→縦ミガキ 30-H
30住北東

良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、頸部シボリ・ナデ

-67-



番号 器  種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

30住

増 口縁1/12

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

微粒

口縁・胴部上縦ミガキ、胴部下横ミガキ 30-9

30住

口縁外面摩滅
良 好 □縁縦～斜ミガキ、胴部指オサエ・ナデ

30住

増 □縁1/5

橙褐色
白色 0赤褐色

石英微粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ 30-12

30住南北 トレ

41住 と混同?
良 好 □縁ヨコナデ→縦～斜ミガキ、頸部ナデ

30住

増 口縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

口縁縦ミガキ、胴部斜ミガキ 30-10

30住北東
良 好

30住

腺 □縁1/4

淡橙褐色
石英・白色微

粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ 30-14

30住
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ

30住

醜 口縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

雲母砂粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ 30-13

30住 No。 11

良 好 □縁ヨコナデ→斜ミガキ

30住

小形甕 □縁1/3

淡橙色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

口縁ヨコナデ、ナデ 30-20

30住No.6
良 好 □縁ヨコナデ、斜ハケメ→ナデ

30住

壷B2 □縁1/4

淡橙色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ→横ミガキ 30-19

30住 No。 13
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ

30住

ミニチュア 底部1/2

淡黄褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

ナデ、底面に圧痕 30-21

30住南東

縄文 ?
良 好 ナ デ

32住

杯Alb □縁1/2

暗褐色
淡褐色・雲母

微粒

□縁ヨコナデ、工具ナデ 32-2
32住

良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

32住
杯

Ｂ

昔同
脚

暗褐色

淡褐色微粒

上部ハケメ、下部ナデ 32-4
32住No.8

良 好 杯部ミガキ、脚部シボリ→工具ナデ

32住

小型丸底増
口縁1/2

底部完

黒褐色
雲母・灰色微

粒

口縁ヨコナデ、胴部ナデ、底部工具ナデ 32-1

32住NQ l

良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

32住

小型丸底増

暗橙褐色
白色微～粗粒

灰白色細粒

□縁ヨコナデ、胴部ミガキ、底部ケズリ 32-7

32住 No。 14

外面摩滅、歪み
良 好 □縁ヨコナデ→工具ナデ、指オサエ・ナデ

32住

小型丸底増
□縁一部

底部1/2

暗黄褐色
淡褐色 0雲母

微粒

□縁ヨコナデ、胴部ナデ、底部ケズリ 32-3

32住No.2
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

32住

増 回縁1/4

暗黄褐色
灰色・褐色微

～粗粒

□縁ヨコナデ 32-5

32住No.9

内外面摩滅
良 好 口縁ヨコナデ

32住

甕
回縁1/12

底部1/2

淡灰褐色
白色 0暗灰色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、胴部ナデ、底部ケズリ→ナデ 32-6

32住 No。 7、 フ15.4
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 敷
正 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

33住

杯Alb □縁1/4

暗褐色

淡褐色微粒

口縁ヨコナデ→横ミガキ、体部斜ミガキ 33-17

33住Pl
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、体部斜ミガキ

33住

存卜A2a □縁1/5

褐 色
雲母・淡褐色

微～砂粒

口縁ヨコナデ→横ミガキ、体部下半斜ミガキ 33-1

33住 No。47
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、体部下半斜ミガキ

33住

杯  C □縁1/4

暗褐色
淡褐色微～細

粒

□縁ヨコナデ、体部斜ミガキ、底部ケズリ状ナデ 33-2

33住 No。 8
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ、黒色処理?

103

33住
杯

A la?
□縁1/4

暗褐色

淡褐色微粒

□縁ヨコナデ、体部ナデ、底部ケズリ 33-19

33住東半
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ

33住

杯A2a 口縁1/3

暗褐色

灰色微～細粒

□縁ヨコナデ、休部ナデ・指オサエ、底部ケズリ 33-16

33住東半
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ・ナデ

33住

市卜Alb
□縁1/4

底部1/2

暗～黒褐色
長石・灰色微

～砂粒

□縁ヨコナデ、工具ナデ・指オサエ、底部ケズリ 33-15

33住西半

歪み
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ・ナデ

33住
高 杯

杯A2
□縁1/3

暗褐色 雲母・灰色微

粒・褐色微～

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 33-3

33住No.5
良 好 回縁ヨヨナデ、縦ミガキ

33住
高 杯

杯A2
口縁1/3

黒～褐色 石英微粒・灰

色・褐色微～

細粒

口縁ヨコナデ、斜ミガキ 33-7

33住No.35
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

33住
高 杯

杯Al
□縁1/2

褐 色 石英粗粒・灰

色砂粒・褐色

粗粒

□縁ヨコナデ、斜ミガキ→横ミガキ 33-4

33住 No。 17

内面剥離多い
良 好 □縁ヨコナデ、ハケメ→ナデ

33住
高 杯

杯 A2脚 A2

口縁1/3

底部1/6

暗橙褐色 雲母・淡褐色

赤褐色微～細

粒

端部ヨコナデ、縦～斜ミガキ、接合部ハケメ 33二 13

33住P4
良 好 杯部縦ミガキ、脚部上横ケズリ・下斜ハケメ

33住
高 杯

杯 Al脚 A2

□縁1/3

底部7/8

褐 色
雲母 0灰色・

褐色微～細粒

杯部横 0脚部縦ミガキ、接合部ハケメ 33-11

33住 No。 15。 20・ 23

25
良 好 端部ヨコナデ、杯部横ミガキ、脚部横～斜ハケメ

33住
高 杯

脚Al 底部一部欠

暗褐色
雲母・灰色微

粒

端部ヨコナデ→縦ミガキ、接合部ハケメ 33-5

33住 No.18
良 好 端部ヨコナデ→横ハケメ 0板ナデ

33住
高 杯

脚B2 底部1/3

橙褐色
灰色・褐色微

～細粒

端部ヨコナデ→縦～斜ミガキ 33-10

33住No.46
良 好 上部シボリ・横ケズリ、下部ハケメ

33住
高 杯

脚A2 底部一部

黒褐色
雲母・灰色微

粒

端部ヨコナデ→縦ミガキ 33-9

33住No.69

103
良 好 上部シボリ,ナデ、下部横ハケメ

33住

小型丸底増 一九

橙褐色
白色・灰色微

～粗粒

□縁ヨコナデ、縦ハケメ、底部ケズリ→ハケメ 33-24

33住 No。 10

わずかに歪み
良 好 □縁板ナデ→斜ミガキ、胴部ハケメ、板ナデ
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番号 器  種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

33住

小型丸底増

褐 色
雲母・淡褐色

微粒

ナデ・底部ケズリ 33-20

33住No.27136
良 好 指オサエ・ナデ

33住

小型丸底増 底部完

暗褐色

灰色微～砂粒

ナデ・底部ケズリ 33-22

33住
良 好 ナ デ

33住

増 □縁完

暗橙褐色
雲母・灰色微

～砂粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ、胴部横ミガキ 33-14

33住138

103
良 好 □縁横ミガキ、頸部指オサエ、胴部工具ナデ

33住

腺

褐 色
雲母・淡褐色

微粒

胴上部縦ミガキ・下部ナデ、底部ケズリ 33-21

33住西半

月同書部に 1子L
良 好 頸部シボリ、胴部ナデ

33住

壺Bl □縁1/4

暗黄褐色
石英微粒・灰

色細粒

口縁ヨコナデ→斜ミガキ、頸部縦ミガキ 33-23

33住西半
良 好 □縁ヨコナデ、頸部上横ミガキ、他はナデ

33住

壷Bl □縁1/6

褐 色

灰色微～細粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ、頸部縦ミガキ 33-6

33住
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、胴部工具ナデ

33住

小形甕 □縁2/3

黒褐色
長石・灰色微

～細粒

口縁ヨコナデ、ナデ 33-18

33住No.55

良 好 口縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ

33住

小形甕
□縁一部

底部ほぼ完

暗～黒褐色

灰色微～細粒

□縁ヨコナデ、胴部斜ハケメ、底部ケズリ 33-12

33住No.26143
良 好 □縁ヨコナデ、胴部上板ナデ・下ハケメ

33住

甕
□縁1/3

底部完

暗～黒褐色
灰色・褐色微

～砂粒

口縁ヨコナデ、胴部斜ハケメ→ナデ、底部ケズリ 33-25

33住144
良 好 □縁ヨコナデ、胴部上板ナデ・下ハケメ

33住

甕 □縁1/2

暗褐色
長石・灰色細

粒

口縁ヨコナデ、胴部斜の板ナデ 33-8

33住 No。 21・ 24
良 好 □縁ヨコナデ、頸部指オサエ、胴部横の板ナデ

35住

杯Ala □縁1/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、指オサエ・ナデ 35-5
35住フ146

良 好 口縁ヨコナデ、ナデ

35住
高 杯

杯A2
□縁4/5

淡橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 35-4

35住 No。 1

良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

35住
高 杯

杯A2
□縁ほぼ完

暗橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁・稜部ヨコナデ、横～斜 ミガキ 35-3

35住No.2148
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

35住
高 杯

杯A2
□縁1/8

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 35-1

35住No.4
良 好 □縁ヨコナデ、ハケメ→横～斜ミガキ

35住
高 杯

脚Bl

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

縦ミガキ 35-2

35住フ
良 好 杯部ミガキ、脚部シボリ・横の工具ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 敷
正 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 口 径
内 面

図 底 径

35住

甕 □縁1/4

淡褐色
白色・暗灰色

石英砂粒

□縁ハケメ→ヨコナデ、胴部横ハケメ 35-7

35住No.7

良 好 □縁ヨコナデ、胴部ナデ 0工具ナデ

35住

小形甕 □縁1/4

橙褐色
白色 0暗灰色

雲母砂粒

口縁ヨコナデ、胴部斜ミガキ 35-6

35住フ
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、胴部縦ミガキ

104

37住

杯Bl 口縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色微粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ、底部ケズリ→ミガキ 37-4

37住 No。 1、 フ153

104
良 好 口縁ヨコナデ、ハケメ→横ん斜ミガキ

37住

杯A2b □縁1/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ、底部ケズリ→ミガキ 37-2

37住フ
良 好 口縁ヨコナデ、横ミガキ

104

37住

杯A2a □縁1/5

橙褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、ハケメ→ナデ 37-3

37住フ
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

37住

杯A3 □縁1/4

淡橙褐色
白色・赤褐色

雲母砂粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ 37-1

37住P8
良 好 口縁ヨコナデ、横ミガキ

37住

杯Alc □縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ハケメ→ナデ 37-H
37住フ

良 好 □縁ヨコナデ、横ハケメ

37住
高 杯

杯A2
□縁1/8

淡橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 37-5

37住NQ1818.4
良 好 口縁ヨコナデ、横ミガキ

37住
高 杯

杯A2
□縁1/8

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 37-6
37住

内面摩滅
良 好 □縁ヨヨナデ、横ミガキ

37住
高 杯

杯Cl
□縁3/4

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・雲母

砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 37-8
37住No.8019

フク土
良 好 口縁ヨコナデ→横ミガキ、縦ミガキ

104

37住
高 杯

杯A2
□縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 37-7
37住No_1、 フク土

内外面スス
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

37住

増 口縁1/2

淡橙色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ、胴部縦ミガキ 37-9

37住
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ、胴部ナデ・工具ナデ

37住

無頸壺 口縁1/4

暗褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ 37-10

37住

外面摩滅
良 好 口縁ヨコナデ、ナデ・指オサエ

37住

杯A2a 口縁1/4

淡橙褐色
白色・暗灰色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、ナデ 37-13

37住No.11

良 好 口縁ヨコナデ、工具ナデ

37住

甕 □縁1/2

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦の工具ナデ 37-14

37住NQ l165
良 好 □縁ヨコナデ、横の板ナデ・斜ハケメ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

37住

小形甕
口縁1/3

底部完

暗～橙褐色
白色・石英・

雲母砂粒

□縁ヨコナデ、胴部工具ナデ→ナデ、底部ケズリ 37-15

37住 No。 15。 21
良 好 □縁ヨコナデ、胴部工具ナデ・ナデ

37住

甑 ほぼ完

25.5 褐 色
淡褐色・灰色

微～細粒

□縁ヨコナデ→ナデ、胴部ハケメ、底部ケズリ 37-17

37住No_9

孔部楕円、歪み

26.6
良 好 □縁ヨコナデ、横の板ナデ、底部ケズリ

37住

壺Bl 回縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

口縁ヨコナデ→横ミガキ、頸部ハケメ→縦ミガキ 37-12

37住 No。 9
良 好 口縁ヨコナデ、横～斜ミガキ、

37住

ミニチュア 底部1/4

淡黄色
白色・赤褐色

石英砂粒

ナデ 37-16

37住 No。 4
良 好 ナデ

38住
高 杯

脚A2 底部1/5

褐 色
白色・灰白色

微粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 38-1

38住170
良 好 端部ヨコナデ、ナデ

38住
高 杯

脚A2 底部1/6

赤橙褐色

白色微～細粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 38-2

38住
良 好 端部ヨコナデ、工具ナデ

40住

杯  D
□縁一部

底部完

褐～橙褐色

白色微～細粒

□縁ヨコナデ、ナデ 40-10

40住No.H

成形粗雑
良 好 口縁ヨコナデ、横の工具ナデ

40住

杯A2b
口縁1/2

底部完

褐～暗褐色
白色・石英微

～細粒

□縁ヨコナデ、ケズリ→ミガキ 40-9

40住
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

40住
高 杯

杯A2
□縁1/3

明橙褐色 白色微～細粒

褐色細粒・灰

白色微～粗粒

□縁ヨコナデ、斜ミガキ 40-6

40住No.14174
良 好 □縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ

40住
高 杯

脚A2
底部一部

明橙褐色 白色微～細粒

灰白色微～粗

粒・雲母微粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 40-8

40住No_8
良 好 端部ヨコナデ、工具ナデ

40住
高 杯

脚A2
底部1/4

褐 色
雲母・白色微

粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 40-7

40住 No.22

良 好 端部ヨコナデ、工具ナデ

40住

小型丸底増 一九

赤橙褐色

白色微～細粒

口縁ヨコナデ→ハケメ、胴部上ハケメ・下ケズリ 40-1

40住No.16
良 好 □縁ヨコナデ→ハケメ、胴部ナデ

40住

増 □縁完

橙褐色

白色微粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ、胴部横ミガキ 40-3

40住 No.10、 フク土178
良 好 口縁ヨコナデ→縦ミガキ、ナデ・工具ナデ

40住

増

明橙褐色
白色・淡灰色

微粒

底部ケズリ→横ミガキ 40-4

40住 No.4、 A検
良 好 頸部シボリ、ナデ

40住

増

橙褐色 白色微～細粒

赤褐色細粒・

灰色微～細粒

底部ケズリ 40-5

40住、A検

外面摩滅
良 好 ナデ・工具ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 敷
正 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

40住

増 □縁1/4

暗橙褐色
白色微～細粒

灰白色微粒

口縁ヨコナデ、ナデ 40-2

40住 No.3
良 好 回縁ヨコナデ、ナデ

40住

士亜 底部1/2

暗橙褐色
白色・雲母微

粒

ミガキ、底部工具ナデ 40-11

40住
良 好 工具ナデ

40住

甕 □縁2/3

橙褐色
白色・灰白色

微～細粒

□縁ヨコナデ、工具ナデ 40-12

40住 No.12、 A区検
良 好 □縁ヨコナデ、工具ナデ

41住

184 市卜Ala
□縁2/3

底部完

6.5

17.3

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ、底部ケズリ→ミガキ 41-1

41住 No.4
良 好 口縁ヨコナデ、横ミガキ

41住

わ卜A2a
□縁1/5

底部1/5

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、横～斜ミガキ 41-4

41住 No。 15
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

41住

杯Alc □縁1/5

淡橙褐色 白色・赤褐色

石英・暗灰色

砂粒

□縁ヨコナデ、指オサエ・ケズリ→斜ミガキ 41-2

31住 041住南西
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

41住

杯 E □縁1/12

淡橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ、ナデ・縦ミガキ、下部横ミガキ 41-3

41住 P5187
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ→縦の暗紋

41住
高 杯

杯A2
□縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

微～砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 41-5

41住P16
良 好 □縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ

41住
高 杯

杯A2
□縁4/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 41-7
41住 P6

良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

41住
高 杯

杯A2
□縁1/2

淡橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、斜ハケメ→縦 ミガキ 41-9

41住 P14、 No.10・ H
南西、北東フ

良 好 □縁ヨコナデ、斜ハケメ→斜ミガキ  内面摩滅

41住
高 杯

杯A2
口縁4/5

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

微～砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 41-8

41住NQ22

内面摩滅

20.3
良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ

106

41住
高 杯

杯Cl
□縁1/2

橙褐色
白色・暗灰色

石英微～砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 41-6

41住 No。 301323.2
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

41住
高 杯

杯 Cl脚 Bl
□縁1/10

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、杯部上・脚部縦ミガキ 41-10

41住 No.14、 フ
良 好 □縁ヨコナデ、杯部斜ミガキ、脚部シボリ・ナデ

41住
小 型 高 杯

杯 部
□縁1/8

橙褐色
白色・赤褐色

雲母微～砂粒

口縁ヨコナデ、横～斜ミガキ 41-11

41住No.6

内面摩滅

194
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

41住
杯

Ａ

昔同
脚

淡橙褐色
白色・赤褐色

砂粒

接合部ナデ、脚部縦ミガキ 41-12

41住 No。 8
良 好 杯部横ミガキ、脚部シボリ・ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器

図 峰一』
焼 成 内 面

41住

増 □縁1/3

橙褐色
白色 0赤褐色

雲母微粒

口縁ヨコナデ→縦ミガキ 41-13

30住No.8

41住P16

196

106
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ、頸部横ミガキ

41住

士亜 底部1/3

橙褐色
白色・赤褐色

砂粒

ナ デ 41-14

41住 No.9197

106
良 好 ナデ、工具ナデ

41住

小形甕 ほぼ完

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、胴部横ハケメ・ナデ、底部ケズリ 41-16

41住 No。 3・ 13・ 14

P14
良 好 □縁ヨコナデ、胴部斜ハケメ 0ナデ

41住

甕 底部1/2

褐～黒褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

胴部ハケメ→ナデ、底部ケズリ 41-17

41住 No.5、 30住199

106
良 好 工具ナデ・ナデ

41住

ミニチュア 底部1/4

淡橙褐色
白色・雲母微

粒

ナ デ 41-15

41住南東フ200

106
良 好 ナ デ

42住

市卜A2a 口縁1/4

暗褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、ナデ 42-2

42住
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ

42住

杯A3
口縁2/3

底部完

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ、横ミガキ、底部ケズリ→ミガキ 42-1

42住 No.14、 フク土202

106

15.4
良 好 口縁ヨコナデ、ナデ→ミガキ

42住

小型丸底堵
□縁3/4

底部完

淡橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

口縁ヨコナデ、胴部上ナデ・下ハケメ 42-6

42住 No。 13203

106
良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ

42住

培 □縁3/4

暗赤褐色
灰色・褐色微

～粗粒

□縁ハケメ→縦ミガキ、胴部板ナデ→ケズリ 42-26

42住南西、フク土204

106
良 好 口縁縦ミガキ、頸部指オサエ、胴部ナデ

42住

増 底部完

黒褐色

良 好

淡褐色・灰色

微粒

ハケメ→ミガキ 42-23

42住南東
ナデ、工具 ナデ

42住
高 杯

杯A2
□縁完

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ、稜下ハケメ→ミガキ 42二 5

42住 No。 3・ 16、 SE、 フ206

107
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

42住
高 杯

杯A3
口縁1/5

暗褐色
雲母・灰色・

褐色微～細粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 42-19

42住 No.15207

107
良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ

42住
高 杯

杯A2
口縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、横ミガキ 42-8

42住NooH208

107
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

42住
高 杯

杯C2
□縁1/8

褐 色
褐色砂粒・淡

褐色微粒

口縁ヨコナデ→横ミガキ→縦ミガキ 42-25

42住 No。 11・ 12、 フ209

107
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、斜ミガキ

42住
高 杯

杯Cl
口縁1/12

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ、横ミガキ 42-4

42住 NW210

107

22.0
良 好 □縁ヨコナデ→横ミガキ、縦～斜ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 敷
正 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

42住
高 杯

杯A2
□縁1/2

赤橙褐色
白色・灰色微

～細粒

□縁ヨコナデ、斜ミガキ 42-27

42住

内外面摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

42住
高 杯

杯A2
□縁1/3

黄褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 42-3

42住 No.2

内外面摩滅剥離
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

42住
高 杯

杯 A2脚 Bl

口縁7/8

底部2/3

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ、杯稜部ハケメ 42-14

42住 No。 4・ 5

杯部内外面摩滅
良 好 脚部指オサエ・ナデ

107

42住
高 杯

杯 A2脚 Bl

□縁ほぼ完

底部4/5

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 42-7

42住 No。 9、 SE、 フ

杯部内面摩滅
良 好 杯部縦ミガキ、脚部シボリ・工具ナデ

107

42住
杯

Ｂ

昔同
脚

褐 色
淡褐色・灰色

微～細粒

縦ミガキ 42-20

42住北東
良 好 シボリ、横ケズリ

42住
杯

Ｂ

古同
脚

橙褐色
雲母・灰色微

粒

縦ハケメ→縦ミガキ 42-21

42住 P9
良 好 接合部ケズリ、シボリ、細かいハケメ

42住
高 杯

脚Bl 底部1/5

橙褐色
白色・赤褐色

暗灰色砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ、未貫通孔 1 42-12

42住 No。 11、 フ
良 好 上半シボリ→ケズリ、下半ハケメ→ナデ・ ミガキ

42住
高 杯

脚Bl
ほ|:〕:完

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 42-15

42住No.H
良 好 上半シボリ、下半ナデ 0-部 ミガキ

42住
高 杯

脚Bl
底部4/5

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 42-H
42住 No.10

良 好 上半指オサエ 0シボリ、下半ナデ

42住
高 杯

脚A2
底部1/4

橙褐色

淡褐色微粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 42-18

42住北東

外面摩滅

220
良 好 上半シボリ→ケズリ、下半ハケメ・ナデ

42住
高 杯

脚A2
底部完

淡黄褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

端部ヨコナデ、ケズリ→縦ミガキ、未貫通孔 1 42-10

42住 No。 10
良 好 上半シボリ→ナデ、下半ハケメ・ナデ

107

42住
高 杯

脚A2
底部3/4

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

端部ヨコナデ、縦～斜ミガキ 42-9

42住No.6

杯部内外面摩滅

222
良 好 杯部ミガキ、脚部シボリ→工具ナデ

42住
高 杯

脚A2 底部1/3

橙褐色
灰色・褐色微

粒

端部ヨコナデ、ミガキ 42-17

42住 No.12

内外面摩滅
良 好 端部ヨコナデ、ナデ

42住
高 杯

脚Bl 底部1/2

暗黄褐色
雲母・褐色・

灰色微粒

端部ヨコナデ、ミガキ 42-16

42住フク土
良 好 端部ヨコナデ→ナデ、柱部横ケズリ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 敷
正 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

42住
高 杯

脚Bl
底部3/4

黄褐色
灰色微粒・褐

色微～細粒

端部ヨコナデ、ミガキ 42-22

42住南西225
良 好 端部ヨコナデ、ナデ

42住
高 杯

脚B2
底部1/8

橙褐色 白色・赤褐色

暗灰色・石英

砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ、接合部ハケメ? 42-13

42住 No。 9、 フ

外面摩滅
良 好 端部ヨコナデ→ミガキ、柱部シボリ→ケズリ

42住
高 杯

脚C2 底部1/8

橙褐色

白色微粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 42-28

42住 SW
透かし孔 (円 ?)

良 好 端部ヨコナデ、ナデ

42住

甕 □縁ほぼ完

暗橙褐色
白色・灰白色

微～細粒

□縁ヨコナデ、縦ハケメ 42-29

42住No.10
良 好 □縁ヨコナデ、横ハケメ

107

42住

小形壺 □縁1/6

暗褐色

褐色微粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 42-24

42住フク土
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

42住

甕 □縁一部

暗褐色
白色微～粗粒

赤褐色粗粒

□縁ヨコナデ、胴上半縦ハケメ、胴下半ケズリ 42-30

42住ユ、フ
良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ

42住

甕 底部完

褐 色
白色・灰白色

微～粗粒

上半ナデ 0工具ナデ、下半ナデ・ケズリ→ミガキ 42-31

42住No.10
良 好 ナデ・板ナデ

108

44住

杯Ala 一
九

橙褐色 白色・灰白色

赤褐色・雲母

微～細粒

口縁ヨヨナデ、ナデ 44-20

44住No.4

外面摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、板ナデ

44住

杯Alb 口縁1/3

橙褐色 雲母・白色・

赤褐色微～粗

粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 44-19

44住 No.12、 フ
良 好 口縁ヨコナデ、縦ミガキ

44住

杯Alb 口縁1/2

橙褐色

白色微～粗粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 44-18

44住No.5234
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

44住
高 杯

杯A2
口縁1/2

明橙褐色

白色微～粗粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ、稜下横ミガキ 44-1

44住フ

内面一部摩滅
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

44住
高 杯

杯A2
□縁1/4

黄～橙褐色

白色微～細粒

□縁ヨコナデ、横ハケメ→縦ミガキ 44-11

44住フ
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

44住
高 杯

杯A2
□縁1/5

赤橙褐色

白色微粒

口縁ヨコナデ、縦・横ミガキ、稜下横～斜ミガキ 44-15

44住フ237

108
良 好 □縁ヨコナデ、斜ミガキ

44住
高 杯

杯C2
□縁1/5

褐 色

白色微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 44-13

44住フ

内外面摩滅
良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
焼 成 内 面

図 底 径

44住
高 杯

杯A2
□縁2/3

明橙褐色
白色微～細粒

黒色粗粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 44-3
44住 No。 11、 フ、P

良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ

44住
高 杯

杯 A2脚 B2

口縁1/3

底部1/2

13.4 暗橙褐色

白色微～粗粒

口縁・端部ヨコナデ、縦ミガキ 44-8
44住No.206

全体的に脆弱
良 好 杯部斜～縦ミガキ、脚部工具ナデ・ナデ

13.6

44住
高 杯

杯A2
□縁1/2

橙褐色
白色・雲母微

～細粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ 44-4
44住 No.1、  フ

□縁歪み
良 好 □縁ヨコナデ、横ハケメ→縦ミガキ

44住

高杯?

橙褐色

白色微～細粒

ナデ、板ナデ 44-16

44住 No。 7、 フ
良 好 ナ デ

44住
高 杯

脚A2

淡橙褐色

白色微粒

縦～斜ミガキ 44-7

44住フ
良 好 ナデ、工具ナデ

44住
高 杯

脚A2 底部1/5

淡橙褐色

白色微粒

端部ヨコナデ、縦～斜ミガキ 44-6

44住フ

内外面摩滅
良 好 端部ヨコナデ、ナデ、工具ナデ

44住
高 杯

脚A2 底部1/4

橙褐色

白色微～細粒

端部ヨコナデ、ナデ 44-17

44住フ

外面被熱摩滅
良 好 端部ヨコナデ→ハケメ、ナデ、工具ナデ

44住
高 杯

脚Al
底部ほぼ完

橙褐色
雲母・白色微

粒

端部ヨコナデ、縦～斜ミガキ 44-2

44住 No.8

杯部摩滅

246
良 好 端部ヨコナデ、ナデ、工具ナデ

44住
杯

Ｂ

古同
脚

橙褐色

白色微～細粒

縦ミガキ 44-14

44住 No.13247
良 好 工具 ナデ、ナデ

44住
高 杯

脚Bl
底部1/6

橙褐色
雲母 0白 色微

粒

端部ヨコナデ、脚柱部縦ミガキ・稜下横ミガキ 44-5
44住 No。 9248

良 好 杯部ミガキ、脚部シボリ・ナデ

44住
高 杯

脚Bl
底部1/2

橙褐色

白色微～細粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ 44-12

44住フ249
良 好 ナ デ

44住

小型丸底増 一死

橙褐色
雲母・白色微

粒

口縁縦ミガキ、胴部横ミガキ、底部ケズリ・ナデ 44-9

44住 No。 15
良 好 口縁縦ミガキ、胴部ナデ・工具ナデ

44住

増 □縁1/4

橙褐色

白色微～細粒

□縁ヨコナデ→縦ミガキ 44-10

44住フ

内外面摩滅

251

109
良 好 □縁ヨコナデ→縦ミガキ→横ミガキ

44住

甕 口縁1/3

赤橙褐色
白色微～細粒

雲母微粒

□縁ヨコナデ、胴上部板ナデ・下部ケズリ 44-21

44住 No。 14
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

±41
高 杯

脚Bl
底部1/8

橙褐色
白色・暗灰色

石英砂粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ、未貫通孔 1 B区±41-1

土坑41-1
良 好 指オサエ、工具ナデ

±63
高 杯

杯A2
□縁1/4

淡橙褐色 白色・暗灰色

赤褐色・雲母

砂粒

口縁ヨコナデ、縦ミガキ ±63-1

±63No_1254
良 好 口縁ヨコナデ、斜めハケメ→縦ミガキ

±63
高 杯

杯A2

暗～橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

ナデ、板ナデ ±63-2

±63
良 好 ナデ、板ナデ

±85

小型丸底増 口縁1/4

橙褐色 白色 0暗灰色

赤褐色・石英

砂粒

口縁ヨコナデ、縦ハケメ ±85-1

±85No.1
良 好 □縁ヨコナデ、ナデ

±25

ミニチュア
□縁1/12

底部3/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

ナ デ ±25-1

土坑25。 911018257
良 好 ナ デ

高 杯

杯 B2脚 Cl

口縁完

底部4/5

橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

口縁・端部ヨコナデ、縦ミガキ、杯稜部横ミガキ P66-1

P66. 911101
良 好 杯部斜ミガキ、脚部工具ナデ

小型丸底増 口縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

雲母微粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ B ttP1002-1

B ttP1002
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

トレンチ

杯Alb
□縁1/2

底部1/2

黄～暗褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

口縁ヨコナデ、ナデ・工具ナデ→縦ミガキ トレンチー 1

A―Cト レンチ周辺

内外面摩滅
良 好 口縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ

トレンチ
高 杯

杯 A2脚 A2

□縁1/12

底部1/12

淡黄褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

口縁・端部ヨコナデ、縦ミガキ トレンチー4

A― Cトレンチ周辺

杯部摩滅、籾圧痕
良 好 杯部縦ミガキ、脚部ナデ・工具ナデ

トレンチ

壺Bl □縁1/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、斜～縦ミガキ トレンチー3

A― Cト レンチ周辺262
良 好 口縁ヨコナデ、斜ミガキ

トレンチ

小型丸底増 □縁1/4

橙褐色
白色 0石英砂

粒

口縁ヨコナデ トレンチー2

A― Cトレンチ周辺263
良 好 口縁ヨコナデ

A区
高 杯

杯A2
口縁1/3

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ A区検-1
A区検出面

良 好 口縁ヨコナデ、縦～斜ミガキ

A区
杯

Ｂ

吉同
脚

淡橙褐色
白色 0赤褐色

砂粒

接合部ハケメ、ハケメ→縦～斜ミガキ、貫通子Ll A区排-1
A排土265

良 好 シボリ、ナデ

A区
杯

Ａ

昔同
脚

暗褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ A区検-2
A区検出面266

良 好 シボリ、ナデ、工具ナデ
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番号 器 種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 整 備  考

地点 器 高 色 調 外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 口 径

図 底 径
焼 成 内 面

A区

甕 □縁1/4

暗褐色 白色・赤褐色

暗褐色砂～粗

粒

口縁ヨコナデ、縦の板ナデ、ナデ A表採-1
A表採267

109
良 好 ナデ、工具ナデ

B区

甕 □縁1/5

褐 色
白色・灰白色

微～粗粒

□縁ヨコナデ、ナデ Eトレンチー 1

EトレンチN128・ El17.6268

110
良 好 胴部指オサエ、板ナデ、ハケメ

B区

甕 □縁1/4

暗橙褐色
白色・灰白色

微～粗粒

□縁ヨコナデ、胴部横ケズリ Eトレンチー2

EトレンチN128・ El17.6
良 好 胴部板ナデ 0ハケメ

C区
高 杯

杯A2 □縁完

明橙褐色

白色微～細粒

口縁ヨコナデ、斜ミガキ N12El17-1

CttN12El17

□縁歪み

270

110
良 好 □縁ヨコナデ、縦ミガキ

C区
高 杯

杯C2
回縁1/7

橙褐色 白色微～細粒

赤褐色微～粗

粒

□縁ヨコナデ、ミガキ? N12El17-3

C ttN12El17

内外面摩滅顕著

271

110
良 好 □縁ヨコナデ、ミガキ?

C区

272
高 杯

脚Bl 底部1/4

明橙褐色

良 好

白色・灰白色

微～細粒

端部ヨコナデ、縦ミガキ

端部ヨコナデ、ナデ、工具ナデ

N12El17-2

CttN12EH7

外面一部摩滅

C区

甕 □縁1/3

橙褐色 白色・灰白色

微～粗粒・赤

褐色微～細粒

口縁ヨコナデ、胴上部ナデ・下部ケズリ N12El17-4

CttN12EH7273
良 好 □縁ヨコナデ、胴部ナデ・工具ナデ・指オサエ

混入
須恵器

蓋
□縁1/8

暗灰色
緻密・白色砂

粒少量

ロクロナデ、天丼部回転ケズリ 25-3

25住 SE13.0
やや軟質 ロクロナデ、仕上げナデ

混入
須恵器

甕

暗灰色
白色・暗灰色

微粒

ロクロナデ、波1大文 15-10

154主 SE275

110
良 好 ロクロナデ、

混入

わ卜Ala □縁一部

淡褐色
白色・赤褐色

微～細粒

□縁ヨコナデ 12-4
12住 SW
内外面摩滅顕著

276

110

14。 4
良 好 □縁ヨコナデ

混入

わ卜Ala □縁一部

淡橙褐色
白色微粒・灰

色細粒

口縁ヨコナデ、横ミガキ 12-3
12住 SW
内外面摩滅顕著

277

110
良 好 □縁ヨコナデ、横ミガキ

混入
高 杯

杯A2 □縁1/3

淡橙褐色

白色微～細粒

□縁ヨコナデ、縦ミガキ 12-1

12住 SW
外面摩滅

278

110
良 好 □縁ヨコナデ、横～斜ミガキ

混入
高 杯

杯A2

橙褐色 白色・赤褐色

石英・暗灰色

砂粒

横～斜ミガキ 6-3
6住検出面279

110
良 好 横～斜ミガキ

混入

ミニチュア
□縁1/12

底部3/4

橙褐色
白色・赤褐色

石英微粒

ナ デ 25-1

土坑25

257と 重複

5.8

3.7
良 好 ナ デ
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番号 器  種 残存度 法 量 色 調 焼 成 胎  土 調 備  考

地点 器 高 色 調

焼 成

外 面 実測番号

注  記

そ の 他

土器 □ 径
内 面

図 底 径

混入
杯

Ｂ

昔同
脚

橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

縦ハケメ→縦ミガキ、未貫通孔 1 6-2
6住検出面

良 好 ナ デ

混入
高 杯

脚A2

橙褐色
白色 0赤褐色

石英砂粒

縦ミガキ 6-4
6住検出面

良 好 上部ケズリ、中央ハケメ、下部ナデ

混入

小形甕 □縁1/6

暗褐色 白色・灰白色

赤褐色微～細

粒

□縁ヨコナデ、ナデ 12-2

12住 SW
外面摩滅

13.6
良 好 口縁ヨコナデ、板ナデ

混入

ミニチュア □縁1/3

黄褐色 白色・灰白色

赤褐色微～細

粒

ナ デ

C区検、17住東284 4。 4

1.2
良 好 ナ デ

混入

ミニチュア 底部3/4

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

ナデ、底部 ドーナツ状 6-1
6住検出面285

ナ デ

混入

ミニチュア

淡橙褐色
白色・赤褐色

石英砂粒

ナ デ

10住NW286
ナ デ
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第 5表 石器一覧表 (古墳時代 )

紡錘車

図

阻 出土地点 路＜ｃｍ＞
短径

(cm)

厚 さ

(cm)
幹
０

石 質 破損状況 備 考

1 42住 No.1 (25.05) 蛇紋岩 ほぼ完形

砥 石

図

Ｌ 素材 砥 面 出土地点
長 さ

(cm)

幅
＜ｃｍ

厚
＜ｃ

重さ
(g) 石 質 破損状況 考備

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

・３

・４

・５

・６

・７

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

Ａ
‐

〃

Ｂ

Ａ
‐

Ｄ

Ａ
２

Ｂ

〃

Ａ
２

Ａ
ｌ

Ｂ

″

Ｄ

Ｂ

Ａ
‐

Ｃ

Ｂ

？

？

？

暉

Ａ
．
？

Ａ
２

Ｃ

？

Ａ
２

″

Ｂ

″

5住 NQ 2

7住 NQ 3

7住
16住 NQ14

″NQ15
″Pl

18住

30住 NQ17

30住

32住 NQ 3

″NQ 4

33住 NQ33

″NQ41

34住 NQ l

″P2

37住 NQ 5

″NQ 6

″NQ 7

″NQ12

41住 NQ21

44住 NQ10

A区検

(9.9)

15。 7

6.2

21.1

(14.4)

(14.3)

8.4

8。 9

13.5

9。 6

(6.2)

(5.4)

11.7

11.6

11.8

(6.5)

(13.0)

(― )

(― )

(一 )

(10。 3)

(11。 1)

(9.8)

(16。 7)

(6.6)

11.2

17.5

(34.9)

(13.5)

10。 8

(3.8)

8.6

2.2

7.7

(8.3)

4.9

4.6

4.6

3.4

3.4

(3。 3)

(3.3)

3.7

6.2

5.0

(3.0)

(4。 3)

(― )

(― )

(― )

(4.4)

4.6

3.2

3.4

2.6

5。 3

6.6

(13.7)

(5.4)

4.0

・

４

・

３

・

８

。

３

。

９

・

９

・

１

・

４

・

０

。

９

・

８

。

７

・

７

・

９

・

２

・

５

・

０

一

一

一
　

。

８

・

１

・

４

。

３

・

９

・

１

・

５

・

６

・

７

・

４

α

３

０

３

４

４

１

１

２

ｌ

①

①

４

２

１

０

２

＜

＜

＜

①

２

１

２

０

１

４

σ

Ｑ

ｌ

(78)

745

13

910

(1000)

(540)

57

73

(128)

102

(16)

(11)

233

279

100

(9)
(152)

(20)

(12)

(4)
(29)

(171)

(63)

(197)

(21)

83

885

(5400)

(113)

74

扮岩

砂岩

緑色凝灰岩

助岩

砂岩

助岩

粘板岩

千枚岩

砂岩

緑色凝灰岩(ホ ルンフェルス)

粘板岩 (ホ ルンフェルス)

助岩

粘板岩

粘板岩 (ホ ルンフェルス)

緑色凝灰岩

硬砂岩

粉岩

両側欠

完形

先端欠

ほぼ完形

完形

ほぼ完形

完形

残片

完形

1/2欠

片端欠

残片

両端欠

先端欠

両端欠

先端欠

完形 ?
完形

先端欠

両側欠

完形

石包丁 ?
被熱

被熱

19と 同一個体 ?
被熱

同石材隣接出土・被熱

途中穿孔痕・未成品

敲打痕有

No.
図
Ｎ。。

出土地点 種  類 素材 轟雖
最大幅
短径

最大厚
最大高

重 量 子L径 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

18

6

3

5

7

13

14

19

20

23

24

2

9

10

15

25

11

21

16

26

8

22

・７

４

１

１２

18住床

25准≧NQ 2

30住覆土
″NQ18

″NQ20
〃NQ26

33准≧NQll
″NQ 2

″NQ l

〃NQ 4

″NQ 5

″NQ 3

″NQ 6

″NQ68
″NQ73

34住
″炉

37住

404≧NQ25

41准≧NQ l

″NQ25
″NQ26
″NQ 2

42住床

検 出面

臼 玉

模造品(勾玉)

勾 玉

管 玉

臼 玉

模造品(剣 )

丸玉 ?

模造品(勾玉)

″ (剣 )

管 玉

勾 玉

模造品(双孔円盤)

勾 玉

管 玉

小 玉

管 玉

臼 玉

管 玉

小 玉

模造品(剣 )

臼 玉

玉

玉

臼

ガラス

粘 土

滑 石

蛇紋岩

滑 石

ガラス

碧 玉

緑色凝灰岩

滑 石

ガラス

滑 石

石滑

土

石

　

　

土

石

粘

滑

　

　

粘

滑

5.4

(31.0)

28.2

4.1

3.9

(41.3)

18.8

44.1

36.3

4.5

4.5

4.5

4.4

6.0

2.9

35.0

19.6

20.0

4.2

6.0

3.0

4.0

4.8

5.5

39.6

4.7

5.1

(20.0)

11.7

3.9

3.8

16.7

16.5

21.6

17.2

4.5

4。 1

4.2

4.3

5。 8

2.7

19.7

23.3

12.2

4.1

5.0

3.0

4.0

4.4

4.7

18。 0

4.6

3.5

5。 0

15.3

24.5

2.7

3.8

15。 1

4.1

3.3

(14.2)

13.0

2.0

2.9

4.5

1.1

2.9

3。 0

4.6

21.8

4.8

13.0

2.3

24.2

5.5

3.4

3.5

(0。 16)

4.55

4.42

0.61

0.12

(4。 32)

4.50

7.15

3.56

(0.36)

0.41

(0.11)

0.14

0.24

0.06

5.62

2.46

1.65

0.55

0.27

0.23

0.09

0.86

0.24

3.85

0.17

約1/4欠

両面穿孔

下端欠

片側欠

破損品再加工

青色

空色

被熱

両面穿孔

濃青色

両面穿孔

両面穿孔

濃青色、気泡列

第 6表 土製品・石製品 0ガ ラス製品一覧表 (古墳時代 ) 単位 三mm, g
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第 4章 調査のまとめ

山影遺跡は標高770m前後の崖錐性・扇状地性の緩斜面 (東高―西低)に立地し、南側を裏山と洞

沢川によって区画されている。また、北側は浅い谷筋になるため、遺跡の範囲は東西に長いものと

推定される。傾斜がきつく集落を営むには決して良い環境とはいえない地形ではあるが、縄文・古

墳・平安時代には断続的に集落が展開している。また、中世以降では墓域が形成されている。本章

では、前章において各論で述べてきた遺構・遺物の調査結果をまとめながら、山影遺跡の歴史の変

遷を時代順に概観することにする。(挿図 4・ 5参照)

【縄文時代】 18軒の住居址が見つかっている。時期別の内訳は中期中葉が 8軒 (1～ 6・ 13・ 39

住)、 中期後葉が 6軒 (8・ 9・ 14・ 23・ 26・ 27住 )、 後期前半が 3軒 (10017・ 21住)である。な

お、22住 は未掘のため時期は不明であるが、中期後葉の26住 よりも新しい時間関係にある。遺構の

分布はC地区に集中しており、A・ B地区では僅かに各 1軒が確認されているだけである。以下で

は時期別に集落の変遷を見ていくことにする。

中期中葉はA地区の39住を除いて、C地区の中央γ南東に 7軒の住居が集中している。今回の調

査範囲ではまず、藤内 I式期に13住が出現する。続いて井戸尻 正式期 (204・ 5住 )、 井戸尻Ⅲ式

期 (1・ 306住)に各 3軒が建てられている。しかし、 2住の東側調査区外で井戸尻 正式期の住

居址と考えられる土器集中地点が見つかっているので、中期中葉の集落は今回の調査区よりさらに

東側へ伸びていたと考えられる。むしろ、C地区は該期の集落の西端に近い部分の可能性も考えら

れる。

中期後葉ではC地区の東側で唐草文Ⅱ段階の14・ 23住がある。そして、唐草文Ⅳ段階ではC地区

南西端の 8・ 9・ 26住 とB地区の27住が認められる。このことから、唐草文Ⅳ段階になると居住域

はそれ以前より西側 (斜面の下側)に移ったことが考えられる。

後期前半になると、C地区の中央に 3軒の住居址が認められる。なお、このうち10住 (称名寺式

期)と 17住 (堀之内式期)は敷石住居であった。

なお、 1・ 9・ 26・ 27住では埋甕が認められた。いずれも住居址の西側または北西側に位置して

いることから、住居の入口は斜面下倶1に あったことが推定される。

【古墳時代】 中期の住居址21軒がA・ C地区に分布している。A一 C地区間の未調査区からも多量

の上師器が採集されているので、調査区外に集落は広がるものと推定される。

本遺跡は調理施設が炉からカマドヘ移行する時期の集落のため、住居に若干の時間差が窺える。

住居内に炉をもつ18033・ 34041・ 44住は古相で、カマドをもつ 7・ 11・ 16住が新相と考えられる。

他の住居址については削平や調査区外にかかるため、調理施設の構造は不明である。しかし、全体

的な傾向として、斜面下方のA地区に炉を伴 う住居が多く、上方のB地区ではカマドを伴 う住居が

多い。おそらくは炉からカマドヘ調理施設が移行する時期に、集落域が僅かに東側に移動したもの
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と考えられる。これは、初期須恵器がA地区では認められず、C地区の11・ 16018住 から出土して

いることからも裏付けられる。なお、調理施設の位置は、炉が南側柱穴間 (18044住)か西壁寄 り

(33・ 34住)に造られるのに対して、カマドはすべて北壁中央に造られている。

本遺跡では滑石製模造品や勾玉・管玉・臼玉・ガラス製小玉等の装身具が出土する住居址が多い。

検出面と混入品を除けば 8軒の住居から24点が出土している。このうち、18住を除けばすべてA地

区からの出土である。このうち、30住 (勾玉・管玉・臼玉・滑石製模造品各 1)、 33住 (土製丸玉 1、

管玉・臼玉・小玉・滑石製模造品各 2)、 41住 (管玉 2、 日玉・小玉各 1)か らは数種類の装身具や

祭祀具が出土しており注目される。特に、33041住 は他の住居とは異なる主軸方向で建てられ、さ

らに33住では壇状の遺構が認められており特異である。滑石製模造品の出土から、これらの住居で

は祭祀が行われたか、もしくは祭祀に関係する人物が居住していたことが考えられよう。

なお、本遺跡では一般に焼失住居とされる住居址が 6軒確認されている。失火による火災と意図

的な火災を出土状況から検証することは困難であるが、後代に比較して焼失住居の割合が多いこと

は意図的な火災を想像させる。

最後に、山影遺跡の中期集落の性格について述べる。本遺跡は約750m離れて西南西に対峙する向

畑遺跡・同古墳群との密接な関連が推定される。向畑遺跡は1987・ 88年 に調査が行われ、前期に属

する57軒の住居が確認されている。次の中期になると住居は 2軒だけとなり、集落は忽然と姿を消

し、かわって古墳が築造されだすことが判明している。また、この古墳群は初期群集墳の様相を呈

し、単独で築造される他の松本市域の中期古墳と異なる点が注目されている。そのため、向畑遺跡

については前期集落がどこに移動したのか、また移動後の集落と古墳群の被葬者の生前の集落は同

じものなのかが検討課題とされてきた。その点で、山影遺跡の中期集落は向畑遺跡に後続するもの

であり、現在までのところ向畑遺跡から最短距離に位置している。また、本遺跡からは一般に古墳

の副葬品として出土する馬具 (41住 )、 鉄鏃 (16住 )、 滑石製模造品、装身具などが住居址から出土

している点に注 目したい。この 2点から、向畑遺跡で前期集落を営んできた人々は、中期になって

山影の地に集落を移し、集落内の有力者はかつて生活していた向畑の地に古墳を築きはじめたもの

と想像することもできよう。この場合、水田経営に不向きな中山地区で中期古墳を築造することが

できた生産基盤の解明が最重要の課題となる。

なお、本遺跡では後期の住居址が確認されていないので、再び集落は他所へ移動したものと考え

られる。調査地の南西には後期古墳である小山下古墳が所在することから、古墳の直近の位置に集

落があったとは考えにくい。向畑遺跡と本遺跡の関係のように距離をおいた場所に移動した可能性

も考えられよう。

【平安時代】 住居址 5軒 と建物址 1棟、土坑墓 2基が検出されている。出土土器から時期が推定

できる15・ 31・ 43住 は 9世紀後半から10世紀前半に位置づけられる。住居の分布はC地区東側から

A地区西側と広範囲にまたがることから、A― C地区間の未調査地区にも住居址が存在する可能性は
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高い。しかし、遺構の分布が希薄なことから、未調査区をふくめても同時期で 2、 3軒程度の小規

模な集落が展開したものと推定される。なお、43・ 31住 と、12・ 25住-1建は近接する等高線上に

位置している点が注目される。なお、前者は43住 (9世紀後半)→31住 (10世紀前半)の時期関係

にあることから、小範囲の中で住居を建て替えながら集落が存続した可能性も考えられよう。

また、A地区では 9世紀後半に推定される土坑墓 2基 (63土・ 93土)力 見`つかっている。いずれ

も北寄 りの底面に土器・陶器が副葬されている。このうち、63土は検出面から床面付近までの覆土

内に大形礫が多量に混入していた。また、土層観察の結果、この礫は凹レンズ状に落ち込んでいる

ことが認められた。このことから、63土 は木棺が安置され、その上に墓標的な施設として礫が積み

上げられていたことが考えられる。そして、木棺が腐食して劣化していく過程で、棺の隙間から土

が僅かに流入した後、土圧と礫の自重で棺が破壊されて棺上の墓坑覆土と礫が落ち込んだ可能性が

高い。そうであるならば、63土が造られてしばらくの間は、墓標としての礫が地上に露出していた

ことが想像される。

なお、63土 と43住 は出土土器からほぼ同時期の遺構と推定される。しかし、両者の直線距離は僅

かに約14mし かない。一般的に埋葬施設と住居が近接して同時期に存在していることは考えにく

い。また、43住 に続いて建てられた31住 にしても63土・93土 と近接した位置関係にある。若干の時

間的な前後関係はあるにしても、住居と埋葬施設が混在している点で特異な例である。

【中世以降】 中世以降では、集落にかわって墓域が形成される。墓址関連の遺構は各地区で確認

されている。C地区では火葬墓が 1基見つかっている。突出部をもつ楕円形を呈する土坑で、被熱

した底部と骨片・炭化物が出土している。本遺跡で明らかに火葬墓といえる遺構は本址だけである。

A東地区では第97号土坑から骨片と貨幣 3点が出土しているι時期は出土した元豊通費の初鋳1078

年以降である。これらは周辺に同種の遺構が認められず、単独に形成された遺構と考えられる。

B地区では比較的大形の平面形が方形を呈する土坑15基 (32～ 34・ 40～ 45・ 50～ 55土)が見つかっ

ている。このうち、33土から釘、34土から内耳鍋、雁又鏃、刀子、祥符通費(初鋳1008年)、 52土か

ら石臼の破片と砥石、58土から釘が出土している。これらは覆土が地山のローム塊と暗褐色土が混

じり合 う人為的な埋め土であり、34土から貨幣が出土している点から土坑墓と推定している。また、

その他の土坑についても前述の 4基の土坑に近接し、規模が類似している点から土坑墓 と考えたい。

また、分布については等高線に直行して、44・ 45・ 54・ 50土 と42・ 41・ 40・ 51～ 53055・ 34土の 2

列が想定できるので、当時は墓域として明確に認識されて連続的に埋葬された可能性が考えられる。

南側に裏山を控えて地形的には斜面の南端に位置するこの地は、中世以降は集落が展開することな

く、集落域のはずれ、または集落から離れた地の墓域として利用されたことが考えられる。遺構の

所属時期については、34土が出土した内耳鍋から15～ 16世紀に推定されるだけである。なお、34土

からはほぼ完形の雁又鏃が出土している。土坑墓の被葬者の性格を窺 うことのできる数少ない資料

として注目したい。
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縄文時代

古墳時代

嘲m)中期中葉

∈∋)中期後葉

e後期前半

0              20m

挿図 4 縄文時代・ 古墳時代の遺構配置
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挿図 5 平安時代 :中世以降の遺構配置
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第 5章 結 彗五
ロロ

山影遺跡の発掘調査では縄文時代から平安時代にかけての集落跡と、中世以降の墓地が確認され

ている。発掘成果は既に述べているので、最後に今後の課題を時代別にあげておきたい。

縄文時代では中期中葉から後期前半にかけて断続的に継続する集落を確認している。中山地区で

はこれまでに向畑・坪ノ内・生妻・弥生前・南中島・深沢遺跡で集落が発掘調査されている。比較

的狭い範囲に展開するこれらの遺跡は単独で存在したのではなく、生業域を求めて集落移動を繰 り

返した結果として形成された遺跡群である可能性が高い。遺跡毎の集落変遷を検証した上で、遺跡

群を総合的に分析して縄文集落の実態を捉えることが課題である。

古墳時代では中期の集落が確認されている。向畑遺跡の前期集落との関係、農耕適地の少ない中

山地区で中期古墳を連続して築造しえた生産基盤の解明が課題であることは前章で述べている。な

お、この点に関しては集落の半数にあたる10軒の住居址から出土した砥石と、向畑遺跡から出土し

ている鉄鉗の存在に注目したい。特に、他の同時期の集落と比較して砥石の保有率が高い点は、鉄

製品の保有率が高かったことの反映と考えられる。そこで、最大の疑間は山影の住人は砥石で何を

研いでいたかである。千数百年間に錆による腐食で失われてしまった金属製品に、生産基盤の問題

を解 く鍵があると考えている。なお、初期群集墳ともいうべき向畑古墳群が山影遺跡の統括者の墓

所であるとすれば、本遺跡は畿内の王権ともかなり早い段階でなんらかの関係があったことが考え

られよう。そうであるならば卓越した鉄製品の保有も解釈することができるのではないだろうか。

平安時代では小規模な集落と土坑墓が見つかっている。文献史学では、該期の中山地区は勅旨牧

として埴原牧が経営され、牧監庁が設置されていたと推定している。しかし、考古資料からは牧経

営の実態は未だに窺えない。該期の集落は本遺跡以外では南中島遺跡で住居址 1軒が確認されてい

るだけである。昨年発見された奈良時代に属する鍬形沢古窯址群の問題も含めて、遺跡の詳細な分

布・確認調査の実施が急務の課題である。

中世以降では、B地区で墓址と推定される土坑群が見つかっている。該期の墓域としては、向畑

遺跡で700基前後の墓址が見つかっている。中山地区では現在までに中世村落が発掘調査では確認さ

れていないが、墓所と集落をセットで捉えていくことが必要課題である。

以上のように、今回の調査では多大な考古学的成果が得られた一方で、新たな疑間・課題も生じ

ている。しかし、中山地区での考古学的調査は今回でひと段落する。今後は、これまでの発掘成果

を郷土の歴史に位置づけるとともに、文化財として広 く活用していくことが重要である。

最後になりましたが、発掘調査から報告書刊行までの間、多くの方々からご理解、ご協力を賜 り

ました。記して感謝の意を申し上げますとともに、埋蔵文化財の保護に対してよリー層のご理解を

賜 りますようお願い申し上げます。
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調査地遠景

第 1号住居址

調査地 (西側からA地区を望む)

同 (埋甕)

同 (石皿出土状況)

第 1図版

第 2・ 13号住居址 (出土状況)



第 2号住居址 (出土状況)

同 (出 土状況)

同 (出土状況)

同 (出土状況)

同 (石囲炉 と土器埋設炉)

第 2図版

同 (土器埋設炉)



第 3・ 14号住居址 (出 土状況)

第 3号住居址 (石囲炉)
第14号住居址 (石囲炉)

第 4号住居址

第 3図版

同 (出 土状況)



第 4号住居址 (出土状況) 第 5号住居址・第 2号屋外埋甕 (出土状況)

第 6号住居址

同 (出土状況)

第 4図版

第 8号住居址



第 8号住居址 (出土状況)

第10号住居址 (敷石住居)

第 8号住居址 (石囲炉)

第17号住居址 (出土状況)

同 (敷石住居)

第 5図版

同 (敷石状態)



第17号住居址 (石囲炉)

同 (石囲炉)

第21号住居址

第 9・ 26号住居址 (出土状況)

第26号住居址 (石囲炉)

第 6図版

第27号住居址



第27号住居址 (埋甕)

ピット73(出土状況)

第39号住居址

同 (出 土状況)

第 2号屋外埋甕

第 7図版

C地区調査区外東地点



C地区調査区外東地点 第11・ 12・ 19号住居址

第16号住居址

第18号住居址 第28号住居址

第30・ 31・ 41号住居址 (出土状況)第29号住居址

第 8図版



第30・ 31・ 41号住居址

第30号住居址 (出土状況)

第30・ 41号住居址 (土層堆積)

第41号住居址 (出土状況)

第32号住居址

第 9図版

同 (出土状況)



第32号住居址 (出土状況)

同 (出 土状況)

第33号住居址

第35号住居址 (西から撮影)

同 (北から撮影)

第10図版
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第37号住居址 (甑出土状況)

第40号住居址 (西から撮影)同 (砥石出土状況)

同 (北から撮影)

第42号住居址 (出土状況)
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第25号住居址 (カ マ ド付近) 第43号住居t■L

第 1号建物址同 (出 土状況)

第13図版



第63号土坑 (礫出土状況)
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同 (土器出土状況)

第14図版
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